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　　　【第一章　リオ・ロボ／邂かい逅こう】







　何人かは泣いていた。

　何人かは泣く力すらなかった。

　永えい遠えんに続く底なしの闇やみである。闇あん黒こくは嫌いやらしい湿しつ気けに満ち、生なま臭ぐさい匂においも充じゆう満まんしている。

　その闇の奥おく底そこで、子供たちは泣いていた。

　親の名を呼び、空くう腹ふくに苦しんでいる。冷れい気きは、とっくに子供たちの体力を奪うばっていた。

　逃にげる気き力りよくもない。

　誰だれも助けになど来てくれない。

　子供なりに状じよう況きように絶望した……二日目のことであった。




「みんな……そこにいるんだね？」




　誰かがそう呼びかけた。

　子供たちは一いつ斉せいに顔を上げる。

　そこに……淡あわい光が現れた。青白い聖せい光こうがゆっくりと近づいてくる。

　そして子供たちは確かに……天てん使しを見た。




「よかった……みんな無事なんだね！」

　闇黒をかき消すように、まばゆい笑え顔がおがきらめいている。声の主は、神こう々ごうしいまでに愛あいらしい少年であった。

　柔やわらかそうな金きん髪ぱつが、肩かた先さきで揺ゆれて輝かがやいている。大きな水色の瞳ひとみに曇くもりは無く、陽よう光こうめいた光こう彩さいを放っていた。

　白い長衣に身を包んだザクセン人の少年は、金きん色いろの杖つえを握にぎり、子供たちの前に跪ひざまずいた。

　まさに聖せい画がから抜ぬけ出た天使。その天使の笑顔を、子供たちは呆ぼう然ぜんとして見つめていた。

「もう安心していいからね！　僕ぼく、君たちを助けに来たんだよ」

　不思議な笑顔であった。

　なぜか温ぬくもりが伝わってくる。初めて会う少年に安あん堵どを覚え、子供たちはその胸に躊ちゆう躇ちよなく飛び込んでいった。

「お、お兄ちゃん！」

「怖こわかったよ！　私、すごく怖かったよ！」

　全員を抱だきしめ、少年はうなずいた。

「もう大だい丈じよう夫ぶさ！　僕が来たからにはもう安心！　みんなおうちに帰れるよ！」

　少年は、金色の杖を傍かたわらに置いた。その頂点で青白く輝く希き宝ほう石せきが、少年の取り出した小さな袋ふくろを照らし出した。

「ここに来てから、何も食べてないんだろ？　好きなもの、食べていいよ」

　袋の中からは、色とりどりの飴あめ玉だま、スポンジケーキ、チョコレートが飛び出した。

「わあっ！」

「ぼ、僕これ！」

　初めて、子供らから声があがる。慌あわてて手を出すのを制して、少年は菓か子しを分け与あたえた。

「大丈夫、慌てずにゆっくり食べて」

「お、お兄ちゃん、喉のど……渇かわいた……」

「うん、これ飲んでいいよ」

　少年は、あらかじめ用意していた水すい筒とうも差し出した。みな夢中で白さ湯ゆを口にする。

　その飢うえた姿を、少年はいたましそうに見つめていた。よく見れば子供たちの身体からだには、細かい切きり傷きずがあちこちにできている。

　だが少年は大きく息を吐はき、一いつ瞬しゆんでまばゆい笑え顔がおを取り戻もどしていた。

「でもよかったあ……生きててくれて……」

「ジャスティス様！」

　安あん堵どした背中が、不ふ意いに呼びかけられた。

　振ふり向いた少年の前には、逞たくましい壮そう年ねんの男が立っている。鈍にぶい銀ぎん色いろに輝かがやく装そう甲こう鎧よろいをまとった、髭ひげ面づらの騎き士しがそこにいた。

「おお、こちらに……なんと、みな無事ではないか！」

「よかったですね、パブロさん！」

　ジャスティス……そう呼ばれた少年はおもむろに杖つえを手にして、立ち上がった。

「さらわれた子供は八人でしたね。みんなそろってるはずです」

「え、ええと……ミゲルにマリア……アルベルトにペロン……た、確かに！」

　がしゃんと鎧の音を立て、ギアナ人の騎士はその場にへたりこんだ。

「いやあー、安心しましたあ！」

　重い鎧が辛つらいのか、騎士パブロはぜいぜいと息を切らせている。その人の良さそうな顔を見つけ、子供たちも飛び上がった。

「あっ、パブロ様だあ！」

「パブロ様が来てくれたあ！」

　歓かん声せいを上げる子供たちを、パブロは嬉うれしそうに眺ながめ回した。

「おお、おお、私も嬉しいよ！　みなが無事で何よりだ！　これも創そう世せい神しん様のお導きだ！」

「本当にそうですね」

　少年……ジャスティスも瞑めい目もくして、右手指を器き用ように折り曲げた。聖せい教きよう徒との証あかしたる聖せい印いんを結び、胸の前で十字を切る。

「子供たちを救ってくれた創世神アイオロス様に感かん謝しやしましょう。さあ、みなさんも……」

　十三歳さいとも思えぬ威い厳げんに満ちた声に促うながされ、パブロも聖印を結んだ。子供たちも、菓か子しをほおばるのを忘れ、目をつぶる。

　だがその瞬間……

「祈いのってる場合じゃなーい！」

　突とつ然ぜんの声と共に、ジャスティスの脳のう天てんに拳げん骨こつが落らつ下かする。続けてパブロも殴なぐられる。

　少年は、迷めい惑わくそうに顔をしかめた。

「痛いなあ！　何するんだよ、ライオット？」

「あんたこそ何してんのよ、こんなとこで！　お祈りなんて、村に帰ってからすればいいでしょ！　なんで今してんのよ、今！」

　突つき刺ささるような声こわ音ねである。

　その姿を子供たちは呆ぼう然ぜんと見上げていた。

　真っ赤な髪かみが、踊おどるように跳はねている。

　勝ち気そうな少女は、拳こぶしをぶるぶる震ふるわせていた。大おお振ぶりな肩かた当あても、汚きたない外套マントも、背せ負おった二本の大たい剣けんも、そして腰こしにぶら下げた大型拳けん銃じゆうも、どこか偉えらそうである。

　だが生き生きと輝かがやく赤い瞳ひとみに、邪じや意いは微み塵じんも感じられない。

　ローマナ人の少女は、ふんと鼻を鳴らした。

「本当に……よく吞のん気きに祈ってられるわね」

「だって僕は祈るのが仕事だよ。神様に、この幸運を感謝しなくちゃあ……」

「だからそれは後でもいいって言うの！」

　ライオットと呼ばれた少女は、子供たちを一いち瞥べつすると、今度は騎き士しに向き直った。

「だいたいあんたもあんたよ、パブロ！　あたしらが引き受けたのは、変へん異い獣じゆう退たい治じだけのはずよ！　人ひと質じちがいたなんて聞いてないわよ！」

「あれ、そんなはずは……」

　パブロは、怖こわ々ごわジャスティスを指さした。

「その件についてはジャスティス様にちゃんとお話ししたはずですが……」

「ジャ・ス・ティ・ス！」

　ライオットは相棒の襟えり首くびをつかむと、ぎりぎりと奥おく歯ばを軋きしませた。

「変異獣退治だけだから、一万ドルクで引き受けたのよ……人質救出もあるなら、上乗せしなきゃだめでしょうが！」

「そんなことできないよお！」

　ぷうっと頰ほおを膨ふくらませ、ジャスティスは不満を露あらわにした。

「依い頼らいした村人は、みんな貧まずしい農のう家かの人たちなんだよ！　この子たちの親だってそうさ！　そんな人たちからお金なんて取れないよ！」

「もう聞きき飽あきたわ、そのセリフ」

　ライオットは、呆あきれたため息を吐ついた。

「だったら地方市に行って、軍ぐん隊たいでも派は遣けんしてもらえばいいのよ。奴やつらならタダだもん」

「村から地方市までは片道三日はかかるよ。その間に、この子たち食べられちゃうよ」

「だったら村の騎士パブロ様だけで戦ってもらうのね。なんたって騎士だもの」

「パブロさん、胃い痛つうと腰よう痛つう持もちなんだよ。可哀かわい想そうじゃないか」

「そんなの知らないわよ！　だから聖せい騎き士しにもなれない田舎いなかの騎士って嫌いやーよ」

「あ、あと痔じもあるって」

　ライオットは、めまいを堪こらえた。この一年、何度、こんな不ふ毛もうな会かい話わを続けたことだろう。

　気を取り直そうとする少女の背に、パブロはおずおずときりだした。

「あのお……そろそろ夜明けです」

「だから何よ？」

「グズルンが、この巣すに戻もどってくると思うんですが……」

　その忌いむべき名を聞いて、ライオットは意い識しきを切り替かえた。

「分かったわ、パブロは子供たちを連れて先行して。ジャスティスも付いていくのよ」

「いや、護ご衛えいならライオットの方が安心だよ。ここは僕が焼き払はらう」

　少年は声を潜ひそめ、辺りを窺うかがう。

「でないと、またこいつら湧わいて出て、パブロさんの村を襲おそうよ。その度たびに、子供がさらわれて困こまることになるからね」

「よ、よろしくお願いします！」

　立ち上がったパブロは、出口へと子供たちを先せん導どうしていく。心しん配ぱいそうに振ふり向いたライオットは、相棒をじっと見つめた。

「早く来るのよ、ジャスティス」

「僕を心配してるの？　僕だってもう一人前だよ、大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫」

「その安やす請うけ合いが心配なのよ」

　仕方ないとばかりに肩かたをすくめ、ライオットも闇やみの中へ走り出した。

　その背を見送り、少年は一息ついた。

「さて、始めるかな……」

　ジャスティスは、金色の杖つえで辺りを照らし出した。周囲は、ぬめぬめと濡ぬれ光る黒い岩がん盤ばんで包囲されている。洞どう窟くつの行き止まりには、地下水が湧き出していた。

　その冷たい地下の泉に……

　幾いくつものいびつな円えん錐すい体たいが屹きつ立りつしていた。

　赤あか黒ぐろく彩いろどられ、生なま臭ぐさい匂においを放つそれは、意外にも整然と洞窟に並べられていた。

「産まれる前でよかった……あの子たち、幼体の餌えさにされるとこだったよ……」

　ほっとして、ジャスティスは右手で聖印を結んだ。瞑めい目もくして意識を集中し、一言呟つぶやく。

「第一撃テイク・ワン……」

　少年の手に聖なる力が降こう臨りんした。




「爆ばく発はつ音おん……」

　先頭を行くパブロが、一瞬立ち止まった。

　だがライオットは、笑え顔がおでうなずいた。

「ジャスティスが巣を焼いているはずよ。ご心配なく。あたしらは先を急ぎましょう」

「そ、そうですな……」

　子供たちを間に挟はさみ、一同は暗い洞どう窟くつを縫ぬうようにして進んでいった。

「ねえ、お姉ねえちゃん、どこの人？」

「どこの村に住んでるのお？」

　すっかりなつき、ライオットの手を離はなさぬ子供が言う。それを、パブロが静かに制した。

「こらこら、みんな気き安やすく話すでない。ライオット殿どのにご迷めい惑わくだぞ」

「いいけどさ……ちょっと、あたしの外套マントで鼻水拭ふかないでよ！」

　迷惑そうに、ライオットは顔をしかめた。

　それでも子供たちは離れない。口の悪い少女の本ほん性しように気付き、パブロも微び笑しようを漏もらした。

　だが不ふ意いに……

「どうしたの、お姉ちゃん？」

　急停止した少女に、一人の子供が呼びかけた。だが答えず、ライオットは耳をそばだてている。いや耳だけでなく、索さく敵てき機き能のう全すべてを。

「上よ、パブロ！」

　突とつ然ぜん叫さけび、ベルトから銃じゆうを抜ぬき放つ。撃げき鉄てつを叩たたきつけ、少女は頭ず上じように銃じゆう弾だんを連射した。

「ライオット殿！」

　劣れつ化かウラン徹てつ甲こう弾だんが、躍おどりかかる幾いくつもの黒い影かげを正確にぶち抜いた。キチン質しつが潰つぶれる音が響ひびき、ぬめつく体液が宙に飛んだ。

「きゃああああっっ！」

　子供たちが、おののいてその場に伏ふせる。

　洞窟の天てん井じようから勇ゆう躍やくした影は、いずれも漆しつ黒こくの怪かい物ぶつだった。恐おそらく甲こう虫ちゆうが変異したものだろう。一メートルほどの身体からだは、黒光りする装そう甲こうに覆おおわれていた。長い腕うでと長い脚あしの間には、何本もの短い節せつ足そくが突つき出ている。

　だが何より不気味なのは、その平べったい頭とう部ぶであった。ぎちぎちと軋きしむ長い牙きばは、獲え物ものを求めて口からはみ出している。

　変へん異い獣じゆうグズルンを次々撃げき墜ついし、ライオットは銃弾を素す早ばやく詰つめ替かえた。

「まだいるわよ、パブロ、後ろ！」

　警けい告こくを捕とらえ、騎き士しは長ちよう剣けんを振ふり回した。

「ちいいっっ！」

　金属と金属が激げき突とつする甲かん高だかい音。と同時に、火花を散らしてパブロの刃やいばが叩たたき折られた。

「パブロ様あっ！」

　子供の悲鳴と騎士の苦く悶もんが重なる。

　迎げい撃げきを逃のがれた一匹ぴきの黒い影が、パブロを蹴けり倒たおし、両腕に付いた鎌かま状じようの爪つめを振り上げた。

　だが先ほどの個こ体たいとは明らかに、形状が異なる。身体も優に二メートルは越こえていた。

「お逃にげくださいっ！」

　間かん隙げきを衝ついて、パブロは腰こしから短剣を引き抜ぬいている。くたびれた騎士は、果か敢かんにもグズルンの喉のど元もとへ刃を突き入れた。

「子供たちを連れて、早くっ！」

　悲痛な声に、変異獣の絶ぜつ叫きようが交こう叉さした。グズルンは、騎士の身体にのしかかり、輝かがやく鎌先を強ごう引いんに胸むな元もとに突きつける。

　パブロも必死に短剣を変異獣に叩きこんだ。だが重装甲めいた甲こう殻かくには、傷一つ付けられない。空むなしい刃の激げき突とつ音おんが響ひびき渡わたった。

「あんたたちは逃げるのよ！」

　子供たちをかばいつつ、ライオットは狭せまい洞どう窟くつを疾しつ走そうした。岩場を飛び越え、少女は出口目指して子供たちを走らせる。

「この先を右に行って！　そこでお父さんたちが待ってるわ！」

「お姉ちゃんも逃げて！」

　心配した子供たちが振り返る。

　しかし少女は、決けつ然ぜんと変へん異い獣じゆうを睨にらみ付けた。

「お姉ちゃんはね……」

　ライオットは腰に手を伸のばした。素す早ばやく拳けん銃じゆうを引き抜き、鋭するどく叫さけぶ。

「……これが仕事なのよっ！」

　と続けざまに、ばかでかい銃声をグズルンに叩き込んだ。側そく頭とう部ぶへ、肩かた口ぐちへ、劣れつ化かウラン徹てつ甲こう弾だんが襲おそいかかる。

　悲鳴を上げて、変異獣は後方へ飛び退のいた。

　だが銃じゆう弾だんは、甲殻をひび割れさせただけに過ぎない。頑がん丈じような装そう甲こうに、ライオットは呆あきれた口くち笛ぶえを響かせた。

「さすがに成せい体たいは違ちがうわね！　こいつの連れん射しやをくらっても大だい丈じよう夫ぶとは恐おそれいるわ！」

　だが冷静に、ライオットは六連回転式拳銃リボルバーを腰こしに戻もどした。外套マントを跳はね上げ、戦せん闘とう機き能のうを全起動させる。

〈全人じん工こう筋きん肉にく、リミッター解かい除じよ〉

〈対敵脳のう波はジャミング開始〉

〈事後の戦闘活動、記録スフィアに登録〉

　網もう膜まくが瞬しゆん時じにして、表ひよう示じ文も字じで埋うめ尽つくされる。膨ぼう大だいな変へん異い獣じゆうデータからグズルンの戦闘能力を検けん索さく。義ぎ眼がんは、子供たちがすでに遠く離はなれたことを確かく認にんしていた。

「だったら思いっきりやらせてもらう！」

　叫ぶや、ライオットは大きく跳ちよう躍やくした。グズルンも地を這はうように飛び、一気に間合いを詰つめる。真ま正しよう面めんから激げき突とつした両者に、パブロは思わず声を上げた。

「む、無茶だ、ライオット殿どの！」

　少女の首を切せつ断だんせんと、変異獣は横よこ合あいから鎌かま先さきを突つき入れる。が、ライオットは難なくそれを受け止め、唇くちびるを不ふ敵てきに歪ゆがめてみせた。

「おあいにく……読めてるんだよ！」

　少女の腕うでの人工筋肉が瞬時に盛り上がる。激げき発はつした怪かい力りきがグズルンの左腕を強ごう引いんに引き抜ぬいた。どっと生なま臭ぐさい体たい液えきがあふれ出る。

「す、凄すごい……！」

　パブロには、他の言葉が思いつかない。十六歳さいの少女は、変異獣に力で勝まさっていた。

　しかし絶ぜつ叫きようするグズルンは、続けて右腕も叩たたき込んだ。その一いち撃げきにも、ライオットは素す早ばやく左腕を反応させる。

「炎熱刀ヒート・ブレード！」

　ライオットは義ぎ手しゆの手首から、分厚い刀とう身しんを射しや出しゆつした。変異獣の刃やいばとがっきと組み合い、乱らん暴ぼうに跳ね上げる。

　と今度は自分の右腕を握にぎりしめた。

「こいつで死んでもらうわ！」

　ライオットは、己おのれの右腕を引き抜いた。腕に仕込まれた黒い砲ほう身しん……四〇ミリ自じ動どう擲てき弾だん筒とうを露あらわにする。至し近きん距きよ離り。ためらいもせず、グズルンに乱射した。

「人ひと喰くいカブトムシがあっ！」

　対たい装そう甲こう弾だん頭とうが、次々グズルンの身体からだにめり込んだ。腹が吹ふき飛び、頭が四散する。

「や、やった……さすがは……」

　爆ばく発はつにもかまわず、パブロはライオットの戦いぶりに呆あきれるだけであった。

「戦せん鎧がい鬼きライオット……」

　戦争の化け身しんを目前に、騎き士しは言葉を失った。

　変異獣に対たい抗こうすべく、全身に武器を内蔵し、脳以外の全身を人工化した戦鎧鬼こそ、この世界最強の兵器である。外見だけは少女だが、戦せん慄りつすべき人造人間だった。

「ほら、立ちなさいよ」

　乱れた髪かみを搔かき上あげ、ライオットは一息ついた。パブロに手を貸し、甲かつ冑ちゆうに付いた泥どろを手で払はらってやる。

「ああ、結構ですよ……それにしても危ないところを本当にどうも……」

「礼なんかいいけどさあ……それにしてもだらしないわねえ」

　ライオットは、苦く笑しようして騎士の肩かたを叩たたいた。

「ま、その分報ほう酬しゆうは上乗せしてもらおうかな……あんたもこの危機を救った礼が一万ドルクぽっちなんて、安いと思うでしょ？」

「は、はあ……しかし村長がなんと言うか」

「説得してよ、騎士様の威い徳とくでさ」

　自信ありげに笑うと、ライオットは洞どう窟くつの出口へ視線を向けた。

「それよりあんたも行った方がいいわ。子供だけ先行させるのも危険だしね」

「そうですな、変へん異い獣じゆうは一匹ぴきとは限りません。他にもいる可能性が……」

　起きようとして、パブロは悲鳴を上げた。

　今度は岩がん盤ばんの陰かげから、別のグズルンが飛び出して来たのだ。変異獣は、油断していたライオットに襲おそいかかり、その身体を壁へき面めんに投げ飛ばした。

「ライオット殿どの！」

　少女は、凄すさまじい膂りよ力りよくで洞窟に叩きつけられた。そのまま倒たおれることも許されない。怒いかりの咆ほう哮こうを響ひびかせたグズルンは、その鎌かま状じようの腕うででライオットを壁面に押おしつけた。

「しまった……！」

　苦く悶もんしつつも、ライオットは敵としっかと組み合った。さっきの成体とは違ちがい、下腹部が大きく膨ふくらんでいる。

「卵の……母親か……！」

　そう呻うめく喉のど元もとには、容よう赦しやなく鎌の刃はが押し込まれていく。ライオットは、その腕を必死に握にぎり、くい止める。だが刃先が白い柔やわ肌はだに触ふれるや、早くも鮮せん血けつが噴ふき出し始めた。

「ライオット殿！　今、参りますぞ！」

「来るんじゃないわよ！」

　パブロを制して、少女は叫さけんだ。

「それより子供たちの所へ早く！　あたしのことはいいから！」

　しかし、と言いかけ騎き士しは唇くちびるを嚙かんだ。

　手にした短たん剣けんでは、変へん異い獣じゆうの甲こう殻かくは貫つらぬけない。無力な自分が情けなかった。

「逃げろって言ってんのに……！」

　ライオットも全力を振ふり絞しぼる。

　だが刃は次し第だいに、喉元に食い込んでいった。

「ライオット殿！」

　もう一度、パブロが叫んだ時であった。

「ライオット、どうしたの？」

　吞のん気きな声が洞どう窟くつに響ひびき渡わたった。

　闇やみの奥おくから突とつ然ぜん、白い聖衣の少年が駆かけ戻もどっている。杖つえを手にした少年は、啞あ然ぜんとしてライオットとグズルンの戦いを凝ぎよう視しした。

「へ、変異獣じゃないか！」

「み、見りゃわかんでしょ！　手伝ってよ！」

　吞気な問いに、ライオットが悲鳴を上げる。

　だが察したジャスティスは、慌あわてて右手に聖印を結んだ。

「分かった、今助けるよ！　待ってて！」

　叫んだ少年は、金色の杖を振り上げた。杖の頂点から聖光が炸さく裂れつする。同時にジャスティスの声こわ音ねが高らかに宣言した。

「第二撃テイク・トウ！」

　倒たおれたままのパブロも、目を見開いた。

「迂回衝撃弾ラウンダバウト！」

　杖に祭まつられた希き宝ほう石せきメタライトが、爆ばく光こうを召しよう喚かんする。聖印を結んだジャスティスの手から、創世神の力が起爆したのだ。

「ちょ、ちょっと待った！」

　瞬間、ライオットに嫌いやな予感が走った。だが少女は、その刹せつ那なを凝視するしかない。

　ジャスティスの指から放たれた電光が、唸うなりを上げてグズルンの後頭部へ突つき刺ささった。一いち撃げきは、厚い甲殻をへし折り、変異獣の頭ず蓋がいを粉ふん砕さいする。瞬間、変異獣の頭部は衝しよう撃げきに四散し、その体たい液えきは高こう熱ねつで一気に蒸発した。

「さ、最悪っ……！」

　生なま臭ぐさいグズルンの体液をまともに浴び、ライオットは泣きたくなった。重い巨きよ体たいを何とかはね除のけ、少女はげほげほとむせかえる。

「一応、礼は言うわよ、ジャスティス……」

「無事でよかったあ、でも……」

　駆かけ寄った少年も、悪あく臭しゆうに顔をひそめた。

「ごめんねえ、もっと引き離はなした後、吹ふっ飛ばせば良かったよねえ……僕いっつも、後先考えないんだよねえ……」

「そのセリフも聞き飽あきたのよ……」

　袖そでで体液を拭ぬぐい、ライオットは視線を転じた。そこではまだ、パブロが腰こしを抜ぬかしている。彼はぼおっと少年を見つめていた。

「さすが聖戦官クルセイダー様だ……」

　騎き士しの視線が、金色の杖つえに集まる。今いま頃ごろ、聖せい戦せん杖じように畏い敬けいの念が湧わいたらしい。

　照れたように、ジャスティスはうなずいた。

「そうですね。まだ駆け出しですけど」

「いえ、素す晴ばらしい……奇跡サウンドでしたよ……」

　改めて……パブロの瞳ひとみに尊敬と憧どう憬けいの光が灯ともった。この世界で知らぬ者のない存在。そして辺境の住人にとっては、見るも稀まれな伝説的存在。

　その一人こそ、少年ジャスティスであった。




　かつて惑わく星せいには、八大陸があったという。

　創世神アイオロスが造りし惑星には、人の子が栄え、成せい熟じゆくした文明が花開いた。

　だが、すべては潰ついえ去った。

　創世神に反はん旗きを翻ひるがえす勢力が出現したのだ。

　創世神が誤あやまって産み落とした原げん罪ざい者しや、邪じや神しん帝ていルシフェルの登場である。

　邪神帝は数億に及およぶ邪神群を率い、創世神を暗黒の彼方かなたへ放ほう逐ちくした。

　太陽は力を失い、星座は四散した。

　動きだした八大陸は激げき突とつし、巨きよ大だいな一つの大陸へと融ゆう合ごうする。その激変は八十億の民たみを吞のみ、人間社会を粉ふん砕さいし尽つくした。

《古代災厄オールド・ハザード》と呼ばれる終末である。

　それでも、かろうじて生き延びた人間社会は、都市国家を再建するまでに回復した。

　たとえ闇やみに覆おおわれ、邪神が闊かつ歩ぽする世界でも、人々は必死に生き抜こうと努力していた。

《新大陸フロンテイア》

　そう呼ばれる世界の物語である……




　じぶ……じぶ……じぶ……

　音を立て、ぬかるみが泡あわを噴ふいていた。

　黒い泥でい土どの下には、有毒なガス溜だまりがあるのだろう。交易路は悪あく臭しゆうに満ちていた。

《交こう易えき村むらリオ・ロボへようこそ》

　錆さび付いた道みち標しるべは、冷たく湿しめった東風にあおられ、ぎしぎしと悲鳴を上げている。

　交易路の左右には、粗そ末まつな木造家屋が並んでいた。およそ五十件。ネヴォア湿しつ地ち帯たいに最も近い、リオ・ロボ交易村であった。

「本当になんと御お礼れいを言ってよいか……」

　村の中心に鎮ちん座ざする聖教会で、騎き士しパブロは何度も頭を下げた。

「巡じゆん礼れいの途と中ちゆうなのに、お力を貸していただきありがとうございます。無事子供らを救い出すことができました。みな感謝しております」

「それはいいけどさあ……」

　がたつく古びたテーブルにつき、ライオットは不満そうに夕食を眺ながめ回した。

「感謝の宴うたげがこれえ？　豆のスープに黒パンだけ？　眠ねむる元気も出ないわよ」

「これがこの村人にできる精せい一いつ杯ぱいのもてなしなんだよ、ライオット」

　ジャスティスは、行ぎよう儀ぎ良よく聖印を結び、胸の前で十字を切った。

「だから僕はありがたくいただきます。パブロさん、どうもすみません」

「後で白タポンのムースをデザートに……」

「えっ！　僕、白タポン大好きなんです！　うわあ、今日は素す晴ばらしいごちそうだなあ！」

　礼れい儀ぎ正しく、少年はパブロにも十字を切る。騎士は慌あわてて顔を赤らめた。

「いや、そこまで恐きよう縮しゆくされますと……」

「かえってイヤミだっつーの」

　諦あきらめてライオットも、黒パンを囓かじりだした。

　都市国家ヴァスランに属する村である。

　だが中央都ヴァスランはおろか、より小さな衛えい星せい都と、さらに小さい地方市からも遠く離はなれている。悟さとって、戦せん鎧がい鬼きは小さく呟つぶやいた。

「ま、こんな辺境の村じゃ、食しよく糧りよう事じ情じようも悪いわよね。ギアナ地方は慢まん性せい的な食糧不足って聞いてるし……」

「いえ、収しゆう穫かくが終わったばかりなので、本当なら食糧は豊富にある時期なのですが……」

　パブロの言葉に、ぐっとライオットの眉まゆ毛げが跳はね上がった。

「あるはずだけど……なによ？」

「え、ええと……中央都ヴァスランから聖戦官クルセイダーの御ご一いつ行こうがお見えでして……」

　唐とう突とつにスープ皿を突つき放し、ライオットは頭を抱かかえて身をよじった。

「噓うそでしょう！　そいつらのために食糧を供出したってわけ？　いったい何人来たのよ？」

「およそ百人以上……」

「それであたしらの晩ばん餐さんがこうなったの？」

「ま、ありていに申しますと……」

　不満げにむくれ、ライオットはパブロを斜ななめに睨にらんだ。

「でも神官たちなら基本的に菜食よね？　供出してない肉とかないの？」

「それが聖せい騎き士し様たちもご同道で……今日は貴重な牛三頭を丸焼きにしました」

「抗こう議ぎする！」

　やおら立ち上がり、ライオットは宣言した。

「食べたきゃ自分たちで持ってくりゃいいのよ！　それを村にたかるなんて……あたしが文句言ってあげるわ！」

「い、いやそれは……」

　戸と惑まどう騎士に、ジャスティスも同意の声を上げた。

「ライオットさあ……ごちそうを食べ損そこねたから、恨うらんでるんでしょ？」
















「あんた、あたしがそんなに食い意地の張った女だと思ってんの？　見損なわないで、これは平等な社会正義のためなのよ」

　だが少女の演説を無視して、ジャスティスはパブロを心配げに見つめた。

「でも、ヴァスランの聖戦官クルセイダーが来てるなら、村の大事なお客様じゃないですか。おもてなししなくてもいいんですか？」

　リオ・ロボ村の教会には、騎士と神官が一人ずついるだけだ。騎士はパブロであり、パブロの妻が神官を務めていると言う。宗教儀ぎ式しきはもちろん、厄やつ介かい事ごと、裁さい判ばん沙ざ汰たまで全すべて二人が取り仕切っている。村長に次ぐ、村の代表者と言ってよい。

　だがパブロは微び笑しようを崩くずさなかった。

「何の連れん絡らくもなく、急きゆう遽きよ立ち寄られたようですな。村長の挨あい拶さつだけで結構だそうです。私みたいなただの騎士にも用は無いそうで」

「何の連絡もなく、食しよく糧りようを……」

　ライオットの怒いかりが増長された。

「だいたいヴァスランから何の用よ？」

　窓辺に近づき、戦せん鎧がい鬼きは目を細めた。

　暮れゆく空は闇やみを濃こくし、家々には僅わずかな明かりが灯ともり始めている。その村の外がい縁えん部ぶに、幌ほろ馬ば車しや隊たいの焚たき火びが明めい滅めつしていた。

「よーし、あそこね。腐ふ敗はいした聖戦官どもに正義の鉄てつ槌ついを下してやるわ」

「えーっ、本当に行くの？」

「当たり前よ、あたしはやると決めたら本当にやる女なの！　まあ見てなさい」

　ライオットは、教会の扉とびらを押おし開けた。慌あわててパブロが追いすがる。

「ライオット殿どの、どうかそれだけは……！」

　だが扉を開けた瞬間、きょとんとライオットは立ち止まった。門の前で、小こ柄がらな青服の男が慇いん懃ぎんに頭を下げていた。

「失礼致いたします……この都市国家ヴァスランの最高評議員ラエモスと申します」

　その背後で、従者らしい者も一礼する。

　振ふり返り、ライオットはジャスティスと視線を合わせ、とまどいを露あらわにした。

　評議員と言えば、都市国家を統とう轄かつする最高行政官である。軍部を束ねる将官、聖教会を束ねる教会長と並ぶ権力者だ。

　だがラエモスと名乗った男に、さして威い厳げんは無い。小さく背を丸めた、優やさしげな顔立ちで教会の中を覗のぞき込む。

「聖戦官ジャスティスと戦鎧鬼ライオットとお見受けします」

「その通りですが……」

　ジャスティスも席を立ってうなずいた。ライオットも、慌あわてて平静を装よそおった。

「いったい何の用？　今、豪ごう勢せいな晩ばん餐さんの途と中ちゆうなのよ。用があるならお早くどうぞ」

　だが、ラエモスの視線は切実だった。

「頼たのみがあります。あなた方のような方が必要なのです。だからこうして会いに来ました」

「僕は、ただの聖戦官クルセイダーですよ」

「あたしもただの戦せん鎧がい鬼きよ」

「だから頼むのです」

　ラエモスは、再び頭を垂れて言った。

「我々は邪じや神しんに狙ねらわれています。命を……いや、脳のう髄ずいを狙われているのです」

　少年が、ライオットを振り返る。

　黙だまって、戦鎧鬼もうなずいた。

　二人の晩ばん餐さんに、新たな客が一人加わった。




　従者たちを外に残し、教会のテーブルにはラエモスだけがついていた。

　パブロも席を外している。ラエモスの前には、少年と少女だけが座していた。

　恐おそらく三十歳さい前後だろう。黒くろ髪かみを油で固め、沈ちん痛つうな表情で座している。青い長衣が映はえ、やけに蒼そう白はくな顔に見えた。

「食後に見せるのは気が引けますが……」

　言って、ラエモスは掌てのひら大だいの金属片を差し出した。数万枚の平面映像を収録できる、携けい帯たい用の記録カードだ。

　受け取ったライオットが、おもむろに起動する。瞬間、顔をしかめた。

「あんたは見ない方がいいよ、ジャスティス」

「えっ、どうして？」

「後でデザート食べるんでしょ？」

　だが少年は、果か敢かんに記録カードを引ったくった。一いち瞥べつした途と端たん、青ざめる。

「これ……」

　絶句して、ライオットに突つっ返す。戦鎧鬼は、もう一度「現場写真」を見つめ直した。

　弾はじけ散ちった果くだ物ものにも見える。

　だが割れているのは人間の頭ず蓋がいだ。大きな裂さけ目に、頭骨がはみ出している。しかし裂け目の中央は、ぽっかり空くう洞どうと化していた。

「殺やられたのは、あんたと同じ評議員だね」

　犠ぎ牲せい者しやの青い長衣に気づき、ライオットは映像を次々切り替かえた。

「次は女ね……次は子供……家族全員？」

「使用人も含ふくめて二十二人です」

　嘆たん息そくして、ラエモスはうなずいた。

「十日前です。評議員エンリケ一家全員、一夜のうちに脳のう髄ずいを奪うばわれました」

「邪じや宗しゆう紋もんだね……」

　ライオットは、記録カードをジャスティスに差し出した。青い顔のまま、少年は恐おそる恐る、映像を覗のぞき込んだ。

　恐らく、屋や敷しきの玄げん関かん広場だろう。広い赤あか絨じゆう毯たんに、ねじくれた白い巨きよ大だいな文字が猥わい雑ざつに書き残されている。

　少年は小首をかしげ、腰こし帯おびを探さぐる。取り出した茶色い手帳は、すり切れてぼろぼろだ。〈アイゼンの書〉と記しるされた手帳をめくり、ジャスティスはため息をついた。

「すみません、知らない邪宗紋です……」

「いいんです、現場を検視した聖戦官クルセイダーの知識にも、教会にも記録はありませんでした」

　ラエモスは、また大きな息を吐はいた。

「さらに五日前には評ひよう議ぎ員いんペレスが、三日前には聖戦官ガリエゴが惨ざん殺さつされました」

「全部で犠ぎ牲せい者しやは？」

「七十二人。とにかくヴァスランの要職を占しめる評議員、聖戦官が次々と殺されました」

「なるほど……けどなんで、こんな辺境の村に来てるわけ？　何か手がかりでも？」

　ライオットの問いに、評議員は昔ながらの紙製の地図をテーブルに広げて見せた。

「この先に……今は廃はい村そんですが、ワルーン村というのがありましてね。最近では人も通わぬ未開地ですが、そちらへ飛んでいく妙みような……光が目もく撃げきされています」

「光……ですか？」

　ジャスティスが眉まゆをひそめると、ラエモスは手元の記録カードを指さした。

「そうです、先をどうぞ」

　少年は映像を切り替かえる。そこには、慌あわててシャッターを押おしたのか、少々ブレた映像が映し出される。闇やみの中、幾いくつもの赤い光が乱らん舞ぶする様子だ。

「次が拡かく大だい解かい析せきした画像です、どうぞ」

「う……わっ！」

　ジャスティスの小さな悲鳴を聞き、ライオットも身を乗り出して映像を凝ぎよう視しした。顔をしかめて、少年に同情する。

「デザートは明日の朝にすることね」

　乱れ飛ぶ赤い光の中には、ぬめつく脳のう髄ずいが浮うかんでいる。映像が鮮せん明めいなだけに、生々しさも格別であった。

「聖教会と評議会の意見は一いつ致ちしました。ワルーン村跡あと地ちには何かある……そう考えて、精せい鋭えいの調査部隊が編成されたのです」

「だったらさあ……」

　うーんと伸のびをし、ライオットは向かい合う依い頼らい主ぬしに、眠ねむそうな視線を振ふり向けた。

「なんでまたあたしらに助じよ勢せいを頼たのむわけ？」

「ライオット、それは……」

「調査部隊だけで聖戦官クルセイダーが十数人、聖せい騎き士しなら百人ぐらいいるでしょ？」

　ライオットは少年を制して、ラエモスを斜ななめに睨にらみつけた。

「あんたたちだけで事を済ませればいいのよ。なぜ、そうしないの？」

「私はただ、多くの味方が欲ほしいだけです」

　ラエモスは、生き真ま面じ目めな声で言った。

「恐おそらく……我々に挑ちよう戦せんしてきた敵は邪じや神しんです。ならば、聖戦官は何人いてもいい。そんな話をすると、この村の村長が教えてくれたんですよ。巡じゆん礼れいの聖戦官がいると……」

　怪け訝げんな顔のジャスティスに、ラエモスは少しだけ微笑ほほえんで見せた。

「変へん異い獣じゆうの巣を退たい治じなさったそうですね。それだけの腕うでをお持ちなら、護ご衛えいに是ぜ非ひ加わって欲ほしい……そう考えて、参った次し第だいです」

　ラエモスは、額の汗あせを拭ぬぐった。

「特に、聖戦官ジャスティスには、是非とも協力していただきたい。高位の邪神が相手なら、一人でも多くの聖戦官が必要なのです」

　ライオットは、不服そうに評議員を見つめた。だが戦せん鎧がい鬼きの刺さすような視線にも構わず、ラエモスは聖戦官に正対した。

「お願いです、聖戦官ジャスティス……力になってください！　相応の礼はいたします！」

　少年は「現場写真」を見つめ、ラエモスを見つめ……最後に相棒を見つめた。

「ライオット……」

　ジャスティスは、相棒の顔を覗のぞき込む。

　だが戦鎧鬼は不ふ機き嫌げんそうに微笑んだ。

「変異獣退治の話、聞いてるのよね？」

「は、はい、もちろん……」

「帰ってきたのが今日だってことも？」

　ラエモスがうなずくと、少女は面めん倒どうそうに髪かみの毛をいじくった。

「だったらあたしたちが疲つかれてるの、分かるわよね？　今夜はさっさと眠ねむりたいのよ。依い頼らいの返事はまた明日にしてほしいわ」

「えっ、でもさっきライオットは……」

　言いかける少年の太ふと股ももを陰かげでつねり、ライオットは慇いん懃ぎんな笑えみをつくってみせた。

「どうかしら、それで……？」

「分かりました、急なお話で申し訳ない」

　席を立ち、ラエモスは深々と一礼した。

「ですが何なに卒とぞお受けください。何卒……」

　ライオットもはっきりと黙もく礼れいする。

　その晩、デザートは出てはこなかった。




「きかなくても分かってるわよね、ジャスティス？　あたしはこの依頼、乗り気じゃないわ」

「でも……」

「まあ聞きなさいよ」

　ライオットは、ベッドの中で寝ね返がえりを打った。パブロが用意した教会の寝しん台だいは、暗くら闇やみで妙みような軋きしみ声を上げていた。

「あたしたちはここの教会に協力することになるのよ。奴やつらはあたしたちよそ者を……はっきり言えばあんたを目の敵かたきにしてくるわ。そんな奴らと巧うまくいくはずないわ」

「……かもしれないね」

「絶対と言っていいわ。それにね……」

　戦せん鎧がい鬼きは、ため息と言葉を同時に吐はいた。

「あたし、評ひよう議ぎ員いんって奴が大だい嫌きらいなのよ」

　隣となりのベッドで、ジャスティスは労いたわるように問いかけた。

「ラエモスさんも、信じられない？」

「疑うたぐり深いと思うでしょ。でも為い政せい者しやって奴には、ずいぶん騙だまされたわ。それに……」

　告白するような声だった。

「あたしの身体からだをこんなにしたのも……あたしの国の評議員たちだった。同じだとは思えないけど……同じに見えるのよ。ごめん」

「いいんだよ、それより……」

　ジャスティスは、ベッドから身を起こしてライオットに手を伸のばした。

「こんな身体なんて言わないでよ。僕はライオットに何度も助けてもらってる。だから僕はライオットの身体、好きだよ」

「バカね……！」

　枕まくらに顔を埋うずめ、ライオットは吹ふき出した。

「いくら相棒だって……女の子に『カラダが好き』なんて言うもんじゃないわよ」

「そうかな……僕、変かな？」

　そうよ、とうなずき、ライオットは少年の小さな手を握にぎりしめた。こんな暗くら闇やみでも、ジャスティスの手は確かに自分を探し当てている。不思議なほど暖かい。

「……じゃあ、僕の考えを言ってもいい？」

「ええ、どうぞ」

　静かに、ジャスティスは微び笑しようを浮うかべた。

「僕はラエモスさんたちに協力する。僕に何かできるなら……力を貸したい」

　ライオットは手を強く握り、問い直した。

「あんた、あたしの話を聞いて……」

「もちろん聞いたよ。でもね……」
















　ジャスティスも、少女の手を握り返す。

「子供まで殺されたんだ。何か罪があるとは思えない。でも殺された。僕は許ゆるせないよ」

「ここの教会の奴やつらに任せとけばいいのよ」

「僕は聖戦官クルセイダーだよ。邪じや神しんがいると聞いて、見過ごすことは絶対にできないよ」

「協力が得られない確率が高いわ。引き受ける理由も無いし」

「断る理由も無いんだよ。まさかライオット、見て見ぬ振ふりをするのかい？」

「冗じよう談だん……！」

　ライオットが言いかけると、闇の中で少年が悪戯いたずらっぽく笑った。見えずとも、その暖かい笑え顔がおがライオットの胸に広がった。

「あんたはずるいわね、ジャスティス」

　うんざりした顔で、ライオットは枕まくらに突つっ伏ぷした。

「そうやって笑えば、あたしが引き受けると思ってるんでしょ？　嫌いやな子ね……」

　戦せん鎧がい鬼きは、真っ赤な頭とう髪はつを搔かきむしる。そのいらつきに微笑ほほえみ、ジャスティスは改めて問いかけた。

「じゃあ、引き受けるんだね？」

　ライオットは、面めん倒どう臭くさそうに舌打ちした。

「……分かったわよ」

「本当、本当にいいの？」

「ただし……引き受けるんじゃないわよ。見て見ぬ振りをしないだけ、いいわね？」

　ライオットは疲つかれたように微び笑しようした。ジャスティスが決心した……相棒はそれだけで、自分を納なつ得とくさせていた。




　翌朝、ライオットたちは、リオ・ロボ村の外がい縁えんに広がる宿しゆく営えい地ちへラエモスを訪ねた。

　と言っても、ただの草原である。整然と並んでいるのは、二十台以上の幌ほろ馬ば車しやだった。

　そして宿営地では、百人以上の聖せい騎き士しが各おの々おのの任務に就ついている。朝の鍛たん錬れんに励はげむ者、祈いのりを捧ささげる者、警けい備びに当たる者……

　誰もが、見慣れぬ聖戦官……ジャスティスに聖騎士式の敬礼を送ってくれた。よく訓練された、規律正しい部隊に見える。

「選せん抜ばつされた一線級部隊って感じね」

　ライオットは、感心して口笛を吹ふいた。

「この作戦、聖教会は本気で本ほん腰ごし入れてるわね……」

　兵士の一挙手一投足だけで、ライオットは部隊を正確に評価している。まだ宿営地だと言うのに、部隊には緊きん張ちようが漲みなぎっていた。

　それは聖戦官クルセイダーの動きだけでも感じられた。

　すれ違ちがう少数の聖戦官は、部外者を見てもさして驚おどろきはしない。軽い会え釈しやくだけで済ませ、任務に没ぼつ頭とうしている。

（ま、これが普ふ通つうの聖戦官か……）

　愛あい想その無さを覚え、ライオットは先を進む少年を思いだした。

　元来、聖戦官とは聖教会の中でも絶対的上位者にある。聖騎士が選ばれた騎士であるように、聖戦官とは選ばれた神官なのだ。

　そして聖戦官とは、この世界で唯ゆい一いつ、邪じや神しんにうち勝つ力……奇跡サウンドを行使する者である。

　彼ら聖戦官が持つ聖せい戦せん杖じようは、ただの身分の証あかしではない。その頂上に据すえられた希き宝ほう石せきメタライトは、創世神アイオロスの力を召しよう喚かんする媒ばい体たいなのである。

　邪神を駆く逐ちくするため、創世神の力をかりて戦う者。それが聖戦官だった。

　奇跡サウンド召喚の複雑な文言を瞬時に起動すべく集中力を強め、高度な修練を積み重ねる。そして何より強きよう靭じんな信しん仰こう心しんを維い持じする。

　聖戦官になりうる人材は、数万人の聖教徒から一人出るかどうかだ。自然と選民意識を持ち、時に傲ごう慢まんな階級でもあった。

　ジャスティスも、その一人である。

　だが相棒の少年にエリートの匂においは皆かい無むだ。ジャスティスの異い質しつさを改めて感じ、ライオットは草原を進んでいった。

「話は通してあります」

　ラエモスは、その幌ほろ馬ば車しやの間を縫ぬって、先導役を務めている。ジャスティスとライオットは、評議員の後に付いていった。

「ですが、まずは指揮官と会っていただきたいと思いましてね」

「調査部隊の指揮官ですね、お名前は？」

　ジャスティスが問うと、評議員は前方の幌馬車を指さした。

「彼がそうです……聖戦官ウォーデン……」

　ひときわ大きな幌馬車の周囲では、聖せい騎き士したちが忙いそがしげに立ち働いている。さながら臨時司令部といった風ふ情ぜいだ。

　その中央で、一人の男が座していた木箱から立ち上がった。泰たい然ぜんと白い聖衣を着こなし、ゆっくりとこちらに視線を転じる。

「ラエモス殿どの、その二人か……？」

　低い声を放つ男に、ラエモスは鷹おう揚ようにうなずいた。そして二人に紹しよう介かいする。

「ヴァスラン聖教会の聖戦官クルセイダー、ウォーデン殿ですよ」

　背の高い、細ほそ面おもてのギアナ人だ。金きん縁ぶちの眼鏡めがねがやけに冷たい印象を与あたえる。三十代半ばの彼もまた、ジャスティス同様、聖せい戦せん杖じようを握にぎりしめていた。

「初めまして、ウォーデンさん」

　やはり周囲の聖騎士たちが敬礼を送る。

　歩み寄ったジャスティスも、笑って手を差し出した。だが儀ぎ礼れいは、無視された。代わりに、ウォーデンはラエモスを斜ななめに見た。

「まだ子供ではありませんか……！」

　聖戦官ウォーデンは、ジャスティスを見下ろした後、ライオットを一いち瞥べつした。

「それに女だとも思わなかった。本当にこの二人、頼たよりになるのですか？」

「それはもちろん……」

　ラエモスは、自信を持って胸を反そらした。

「昨日、変へん異い獣じゆうグズルンを巣ごと退治したと村長から報告があったのだよ。頼りになることは間ま違ちがいない」

「ならいいのですが……」

　ウォーデンは、声も低めずに言を続けた。

「作戦の失敗は許されません。妙みような足手まといになるなら、連れて行かない方がいい」

　ライオットの胸で、怒いかりの小しよう爆ばく発はつが起きた。

　ウォーデンの言葉には、遠えん慮りよも気き遣づかいもない。こめかみ辺りの血管がねじ切れかけた。

（なんなのよ、この聖戦官は……）

　だが落ち着いて、指揮官を観察してみる。

　顔色は、妙に蒼そう白はくだ。表情も強こわばり、微び動どうだにしない。声に緊きん張ちようも現れていた。辺りには書類の山と無数の薬くすり瓶びんが散乱している。

　誰が見ても、ウォーデンは非常識な激務の真まっ只ただ中なかにいる様子だった。

（作戦のことで頭が一いつ杯ぱいらしいわね……）

　仕方なく憤いきどおりを押おさえると、ライオットは顔をしかめて相棒に囁ささやいた。

「ずいぶんはっきり言うわよねえ……あたしたちの目の前でさあ……」

「ラ、ライオット……」

　戦せん鎧がい鬼きも、わざと聞こえるように喋しやべっている。だが動じる気配も無く、ウォーデンは二人の協力者に向き直った。

「ああ……悪かった。私の態たい度どで気を悪くしたなら謝あやまろう。少し疲つかれているのだ……」

　くたびれた息を吐はき、ウォーデンは改めて手を差し出した。

「聖戦官クルセイダージャスティスに、戦せん鎧がい鬼きライオットだな。ではとにかく、よろしく頼たのむ。危険な任務になるだろうが、どうか協力してくれ」

　またも無感情な声で素そっ気けなく言う。

「うーん、どうしよっかなあ……」

　一応、握あく手しゆを交かわしながら、ライオットはそっぽを向いてみせた。

「あんたらのおかげで、昨夜はごちそう喰くい損そこねたのよ。協力する気、出ないなあ……」

　面めん倒どうそうな声で、ライオットも対たい抗こうした。

「またそんな、ライオット……」

「だってそういうもんじゃない」

　とウォーデンは、少しだけ恐きよう縮しゆくするように微かすかに礼をしてみせた。

「本当に悪かった……信用していないわけでもない。だがこの作戦は……邪じや神しん退治なのだ。君たちが戦力にならなければ、我々が迷めい惑わくする。そして君たちにも迷惑がかかるだろう……それを心配しただけだ」

　言葉を選びながら、ぎごちなく陳ちん謝しやする。

　ライオットは、この表情の変わらぬ男を理解しようと努めた。有ゆう能のうだが、人付き合いが恐おそろしく下へ手たなのだろう。感情がまるで伝わってこない。

　そしてこけた頰ほおが、ウォーデンの疲ひ労ろうと心痛を物語っている。作戦の重じゆう責せきで、周囲にまで気が回らないのかもしれない。

　ライオットに少しだけ、同情の念が湧わいた。

「気にしないでください、ウォーデンさん」

　察したのか、ジャスティスも微び笑しようする。

「巡じゆん礼れい者しやでも、その土地の教会に協力するのは当然です。なんでも協力しますよ」

　少年は相棒を指さし、嬉うれしげに口を開いた。

「それにライオットは……他のどんな戦鎧鬼にもひけをとらない最強の人です！　必ずお役に立ちますよ、僕が保証します」

「あんたは誰が保証するのよ……？」

　迷惑そうにライオットはうなじを搔かいた。

「まあいいわ、聖戦官様に頭下げられちゃあ、仕方ない。日給五千ドルク、食事付き、弾だん薬やくの無む償しよう提てい供きようで手を打つわ」

「そう言ってもらうと助かる」

　あっさりと、だがやはり無感情に、ウォーデンは礼を言った。

「我々新大陸十字軍フロンテイア・クルセイダーズ……聖戦官及および聖せい騎き士しは、邪神や血けつ盟めい者しやと戦い、市民を守るのが任務だ。どうか聖せい職しよくの一いつ端たんを担になうと考え、協力してくれ」

　力の込こもらぬ励はげましに、ライオットは苦笑する。その笑えみを、ジャスティスは不思議そうに見上げていた。

「なにがおかしいのさ、ライオット？　僕、変なこと言ったかな？」

「あんたは言ってないわ、あんたはね」

　頼たよりになるのかどうか、今度はライオットが指揮官を心配する番だった。だがもう二度も「悪かった」と言わせている。ライオットには、それで十分だった。

「おおっと、新入りかい？」

　微笑ほほえむライオットに、突とつ然ぜんにやついた声がかけられた。振ふり向けば、白銀の装そう甲こう鎧よろいが立っている。長ちよう剣けんを携たずさえた黒くろ髪かみの騎士は、黄色い歯を見せつけて一同に近づいた。

「どうやらウォーデン様のお眼鏡めがねにかなったらしいな。めでたし、めでたし……うまいこと、がんばれよ」

「あんた誰よ？」

「申し遅おくれたな。このヴァスラン聖教会の聖騎士団長、ガルシアというもんだ」

　慇いん懃ぎんに礼をし、右手を差し出す。

　だが聖騎士ガルシアの手は握あく手しゆもせず、するりとライオットの尻しりに滑すべり込んだ。

「…………！」

　ジャスティスが啞あ然ぜんとする。

　しかしライオットは、表情も変えずに左腕うでを振ふり上げた。瞬間、彼女の手首から炎熱刀ヒート・ブレードの刃やいばが素す早ばやく飛び出す。

　ガルシアは後ろへ飛び退のき、大げさに顎あごをさすった。

「ひえーっ、本当に戦せん鎧がい鬼きなんだな！　いい斬きれ味だよ、髭ひげを剃そるには丁ちよう度どいい！」

「つ、次は首を取るわよ！」

　妙みように狼ろう狽ばいして、ライオットはわなないた。

「あんた、本当に聖せい騎き士し団長なの！　ただのピカピカ鎧の痴ち漢かんじゃない！」

「御ご挨あい拶さつさ。スキンシップ、スキンシップ」

「誰がスキンシップを許きよ可かしたのよ！」

　だが両者の間で、ジャスティスは目め眩まいを堪こらえていた。

「やめようよ、ライオット……ここで喧けん嘩かなんてさあ……」

「喧嘩じゃないわ、悪いのはあいつよ」

「そうそう、悪いのは俺おれ。この俺様の手」

　へらへらと笑いつつ、ガルシアはジャスティスの肩かたを気安く叩たたいた。

「まあ君にもいつか、分かる日が来る。素す晴ばらしいものは意外に身近にあるものさ」

「素晴らしいものって何ですか？」

「だから君の相棒のふくよかな……」

　もう一度、ライオットが炎熱刀ヒート・ブレードを振るおうとしたその時……

「いい加減にしてください、団長殿どの！」

　素す早ばやい声と共に、少女が機き敏びんに前に出た。

　少女……と言っても、聖騎士である。ガルシア同様、白銀色の装そう甲こう鎧よろいをまとい、長ちよう剣けんを腰こしに下げている。

　だが何より印象的なのは、その波打つ金きん髪ぱつであった。夜よ目めにも鮮あざやかなその髪かみは腰まで届き、躍やく動どう的に揺ゆれている。

　女聖騎士は、上官の前に立ちはだかり、強い眼光を閃ひらめかせた。

「よその聖戦官クルセイダー様に見せる態度ですか、それが！　まだ朝のお祈いのりもしていないのに！」

「なあんだ、アレナか」

　煩うるさそうに手を打ち振ふり、ガルシアは女騎士から飛び退のいた。

「女性とのスキンシップは俺の趣しゆ味みだぜ。上官の嗜し好こうくらい覚えててくれよ」

「忘れたいですよ、いい加減」

　呆あきれて、アレナと呼ばれた女騎き士しはため息を吐ついた。きりっとした表情が一瞬緩ゆるむ。意外に可愛かわいらしい顔立ちであった。

「だがいいところに来たな、今日からこのお二ふた方かたが助すけっ人ととして加わる。馬車の手て配はい、その他いろいろ、お前が面めん倒どう見てやってくれ」

「分かりましたよ、お任せを」

　胸を反らしてうなずき、アレナは新しん参ざん者ものに目を向けた。ジャスティスは不安な顔のまま、ライオットは不満な顔のままである。が……

「聖騎士アレナと申します、以後よろしく」

　聖騎士式の敬礼を向けると、女聖騎士はジャスティスにウィンクして見せた。

「聖戦官ジャスティス様ですね？　噂うわさ通り、可愛いんですね」

「え、ええっ……？」

　背の高いアレナに見下ろされ、ジャスティスは顔を赤くしている。やけに馴なれ馴なれしい聖騎士に、ライオットは唇くちびるをひん曲げた。

「なんかロクな聖騎士がいないわねえ……」

「あらっ、妬やいてるんですか？　これは失礼」

「あんですってえっ！」

　ぺろっと舌を出したアレナに、ライオットも頭に血を昇のぼらせた。ガルシアは、にやにやと笑いつつ、大きなげっぷを吐はいた。

「じゃあよろしく頼たのむぜ。ちなみにライオット殿どのが水浴びする時は、必ず俺に知らせるんだ、いいな？」

「承知しました、スケベ団長殿！」

　にっこり笑って、言い放はなつ。

　ただ一人ウォーデンだけは、慣れているのか、一座を無視して木箱に座すわり直した。

「出発は翌朝、標準時で五時だ。時計を合わせてくれ。事後の指示は追って与あたえる。それまでは二人とも、待機していてくれ」

「よろしくお願いします」

「十八号車にセシアがいるはずだ。生活用品一式、彼女から受け取ってくれ。以上だ」

　女聖せい騎き士しは、ジャスティスとライオットの手を取ると、力強く握にぎりしめた。

「さあどうぞ、こちらです！」

「ア、アレナさん、そんな急に……！」

「ちょっとあんたねえ……！」

　急いで一礼し、ジャスティスはその場を慌あわただしく辞じした。アレナに引きずられながらも、ライオットはガルシアに舌を突つき出してみせる。聖騎士は無反応だった。

　そしてようやく……喧けん噪そうがおさまった。

「私は……余計な事をしたのかね？」

　恐おそる恐る尋たずねるラエモスに、ガルシアは嫌いやらしい笑い声を上げて見せた。

「いやあ、今回は危険な任務だ。頭数は多いに越こしたことないですぜ。それに……」

　好色な声が、遠のく三人を凝ぎよう視しする。

「女は結構、上玉ですからなあ」

「馬ば鹿かなことを言うな、警備につけ」

　ウォーデンは書類に目を落としたまま、疲つかれた声を吐はき出した。

「それから彼らともめ事も起こさんでくれ、任務の邪じや魔まだからな」

「俺は気の強い女が好きでしてねえ」

　ガルシアは肯こう定ていも否定もせずに、その場をふらふらと離はなれていった。

　ふと、ウォーデンは眼鏡めがねの位置を補正した。

「巡じゆん礼れい者しやジャスティスか……」

　どこかで聞いた名ではあった。

　それがどこか思い出せない。

　まあいいだろうと納なつ得とくし、ウォーデンは再び書類の山に視線を戻もどした。

　厚い雨雲の中に、赤黒い妖よう雲うんが渦うず巻まいている。凶きよう兆ちようであった。




「あらためて……聖せい騎き士しアレナです。よろしく、ジャスティス様！」

　一礼して、女騎士はジャスティスの手を握にぎりしめた。眩まぶしいほどの健康的な笑え顔がおである。

「ああ、こちらこそよろしく……です」

　人なつっこいジャスティスですら、気け圧おされている。と言うより、ここまで潑はつ剌らつとした人間を見たことがないのだ。

　それはライオットも同様である。続いて握あく手しゆを交かわし、三人は宿営地を歩き始めた。

「あたしらのこと、どこまで聞いてるの？」

「巡礼の聖戦官クルセイダーと戦せん鎧がい鬼き。それだけよ」

　ライオットには平へい易いな物言いで返答する。アレナは、後方に遠ざかる司令部を憎にく々にくしげに指さした。

「だって見たでしょ、ウォーデン様を！　あの無表情な堅かた物ぶつが、あたしみたいな平の聖騎士に事細かに事情を説明すると思う？」

「言えてる……じゃあガルシアは？」

「ただのスケベなおっさん！」

　鼻で笑って、そう言い切る。

「ああ見えてサーグ流抜ばつ刀とう術じゆつの遣つかい手なんだけどね……ヴァスラン聖騎士団は、あの人のおかげで評判悪いのよ。いい迷めい惑わく！」

　ライオットは不敵に笑い、しばしこの風変わりな聖騎士を観察した。

　聖騎士と言えば、多くの騎士の中から戦せん闘とう技ぎ能じゆつと信しん仰こう心しんを基準に選せん抜ばつされた対邪じや神しん戦士である。邪神退治用の武具の所有が許されてもいる。いわば聖教会のエリートだ。

　最近はその地位を金で買う者も多いと言うが、アレナは違ちがうだろう。会ったばかりでそう思わせるほど、魅み力りよく的な少女だった。

　ジャスティスもそう感じているのか、いつもの笑え顔がおを取り戻もどしている。

「出発は明日の朝ですよね？」

「はい。このリオ・ロボ村を過ぎると、もうワルーン村までは未開地が続きます。ここが最終補給地ですね。恐おそらく途と中ちゆうで幌ほろ馬ば車しやも通れない道になるでしょう」

　下草を踏ふみつつ、三人は宿営地を進んだ。

「その場合、徒歩でワルーン村跡あと地ちまで行くことになります。ジャスティス様にはご面めん倒どうでしょうが、どうかよろしくお願いします」

「様は、よしてください」

　ジャスティスは、アレナの顔を見上げた。

「僕はまだ未み熟じゆく者ものです。ましてここの教会にも属していない。呼び捨てで結構です」

「そんな、聖戦官クルセイダー様を呼び捨てだなんて！」

　だが驚おどろくアレナの肩かたを、ライオットは軽く叩たたいてやった。

「この子がいいって言うのよ。そうしてあげて。あたしも相棒に様をつけられると、なんだか調子が狂くるっちゃうわ」

「本当にいいんですよ、アレナさん」

「な、ならいいけど……」

　アレナも首をかしげ、この奇き妙みような二人をしげしげと見つめた。

「あたしも調子が狂いそうだわ」

　諦あきらめたように呟つぶやき、アレナは二人を一台の幌馬車に導いた。

　ログタ馬二頭に牽ひかれた馬車は、意外に大きい。周囲には洗せん濯たく物ものと調理器具が山積みにされていた。

「すみません。お二人は員数外なので、この生活用の馬車で移動していただきます」

「かまいませんよ、お気になさらずに」

　ジャスティスの言葉を受け、アレナは幌馬車の裏手に回り込んだ。そこには無数の調理皿を次々に洗っていく少女の背中があった。

「いたいた……ねえ、セシア」

　だがアレナが呼びかけても、皿を洗う手は止まらない。一心不乱な後ろ姿に、三人は恐おそる恐る忍しのび寄った。

「ねえ、セシアってばあ！」

「きゃあああっっ！」

　闇やみの中で肩を叩かれ、皿洗いの少女は絶ぜつ叫きようと共に飛び上がった。そのまま駆かけ出すようにして、ジャスティスの胸に飛び込んでいく。

「のわああああっっ！」

　聖せい戦せん杖じようも放ほうり出し、ジャスティスはその少女を抱だきとめる。

　瞬間、髪かみの芳ほう香こうが少年の鼻をくすぐった。

　簡かん素そなエプロンを身につけた細身の娘むすめだ。装そう飾しよく品ひんも無く、化け粧しようっ気けも皆かい無むに見える。

　だが肩かた先さきで揺ゆれている亜あ麻ま色いろの髪は、滑なめらかな輝かがやきに満ちている。涼すずやかな睫まつげは長く、唇くちびるはほのかな紅べに色いろだった。

「ちょっと何やってんのよ、セシア！」

　大きく笑い転げ、アレナはライオットの肩を力一いつ杯ぱい叩たたきまくる。ライオットは迷めい惑わくそうに顔をしかめた。

「この子がウォーデンの言ってた子？」

「そうよ、セシア！　私の親友なの！　ほらあ、セシア！　お二人にご挨あい拶さつしてえ！」

　まじまじとジャスティスを見つめるや、顔を真っ赤にして少女は飛び退のいた。その瞬間、足あし下もとの食器を蹴け散ちらかす。散乱した皿をかき集めつつ、少女は頭を下げた。

「す、すみません！　セシアと申します……」

「あ、ああ……ジャスティスです、どうも」

　慌あわてたように、少年も皿拾いを手伝い始める。と、ジャスティスの尻しりも、別の皿の山を突つき崩くずした。

　ライオットは、ため息を吐ついて呟つぶやいた。

「あんたら、似たものなんとかみたいよ」

　唐とう突とつでせわしない、出会いの夜であった。
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「出発ーっ！」

　聖戦官クルセイダーウォーデンの一声で、幌ほろ馬ば車しや隊たいは整然と移動を開始した。

「お世話になりましたあ！」

　幌馬車の御ぎよ者しや台だいから身を乗り出し、ジャスティスはいつまでも手を振ふっている。

　もうリオ・ロボ村は、眼がん下かに遠く離はなれていた。だが険けわしい山道を登る幌馬車隊に、パブロたち村人も何度も頭を下げている。

　まだ陽ひも昇のぼらぬ早朝だ。それでも多くの子供が馬車を追い、別れの時を惜おしんでいた。

「ジャスティス様、ありがとう！」

「お姉ちゃん、また来てねえ！」

　呼ばれたのに気付きながらも、ライオットは荷に台だいにうずくまったままだった。だが気分が悪い訳ではない。むしろ深く安あん堵どしているのだ。今度の村ではバレずに済すんだ……

「ずいぶん感謝されてるのねえ……」

　黒いバルモン馬に騎き乗じようして、聖騎士アレナは感かん嘆たんした。幌馬車に愛馬を寄り添そわせ、御者に向かって笑いかける。

「よっぽど良いことしたのね、二人とも」

「そ、そうね……」

　小さくうなずき、セシアは手た綱づなを絞しぼった。

　二十台以上の幌馬車隊。そのほぼ最さい後こう尾びにジャスティスたちが乗る馬車があった。

　セシアは慣れた手つきで馬を操あやつり、ぬかるんだ山道を登っていく。その脇わきでジャスティスは、感心したように声を上げた。

「馬車を使うの、巧うまいんだね。ログタ馬は気き性しようが荒あらいから、女の子には難しいのに」

「この子、けっこう器用なのよ」

　自じ慢まんするように、アレナは胸を張った。

「本当はウォーデン様の秘書官なのよ。、まだ見習いだけど……何でもできるから、いろんな雑用を頼たのまれちゃうのよ。ね、セシア！」

「うん……」

　口数の少ないセシアは、黙もく々もくと馬車を進めている。その横顔を、ライオットは荷台から改めて眺ながめてみた。

　可か憐れんという他ほかない。恐おそらく十二歳さいぐらいだろう。華か美びでも美び麗れいでもない。不思議なほど、清せい楚そな雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。

　細い身体からだや白い肌はだ、消え入りそうな声の全すべてが、脆もろい美術細工のようだった。支えてやらねば立てぬのではないか。そんな心配すら、胸の内に湧わき起こってくる。

　守ってあげたくなる少女であった。

（こんな妹がいたら……）

　ライオットは、自分の妄もう想そうを自じ嘲ちようした。

　だがもしそうであったら……きっと心配でずっと側そばに付き添うだろう。友達に自慢するのも確かだ。まとわりついてきたら、めちゃくちゃに可愛かわいがるだろう。

　そこまで想像して、もう一度自嘲した。

　幸せは、想像の世界にしか無いのだった。

「あんたとは好こう対たい照しようよね」

　荷台からアレナに言い放ち、ライオットは大きく伸のびをした。

「まあ、親友なんてそんなもんだけどさ」

「ええ、そうよ！　あなたとジャスティスみたいにね！」

「どういう意味よ？」

「ガサツと上品の好対照ってこと！」

　よく言うわよ、と呆あきれて笑い、ライオットは大おお樽だるに背をもたれさせた。

　昨夜会って以来、このアレナの前では気が緩ゆるんでしまう。自然に冗じよう談だんがこぼれ、笑えみが生まれた。こんなことは滅めつ多たにない。

（戦せん鎧がい鬼きライオットも明るくなったもんね）

　胸の中でそう思う。一年前の自分が何をしていたか、どんな気持ちでいたかを考えると、今では恐ろしい。血と硝しよう煙えんの日々だった。

　だがそれも、一人の少年との出会いで大きく変わった。周囲の人間には分からないかもしれない。だが確かにライオットの心の傷は、幾いくつもふさがれ癒いやされたのだ。

　早朝の寒さむ気けに身を引き締しめ、ライオットは相棒の背中を黙だまって見守った。

「それにしても酷ひどい道だね！」

　がたつく御ぎよ者しや台だいで、ジャスティスが叫さけんだ。

「これでも昔は交こう易えき路ろだったんでしょ？」

「はい、二年前までは……」

　やっと、セシアは自分の言葉を紡つむぎだした。

「でもワルーン村が廃はい村そんになった後は、行き交かう人もなくて……変へん異い獣じゆうも多く出るらしく、今では未み踏とう地ち域いきに逆ぎやく戻もどりだそうです」

「だろうね、この道じゃあ……」

　うなずいたジャスティスは、道の左右を見回した。つられてライオットも視線を巡めぐらせる。細い山道の両側には、昼なお暗い森林が続いていた。ただの森林ではない。湿しつ地ちの上にできた森、そして山である。

「ボルボラス峠とうげの未踏地域を思い出すよ。あそこも変異獣の巣そう窟くつだったからね……」

　ジャスティスは、緊きん張ちようした声で呟つぶやいた。

　新大陸フロンテイアは、八地方から構成されている。

　アトラス、ローマナ、ヴォルガ、ザクセン、ギアナ、ヤマト、イスラマ、アフロス。

　旧八大陸の名を冠かんした地方は、いずれも険けわしい地形で隔かく絶ぜつされていた。《古代災厄オールド・ハザード》で隆りゆう起きした山脈、断だん裂れつした海かい峡きよう、干ひ上あがった砂さ漠ばくなどが、未踏地域として健在だからだ。

　また大気や土ど壌じよう、水質が生活に適てきさぬほど汚お染せんされた地域も、未踏地域として放置されていた。そういう土地こそ、変異獣の発生源なのだ。禁断の地と言ってもよい。

「これは生活用品を運ぶ馬車だけど、他の馬車は武装してるわ」

　アレナも視線を左右に配って、説明した。

「各馬車に聖せい騎き士しを五人ずつ配置、二〇ミリガトリング砲ほう座ざと火か炎えん放射器は全部に……対戦車ミサイルも何台か積んでるわ」

「でも相手は邪じや神しんでしょ？」

　ライオットは、身を起こして口を挟はさんだ。

「下位の邪神ならともかく、邪神鬼級テイターン・クラス以上となると、物理攻こう撃げきは歯が立たないわよ」

「あら、戦せん鎧がい鬼きライオットでも？」

「だからジャスティスと組んでるのよ」

　ライオットは、相棒の肩かたをぽんと叩たたいた。

「結局、最後に頼たよりになるのはこの子の奇跡サウンドなんだから。だからラエモスだって協力を依い頼らいしたんでしょ」

「相手の力が分からないし……どの程度の位階の邪神なのかもつかめてないからね」

　アレナも大きく息を吐はく。

　彼女とて、邪神に抗こうする武具を装備しているはずだ。それでも全すべての邪神に有効とは限らない。その不確実さから来る不安感が、幌ほろ馬ば車しや隊たい一同に蔓まん延えんしているようだった。

「まあ、戦ってみるしかないわね」

　ライオットは、ふとセシアを見た。

　小さな少女は、少し青ざめているようだった。無理もない。聖騎士でもなく、聖戦官クルセイダーでもない彼女には、自分を守る力すらないのだ。この調査隊で一番不安なのは、彼女だろう。

　だがその不安を感じたのか、ジャスティスも少女の横顔を見つめていた。

「心配しないで、セシア」

　にっこり笑って、少年はうなずいた。

「僕ぼくはまだ未み熟じゆく者ものだけど……がんばって君を守るよ。大だい丈じよう夫ぶ、ちゃんとヴァスランに帰れるさ。だから心配しないでね」

「あ、ありがとうございます……ジャスティス様……」

「様はいらないってよ」

　ライオットが後ろから言うと、セシアは初めて微笑ほほえんだ。柔やわらかく暖かい、日差しのような笑顔だった。




　夕刻まで、馬車は前進を続けた。

　山を一つ越こえ、ネヴォワ湿しつ地ち帯たいの外がい縁えん部ぶにさしかかっている。すでに交易路は、どこまでも広がる沼ぬま地ちに埋うもれていた。

「馬車で進めるのはここまでだ」

　ウォーデンの判断で、宿営地が建設された。幌馬車で円えん陣じんを組み、その内側にドーム型のテント群を設営する。全すべてが完成したのは、もう日にち没ぼつをとっくに過ぎた頃ころだった。

「はい、次の方どうぞ！　はい、どうぞ……」

　焚たき火びの側そばで、ジャスティスは威い勢せい良く声をあげていた。火には大きな鍋なべがかけられ、多種の野菜を煮込んだシチューがぐつぐつと音を立てている。

　その鍋に玉たま杓じやく子しを突つっ込み、ジャスティスは聖せい騎き士したちにシチューを取り分けていた。

　なにしろ百人以上の食事である。専せん門もんの調ちよう理り官かんも随ずい行こうしているが、手は足りていない。そこに自ら志し願がんし、手伝い始めているのだ。

「あ、あのジャスティス様、そんなことは我々が……」

「いいんですよ、僕、やりたいんです」

　中年の調理官が恐きよう縮しゆくするのも構わず、ジャスティスは嬉き々きとして仕事を手伝っていた。

「ウォーデンさんから警備はしなくていいって言われました。でも他に仕事ないんですよ。だからこの仕事、手伝わせてください」

　セシアから借りたのか、エプロンまで着けて張り切っている。その姿に、シチューの列を成す聖騎士たちは啞あ然ぜんとした。

「はい、どうぞ。たくさん食べてください」

「あ、ああ、すみません……」

「はい、鶏とり肉にくも入ってますよ、どうぞ」

　シチューの脇わきには、好き勝手に選べる料理が大皿に幾いくつも並んでいた。簡かん易いテーブルに並んだ大皿の後ろには、なぜかライオットが調理番として立っている。

「こらあんた！　一人でそんなに肉取らないの！　他の奴やつの分がなくなるじゃない！　そっちのあんたもよ！　じゃがバターは一人一個！」

　各自のテントの周囲では、すでに食事が始まっている。地面に座すわったアレナは、奇き妙みような配はい膳ぜん係がかりの行動にさっきから呆あきれていた。

「あんな戦せん鎧がい鬼き見たことないわ」

「あんな聖戦官クルセイダー様も……」

　なぜか嬉うれしそうに、セシアも呟つぶやく。

　少女の視線は、ずっとジャスティスを追っている。気付いたアレナも、親友の横顔を羨うらやましそうに見つめていた。

　だが一方で、どこかの車座から低い罵ば声せいも届いていた。

「あれが聖戦官のすることかよ……」

「巡じゆん礼れいってのは、卑ひ屈くつで嫌いやだぜ……」

　ある意味、当然の罵ののしりだった。

　畏い敬けいの念をもって語られるのが、聖戦官というものだ。聖せい騎き士しに敬われてこそ、と思う者も数多くいる。

　その声を代だい弁べんするように、低いガルシアの笑い声が辺りに響ひびき渡わたった。

「これはこれは……どこの下働きかと思えば、ジャスティス様じゃありませんか」

　白銀の聖騎士は、無ぶ精しよう髭ひげをしごいて嘲あざけりの声を上げた。

「聖せい戦せん杖じようより、そのおたまの方が良くお似合いですぜ。なんなら転職なさったらいかがです？　いい奥おくさんになれそうだ！」

　追従する聖騎士の笑いもこだまする。

　だがジャスティスも、また笑っていた。

「そうですね、平和になったらそうします」

「平和ねえ、とんとご無ぶ沙さ汰ただなあ……」

　それだけ言って、ガルシアは立ち去ろうとする。だが付き従う二人の聖騎士は、なおも下げ卑びた笑い声を響かせ続けた。

「団長殿どの、こいつ本当に足りねえらしいぜ！　自分がバカにされてるのも分からねえ！」

「ちょっと殴なぐりゃあ、正気に戻もどりますさ！　さあ、こっちへ来てくださいな！」

　酔よっている声だった。

　一人が、ジャスティスの腕うでをつかみ、乱暴に引き寄せる。その瞬しゆん間かん初めて、少年の顔が苦しげに歪ゆがんだ。

「は、放せ……」

「いいから、ジャスティス様あ！」

「俺おれたちと遊んでくださいよ！」

　さすがに周囲の聖騎士たちが、そして聖戦官クルセイダーたちが僚りよう友ゆうの行こう為いを止めようとする。

　だが誰だれよりも早く、一本の腕が酔った聖騎士を捕つかまえていた。

「放せって言ってるじゃない」

　斬きり払はらうような声で、ライオットが遮さえぎった。

　いつの間にか、戦せん鎧がい鬼きは聖騎士の手首を握にぎりしめている。ライオットは、低い声で聖騎士たちに眼光を閃ひらめかせた。

「聞こえてんでしょ？　放すのよ。聖戦官ジャスティス様の命令なんだから……飲んだくれ聖騎士は黙だまって命令きいてりゃいいのよ」

　その殺気のこもった声に、周囲の聖騎士たちが沈ちん黙もくする。アレナもセシアも、腰こしを浮うかせたまま凍こおり付いた。

　だが聖騎士たちは口くち笛ぶえを吹ふいて、その登場を歓かん迎げいした。

「おおっと……戦せん鎧がい鬼きライオット殿のお出ましですか！」

「それじゃしょうがねえ！　引き下がろう！」

「ジャスティス様は優やさしいけど、あんたは手て厳きびしいらしいからなあ！」

　それはそうだ、と一人が最後に言った。

「あちこちの戦場で何万もの命を奪うばった戦争野や郎ろうだ。核かく兵器に毒ガス、細さい菌きん兵器……そんなものバラまかれちゃ勝てるはずもねえ」

　そしてにやりと、唇くちびるを歪わい曲きよくさせた。

「触さわるだけで、汚お染せんされるかもな……」

「おおっと、そりゃいけねえ！」

　腕を握られた聖せい騎き士しがおどけて騒さわぐ。

　醜みにくい笑え顔がおだ。そう思った瞬間、ライオットは手首を素す早ばやくひねり上げた。悲鳴を上げる前に、足あし払ばらいもかける。

「この野郎！　やるつもりかっ！」

　もう一人の聖騎士が長ちよう剣けんに手をかける。

「機械人間ごときが、聖騎士様に刃は向むかいやがって！　身の程を知れ！」

（それはお前らのことだよ）

　生しよう涯がいに何度も聞いたセリフに、ライオットは反射的に銃じゆうに手を伸のばした。躊ちゆう躇ちよはない。殺すべき人種だと一瞬で判断した。

　だが叫さけんだ聖騎士は、素す早ばやく平手で打たれていた。戦鎧鬼より早く、ジャスティスが怒いかりの一いち撃げきを叩たたきこんだのだ。

「僕は、あなたの上司ではありません……」

　ジャスティスは、毅き然ぜんとしてそう言った。

「だから命令する権利も資格もない……けど、これだけは言っておきます。ライオットはあなたよりずっと立派な人です……あなたに馬ば鹿かにされるような人ではありません！」

「くっ……！」

　聖騎士は正論に声も出ない。

　ライオットも、銃に伸ばした手から脱だつ力りよくした。憤ふん怒どが瞬時にかき消える。それだけの力を持った、ジャスティスの言葉だった。

　だが組み敷しかれた聖騎士は、まだ無ぶ様ざまに地面の上でもがき苦しんでいた。

「だ、団長殿どの！　助けてくださいよ！」

「あら、そう動くならこうするわ」

　ライオットは、手首一つ握にぎっただけで、完全に聖騎士の動きを封ふうじていた。戦鎧鬼は、前まえ髪がみを搔かき上げ、ガルシアに向き直った。

「悪いけど、あんたらごときに核かく兵器を使うほどバカじゃないわ、これで十分。それでもやろうってんなら、抜ぬいてもいいわよ」

　ライオットは、背中の大たい剣けんに手を伸のばした。

「後こう悔かいするのは、あんたらになるけどね」

　ガルシアが、何か言いかけた時……緊きん張ちようを断つように、一つの咳せき払ばらいが吐はき出された。

「腹が減った、料理をくれ」

　ウォーデンが、シチュー鍋なべの前で憮ぶ然ぜんとして立ち尽つくしている。一瞬、ガルシアを睨にらみ、ジャスティスは元の位置に駆かけ戻もどった。

「すみません、ただ今……」

　その一言で、一座が散開する。ライオットも手首を放し、聖せい騎き士しを解放した。

「ウォーデン様、こいつが……！」

「喧けん嘩かを売ったのは貴様だ、リロイ。そして許可無く飲酒をしたのもそうだ」

　シチューを眺ながめながら、ウォーデンは言い放った。

「戦せん闘とう行動に入るまでの二日間、断だん食じきを命じる。向こうに行っておれ」

「しょうがねえなあ、馬ば鹿か野や郎ろう」

　ぼやくガルシアの声も、遠くの幌ほろ馬ば車しやに去っていった。緊きん迫ぱく感かんが雲うん散さんする。

「今のはガルシアの部下が悪いが……」

　シチューを受け取りながら、ウォーデンはこわばった声で告げた。

「君も悪い。警備はするなと言ったが、配はい膳ぜんまでしろとも言っておらん。威い厳げんの無い聖戦官クルセイダーに、従う聖騎士なぞいるまい」

「確かに僕に威厳はありません……」

　ジャスティスも、反はん省せいするような声で頭を下げた。

「無用な争いを招まねいたのも僕のせいかもしれません。でも僕はみなさんを従わせるつもりもないし……それじゃいけないんですか？」

「それは気楽な巡じゆん礼れいだから言えるのだ。教会に属する聖戦官は違ちがう」

　ウォーデンは、茹ゆでた野菜を大皿から取り、おもむろに呟つぶやいた。

「時には部下を死し地ちに追いやることもある。また死地に追いやられることもな。そんな時、納なつ得とくして死ねる主しゆ従じゆう関かん係けいを築きずくことが大事なのだ。君には分からぬだろうが……」

「あら、そうかしら」

　ライオットは、茹でた野菜を大盛りにしてやると、にっこりと笑ってみせた。

「あたしは大事な人のために死ねるわよ、納得してね。でも主従関係じゃないわ。あんたには分からないでしょうけど」

　その言葉に、ジャスティスは嬉うれしそうに相棒を見上げる。だがライオットは、慌てて純じゆん朴ぼくな視線から目を逸そらした。

「あんたのためじゃないわよ、だいいちあたしは長生き希望だからね！」

「くだらんな」

　ウォーデンは、ため息を吐ついて背を向けた。

「死ねると言う奴やつに限って、死ねぬものだ。まあいい……とにかくもう騒さわぎは起こすな」

「すみません、ウォーデンさん」

　ぺこりと頭を下げ、笑え顔がおを取り戻もどす。

　やはり威い厳げんは無い。だが最高の聖戦官クルセイダーだと、ライオットは今いま更さらながら確信していた。




　翌朝早く、ジャスティスとライオットは指揮所に呼び出された。

　ひときわ大きなテントの前にテーブルが並べられている。アレナに先導されて着いた時、すでに討とう議ぎは始まっていた。

「ワルーン村はこの先、十五キロだ」

　古びた紙かみ製せいの地図を指し、ウォーデンは一同を眺ながめ回した。

「今から威い力りよく偵てい察さつに出る。いわば先せん遣けん隊たいだ。指揮は私が執とる」

「ウォーデン殿どのご自身が？」

「そいつはどうですかねえ……」

　ラエモスとガルシアは、同時に声を上げた。

「ウォーデン殿は、事実上の最高指揮官ですぞ。万一何かあっては事後の作戦に支障が出る。先遣隊はガルシア殿にお任せしては？」

　ラエモス評議員の言葉に、先任の聖せい騎き士したちも一様にうなずいた。だがウォーデンは、かぶりを振ふって視線を転じた。

「万一の場合はガルシアを指揮官とする。敵情がつかめない現在、指揮官の私が前線に出て実状を把は握あくする必要がある。それに……」

　ウォーデンは、着ちやく到とうした二人を指さした。

「先遣隊には、ジャスティスとライオットを加える。それがガルシアを外す理由だ」

　一いつ斉せいに、視線が二人に向けられる。唐とう突とつな指名に、ジャスティスは背筋を伸のばした。

「ぼ、僕たちですか……？」

「そりゃいいけど、なんでまた？」

　眠ねむ気けを堪こらえながら、ライオットも言う。ウォーデンは、二人を見み据すえて言葉を続けた。

「君ら二人の戦力を、私は把は握あくしていない。早めに実戦に投入して様子を見たいのだ。と言ってガルシアの指揮下ではうまくいくまい……それが私の本音だ」

「あんたはいっつも本音じゃない」

　笑って、ライオットは相棒を見た。すでにジャスティスは力強くうなずいている。

「喜んで参加します、ウォーデンさん。では僕たちに指示をください」

「一時間後に出発。弾だん薬やくと食しよく糧りよう、整備品その他必要なものを揃そろえておけ。遅おくれるな」

　地図を巻き上げ、ウォーデンは聖印で十字をきった。聖騎士たちもそれにならう。

「無ぶ事じのご帰き還かんを……」

　ラエモスの声に、ライオットは深くうなずいた。ジャスティスも無む言ごんで十字をきる。

「いいとこ見せるんだな」

　ガルシアも面めん倒どうそうに席を立つ。

　その言葉には、二人とも無言で立ち去った。




　慌あわただしく、先せん遣けん隊たいが編成された。

　ウォーデンの他に聖戦官クルセイダーが三名。アレナを含ふくめて聖騎士が九名。そしてジャスティスとライオットである。

　先発する十五人は、各自の装備を整えるべく、補ほ給きゆう用ようの幌ほろ馬ば車しやに集まっていた。

「ちょっとジャスティス……」

　呆あきれた声で、ライオットは相棒を見下ろした。ジャスティスは自じ前まえの小さなリュックに、次々と菓か子し類を詰つめ込んでいる。

「ピクニックに行くんじゃないのよ！　もっと腹持ちのする栄養価の高いものにして！」

「でも人間には糖とう分ぶんも必要だよ」

　ジャスティスは、不満げに唇くちびるを尖とがらせた。

「それに糖分は頭の働きを活性化するんだ。だからこれも持って行くね」

　言って差し出したケーキには、蜂はち蜜みつで固められた果実が無数に埋うまっている。吐はき気を堪こらえて、ライオットは顔を歪ゆがめた。

「あんた糖分ばっかじゃない……」

「だってせっかくセシアが作ってくれたんだからさあ……ねえ、セシア？」

　はい、と小さく答え、少女は顔を赤らめた。

「ジャスティス様、甘あまいものがお好きだと聞いたので、それで……」

　はにかむ様子が、いかにも女の子らしい。また自然でもある。ライオットには、決してできそうにない清らかな笑え顔がおだった。

「様はいらないって言ってるのに……」

「ああ、すみません、ジャスティスさ……ん……」

　二人のやりとりに、周囲の聖せい騎き士したちも笑顔になった。誰だれが見ても微笑ほほえましい。

　その脇わきでは、ウォーデンが次々聖騎士たちに指示を出していた。必要な装具を素す早ばやく読み上げていく。幌ほろ馬ば車しやの脇には、すぐに装具の列が完成していた。

「よし……これだけ揃そろえば十分だろう」

「あ、ウォーデン様、まだ……」

　セシアは荷台に駆かけ昇のぼり、さらに新たな装具を携たずさえてきた。

「ロープをあと……二十メートルお持ちください。この辺りの水路は意外に幅はばが広いと聞きました。それに信号弾だんをあと二色……重傷者発生と汚お染せん者しや発生を知らせるものです。あと胃薬も……万が一のために……」

　さすがに秘書官らしい、手配りだった。

　ジャスティスに接する時とはまた違ちがう、細やかな配はい慮りよにライオットは目を見張った。

「セシアは心しん配ぱい性しようだからな」

　小さな息を吐つき、ウォーデンはうなずいた。

「分かった、そう言うなら持っていこう」

「すみません、荷物を増やしてしまって」

「いや……ご苦労だった、ありがとう」

　ウォーデンは、小さなセシアの肩かたをぽんと叩たたいてやった。なにか安心したように、セシアも微び笑しようを返している。

「ふーん……」

　わざと聞こえるように、ライオットは感心してみせた。

「あんたでも、ありがとうって言うのね」

「セシアはよくやってくれている」

　冷たい表情に一瞬で戻もどり、ウォーデンは眼鏡めがねの位置を指で直した。

「それにまだ見習いだ。厳しくするのは、正秘書官に任命されてからでいい」

「セシアは、ウォーデン様のお気に入りだもんねえ！」

　アレナが横から口を出し、親友の背中を指先で突つっついた。

「でもセシアのお気に入りは、ジャスティス様なんでしょ！　凄すごおいっ、三角関係！」

「もおっ、アレナ！」

　二人の少女は、嬌きよう声せいを上げて幌馬車の周りを駆け回る。だがウォーデンは、もうセシアを見てはいなかった。

「あらかじめ言っておくが、君らは私の指揮下に入る」

　聖戦官クルセイダーは、ジャスティスとライオットに向き直って宣言した。

「事後の行動については、全すべて私の命令通り動いてもらう。異存はないな？」

　ウォーデンの声は、未いまだに緊きん張ちようしたままだ。疲ひ労ろうの色も、いっそう濃こさを増している。

「承知……しています」

　覚かく悟ごを決めたように、ジャスティスがうなずく。ライオットも、一度大きな息を吐はいて指揮官に視線を向けた。

「分かったわ、お手並み拝見……」

　ライオットは、面おも白しろそうに了りよう承しようした。

「ジャスティスの力、ちゃんと見てよね」

　いいだろう、とウォーデンも言い放つ。

　白い聖衣をひるがえし、指揮官は他の聖戦官たちを呼び集めた。

　少なくとも最悪な奴やつではない。ライオットは、そう思い始めていた。恐おそらく、最悪につきあいにくいだけなのだ。




　空は、早朝から薄うす墨ずみ色いろに覆おおわれていた。
















　太陽は中天にあるはずだが、陽光は雲うん海かいに遮さえぎられている。辺りは果てしない湿しつ地ちだけで、滅め入いりそうな風景が続いていた。

　その湿地に、十五人の先せん遣けん隊たいは五ご艘そうのカヌーで侵しん入にゆうしていった。

　かつての交こう易えき路ろは水すい没ぼつしている。だが湾わん曲きよくした水路を十キロ以上進むと、前方に隆りゆう起きした台地が出現した。黒々とした木き々ぎが生おい茂しげる丘きゆう陵りようこそ、ワルーン村跡あと地ちであった。

「カヌーをおりろ、ここからは徒歩で行く」

　ウォーデンの命令で、一行は五時間ぶりに堅かたい土を踏ふみしめた。

「三隊に分かれ散開しろ。各隊の間かん隔かくは五十メートル。二人は私の後についてくれ」

　ジャスティスとライオットは、ウォーデンと共に中央の隊列に加わった。先せん導どうはアレナを含ふくめて聖せい騎き士し三人、聖戦官一人である。さらに左右に同様の四人組が展開していた。

（なるほどねえ……）

　ライオットは、指揮官の背中を見て、ほんの少しだけ感心していた。恐おそらくウォーデンは、基き礎そ的てきな軍ぐん事じ訓くん練れんを受けているのだろう。行こう軍ぐんの配はい置ちにそつがない。

　マニュアル通りで面白みの無い選せん択たくだが、少なくともバカではないと言うことだ。

「足音を立てるな、慎しん重ちように進め」

　背を低め、十五人は深林に入っていった。

　なんとも不快な森である。湿気が多く、足あし下もとはぬかるんでいる。どこからかガスが湧わいているのか、悪あく臭しゆうまでただよっていた。

　それでいて、木々は逞たくましく枝を伸のばし、僅わずかな陽光を完全に遮さえぎっている。湿しめっぽい洞どう窟くつに入った気分だった。

「何が楽しくて、こんなところに村をつくったのよ……」

　ライオットは、微かすかな声で毒づいた。

「二年前に廃はい村そんになったって言うけど……その前から未み踏とう地ち域いきだったんじゃないの？」

「このネヴォワ湿地帯には、大規模な天てん然ねんガス床しようがあると昔から言われていた……」

　周囲に視線を散らしながら、ウォーデンは唾だ液えきを嚥えん下かした。

「それを発はつ掘くつするための……開かい拓たく民みんの村だった……もっとも開拓は挫ざ折せつしたがな……」

　ライオットは、先導役のアレナに目を転じた。女騎士は腰こしを沈しずめ、器用に茂みの間を抜ぬけていく。枝一本、揺ゆらさぬ動きだ。

「あいつ、うまいもんねえ……」

「アレナは、局地戦学校にも通わせている」

　ウォーデンも満足そうに呟つぶやいた。

「専門は山さん岳がく、森林地帯での戦せん闘とうだ。それ故ゆえの先導役だ」

　樹じゆ上じようでは、先ほどから奇き怪かいな鳥の鳴き声が響ひびき続けている。ふと目線を上げたジャスティスは、あっと小さく声を上げた。

「す、凄すごいよ、ライオット……」

　だが言われるまでもなく、戦せん鎧がい鬼きも察していた。森林のど真ん中に忽こつ然ぜんと、巨きよ大だいな尖せん塔とうが出現している。ざっと全長五十メートル。なぜか斜ななめにそびえる、金属製の塔だった。

「これは……」

「空中巡じゆん洋よう艦かんだ、最近は珍めずらしいがな」

　ウォーデンは、身を起こして息を吐ついた。

「古代災厄オールド・ハザード直後の戦争で、ここに墜つい落らくしたんだろう。まず千年以上昔のものだ」

　ライオットも聞いたことはあった。

　新大陸フロンテイアがまだ八大陸であった頃ころ、人々は大陸間を反重力機器で往来していたと言う。当然、戦争にも使用されたはずである。その遺物が目の前で苔こけむし、蔦つたに絡からまれ、無む惨ざんな屍しかばねを晒さらしていた。

「ここまで来れば村は近い。アレナ、その岩場を右に避よけて、二時の方角だ」

「はっ！」

　地図も見ずに、ウォーデンは断言する。一いつ斉せいに、三隊が進行方向を修正した。

「ウォーデンさん、随ずい分ぶんお詳くわしいんですね」

　ジャスティスは、尊敬の声を上げた。

「まるで来たことがあるみたいですよ」

「実際、来たのだ。二年前に」

　ウォーデンは、感かん慨がいも無く言い放った。

「ワルーン村をこの手で廃はい村そんにしたのは、私なのだからな」

「どういうことです……？」

　ジャスティスが、遠えん慮りよがちに尋たずねる。だがウォーデンは躊ちゆう躇ちよもせず、倒とう木ぼくを踏ふみ越こえた。

「八大陸時代の化学兵器が付近で発見され、村人に感かん染せんした。もたもたしていると他の村に伝染する恐おそれがあったのでな。私が指揮を執とって、村人ごと焼いた」

「村人ごと……？」

　思わず、ライオットは歩みを止める。しかしウォーデンは、構わず前進を続けた。

「二百人ばかりの村だ。放ほうっておいて一万人死ぬよりはましだろう……と当時の最高評議会が決断したのだ。私が実行部隊を率いて……その時に来て以来だな」

「ずいぶん事もなげに言うのね」

　戦鎧鬼は、憮ぶ然ぜんとした声を放った。

「村人が納なつ得とくして焼かれたはずないわ」

「死とは……そういうものだろう。納得して死ぬ奴やつはどこにもおらんはずだ。特にこの……新大陸フロンテイアではな」

　ウォーデンは、頭上の蔓つる草くさを払はらいのけた。

「ただ、私は二百人殺すことに納得した。私の信念に従ってだ。今でも間ま違ちがっているとは思わない。気の毒だとは思うがな……」

　ライオットは、その言葉に黙だまりこくった。

　人を殺した罪を責められるほど、ライオットは聖人ではない。自分こそ誰よりも多く、戦場で人を殺したのだ。そして戦争に信念などなかった。自分の正義に従って人を殺あやめたウォーデンの方が、まだましなはずだった。

「嫌いやな役目だったんですね……」

　呟つぶやいた直後、ジャスティスが息を吞のんだ。

　同時にウォーデンが、そして十五人の先せん遣けん隊たい全員に緊きん張ちようが走る。

　五人の聖戦官クルセイダーが持つ五本の聖せい戦せん杖じよう。それが一いつ斉せいに赤い光を放った。希き宝ほう石せきメタライトが、魔導ノイズの接近を感知したのだ。

「各隊、停止！　現在地で遮しや蔽へい物ぶつを探せ！」

　ウォーデンが口早に叫さけぶ。

　木々の真上で、風速が急速に強まった。森全体がおののき震ふるえ、鳥たちがけたたましく逃にげ惑まどう。大気が瞬間、生ぬるく変じた。

「ライオット……！」

　駆かけ寄るジャスティスを引き寄せ、戦鎧鬼は背中の大たい剣けんに手を伸のばした。

「背筋がちくちくするわね……来るわ……」

　梢こずえのざわめきが一層激しさを増し、全員の喉のどが酷ひどく渇かわいた。

「何か……いるぞ……」

「ぎああああっっ！」

　ウォーデンの囁ささやきに、絶ぜつ叫きようが重なった。

　ライオットの索さく敵てき機き能のうが、正面に空間の歪わい曲きよくを感かん知ちする。同時に網もう膜まくの照しよう準じゆん機き能のうが連動し、戦鎧鬼は大剣を引き抜ぬこうとした。

　しかし、遅おそかった。中央隊の聖せい騎き士しが、叫びと共に立ち上がっている。その喉のど元もとにはすでに何かが喰くらいついていた。

「ガーソン！」

　ウォーデンとアレナが同時に名を呼ぶ。だが聖騎士ガーソンに応こたえる術すべはなかった。

《ゾールー……》

《グゼン……グゼン……ゾールー……》

　言語とも咆ほう哮こうともつかぬ声が辺りに響ひびく。

　彼の首筋には、一ひと抱かかえもある赤い肉につ塊かいがかぶりついていた。短剣ほどもある牙きばを並べた巨きよ大だいな顎あご。それがねじれた空間から飛び出し、聖騎士の喉を喰い破っていたのだ。

「邪じや神しんだっ……！」

　ジャスティスが呻うめいた刹せつ那な、ガーソンの血ち潮しおが宙にぶちまけられた。最初の一人を嚙かみ殺し、巨大な顎は空中でげたげたと醜みにくい哄こう笑しようを轟とどろかせた。

「放出魔導ノイズ線量三百二十……！」

　戦せん闘とう機能を全起動させ、ライオットが敵の力量を読みとった。

「邪神騎級アーレス・クラスだ！　油断しちゃあまずいよ！」

　怒ど鳴なるや、戦せん鎧がい鬼きは火薬拳けん銃じゆうを腰こしから抜ぬいた。時間稼かせぎに六発、邪神の口に叩たたきこむ。

《ゾールー……》

《グゼン……グゼン……ゾールー……》

　邪神の口が、くちゃくちゃと醜い咀そ嚼しやく音おんを立てた。劣れつ化かウラン徹てつ甲こう弾だんを、豆まめ粒つぶのように嚙み砕くだいているのだ。分かってはいるが、やはり物理攻こう撃げきの効く相手ではない。

「そんなもんじゃ無理よ！」

　怒ど声せいを上げ、アレナが長ちよう剣けんを抜き打った。

「邪神退治は聖騎士に任せて！」

　アレナの剣は、淡あわい聖光に包まれていた。

　鞘さやから走り出た刃やいばが、空中の邪神を斜ななめに斬きり飛ばす。赤黒い体液を振ふりまき、邪神は狂くるったように悶もだえ苦しんだ。

《グゼン……ゾールー……ゾールー……！》

　奇き怪かいな声こわ音ねが耳みみ朶たぶを震ふるわせる。だが臆おくせずに、アレナは素す早ばやく二刀目を振り下ろした。飛とび散ちる体液で甲かつ冑ちゆうが汚よごれていく。だが構わずに、とどめの一いち撃げき。

　その戦いぶりに、ライオットは敬服した。

　さすがに聖騎士である。いくら魔導ノイズを防ぎ、邪神を斬る……聖せい鋼こうゾダニウムの刃を有しているとはいえ、アレナに躊ちゆう躇ちよや恐きよう怖ふは微み塵じんもない。

　そしてアレナは、他の聖騎士に先んじて邪神の懐ふところに飛び込んでいた。ウォーデンに選ばれた切り込み隊長だけのことはある。一気に邪神の身体からだを長剣で貫つらぬき、真っ二つに切り裂さいた。問答無用の奮ふん迅じんだった。

「ウ、ウォーデン様あっっ！」

　だが今度は、右う翼よく隊の悲鳴が交こう叉さした。別の邪じや神しんが、真っ先に聖戦官クルセイダーに襲おそいかかる。右腕うでに食いつかれ、白い聖衣が鮮せん血けつに染まった。

「がああああっっ！」

「イグシオ様！」

　右翼隊の聖せい騎き士したちが長剣を払はらう。聖戦官に組み付いた巨きよ大だいな顎あごへ、鋭するどい切っ先を次々に突つき入れた。

「化け物めがっ！」

　赤黒い体液が噴ふん水すいのように飛び出し、狂きよう犬けんめいた咆ほう哮こうが辺りを揺ゆるがせる。イグシオと呼ばれた聖戦官の腕を半ばまで断ち切り、邪神は刃の群の前に絶命した。

「ジャスティス、どこへ！」

　ライオットが気付いた瞬間、もう少年は右翼めざし岩を跳ちよう躍やくしていた。骨を砕くだかれたイグシオは、獣けもののような悲鳴を上げている。

「殺してくれ！　私を殺してくれ！」

「第一撃テイク・ワン……！」

　ジャスティスは、素す早ばやく聖印を結んだ。

「生命譲渡治癒フオー・ユア・ライフ！」

　少年の聖せい戦せん杖じようが、力強い聖光を吐はき出した。聖印を結んだ指に治癒奇跡ヒーリング・サウンドが召しよう喚かんされ、その光はイグシオの傷口へ急速に流れ込んだ。

　砕けた骨が接せつ合ごうし、肉と組織が再生していく。瞬またたく間まに、食いちぎられた腕は元通りに再生していた。

「おお……！」

　右翼隊の聖騎士たちは、感かん嘆たんの声を上げる。

　四し肢しの再生まで可能な〈生命譲渡治癒フオー・ユア・ライフ〉は、中位の奇跡サウンドの中でも修得が難しいものだ。それをジャスティスは瞬しゆん時じに召喚している。思わず驚きよう嘆たんしても不思議ではなかった。

「ジャスティス殿どの、すまぬ……！」

「敵はまだいます！　気を付けて！」

　イグシオを助け起こし、ジャスティスは周囲に目をやった。二匹ひきを倒たおしても、未いまだ聖戦杖の警けい戒かい色しよくは解けていない。ウォーデンは、背後の戦せん鎧がい鬼きを振ふり返った。

「ライオット、つ、次はどこから来る！」

　思わぬ、動どう揺ようの声だった。だがライオットはそれどころではない。戦鎧鬼は、空くう間かん歪わい曲きよくの前ぜん兆ちようを捕とらえようと意識を集中していた。

「少し……待って……」

　高精度の索さく敵てき機き能のうは、維い持じにエネルギーを喰くう。しかしライオットは、胸部の主しゆ動どう力りよく炉ろの回転も高めていた。

「……正面！」

　立ち上がって叫さけび、ライオットは前方の岩いわ場ばを指さした。

「アレナ、後退して！」

「なんですって！」

　振り向いた女騎士に、ライオットの一いつ喝かつが飛んだ。

「さっきより歪わい曲きよく率りつが高い！　今度は……」

　言い終わる前に、変転が顕けん在ざい化かした。

「邪神伯級イフリート・クラス……！」

　警告は一瞬、遅おそかった。小山のような岩場が震ふるえ、爆ばく発はつと共にその正体を現した。

《ゾールー……》

《ゼリ……テリリ……ゾールー……》

　見上げるほど大きな凶きよう悪あくな顎あご。それが土中から飛び出し、正面隊に襲おそいかかったのだ。

「アレナ！」

　叫ぶライオットの眼前で、瞬時に二人の聖騎士が吞のみ込まれた。牙きばと牙の間から、骨格を破は砕さいする音がこだまする。人じん血けつで唇くちびるを濡ぬらし、家屋ほどもある顎は疾しつ走そうを開始した。

「ザイラー！　オルロフ！」

　消えた僚りよう友ゆうを呼び、アレナは長ちよう剣けんを大上段から斬きりつける。だがゾダニウムの刃やいばは電光に弾はじかれ、アレナの身体からだも後方へ吹ふき飛んだ。

《ゾールー……》

《ゼリ……テリリ……ゾールー……》

　無理もない。いくらゾダニウム製の剣とは言え、鋼鉄との合金製である。一〇〇パーセントのゾダニウム製でない限り、倒たおせる邪じや神しんにも限度があった。

「いかん！　バーク、後退しろ！」

「ひああああっっ！」

　ウォーデンの叫びも空むなしく、正面隊の聖戦官クルセイダーは猛もう速そくの顎に引き潰つぶされた。邪神はそのまま、弾き飛ばしたアレナめがけ突とつ進しんする。

「助けに出るわ、援えん護ごよろしく！」

「無茶はよせ！　ライオット！」

　ウォーデンの引きつった声が飛ぶ。

　だが戦せん鎧がい鬼きは、すでに両手に長大な大剣を抜ぬき払はらっている。岩場を蹴けって茂しげみを飛び越こえ、一気に邪神とアレナの間かん隙げきに割り込んだ。

「戻もどってライオット！」

　女騎士は悲痛に叫さけんで剣を払った。

「あなたの剣じゃ無理よ！　そこどいて！」

「そいつは試してから言ってほしいわ！」

　背せ丈たけほどもある大剣を、軽々とライオットは振ふり回す。瞬間、その刃がかっと激しく聖光を解き放った。

「まさか……！」

　驚おどろくアレナの前で、殴なぐりつけるように横合いから邪神の巨きよ体たいへ刃を叩たたき込む。大剣の一いち撃げきは邪神を斬り裂さき、鈍にぶい音を立ててその肉へ喰い込んでいった。

「あなた、どうしてゾダニウムの剣を……！」

　邪神の肉体から体液が四散する。

　後退するアレナは、信じがたいという顔でライオットを凝ぎよう視しした。絶ぜつ叫きようする邪神から飛び退ひくや、戦鎧鬼は女騎士に振り返った。

「あんたの剣より純度は高いはずよ……」

　ライオットは、二本の大剣を十字に据すえる。

「剣けん匠しようザウエルの双ふた子ご剣けん……聖せい騎き士しなら喉のどから手が出る逸いつ品ぴんだと思うけど！」

「う、噓うそよ！　その剣なら確か……！」

「噓だと思うなら、もう一度見な！」

　倒とう木ぼくを蹴けり、ライオットは今一度邪神に猛もう撃げきを叩きこんだ。分厚い唇くちびるが裂さけ、邪神の突とつ進しんが急停止する。悶もん絶ぜつは茂しげみを崩くずし、太い木々を倒とう壊かいさせた。威い力りよくに間ま違ちがいはなかった。

《ゼリ……テリリ……ゾールー……！》

「第二撃テイク・トウ……」

　一方で、少年の声こわ音ねが響いた。

　ライオットの遅ち滞たい行こう動どうの間に、ジャスティスが新たな奇跡サウンドを召しよう喚かんしている。十分な時間を得た聖戦官クルセイダーは、ぶんと聖印をうち振った。

「神聖炎熱堕撃パイロマニア！」

　邪じや神しんの周囲に、帯状の神しん聖せい陣じんが現れる。と古代神聖文字の羅ら列れつから、一気に火か炎えんが噴ふん出しゆつした。容よう赦しやのない怒ど濤とうの業ごう火かである。

　唾だ液えきと体液をぶちまけ、巨大な唇は悶もん絶ぜつした。肉の焦こげる悪あく臭しゆうが辺りに満ちた頃、その巨体はぐずぐずとその場に溶よう解かいしていった。

「凄すごい……人だ……」

　生き残った聖騎士たちは、呻うめくしかなかった。初めて見る、ジャスティスの力にだ。とても十三歳さいが召喚できる奇跡サウンドではない。その事実に、誰だれもが気付いていた。

　ウォーデンも、少年の方へ視線をやっている。だが彼は、何か恐おそれおののくように、喉のどを詰つまらせていた。強こわばった顔がさらに青ざめ、その色は恐きよう慌こうに近かった。

　アレナは、ライオットが背中に収めた大剣をいつまでも眺ながめていた。

「あなたたち……いったい誰なの……？」

「ただの戦せん鎧がい鬼き……ただの聖戦官クルセイダーよ……」

　言って、ライオットは微笑ほほえんだ。

　ウォーデンは我に返り、未いまだ警けい戒かい色しよくを放つ聖せい戦せん杖じように注意を戻もどした。

「ぜ、全員、ここへ集まれ！　まだどこかに敵がいる可能性がある！　油断するな！」

　ライオットは、その指揮官をじっと見た。

　さっきの硬こう直ちよくは噓ではない。確かにウォーデンは何かに脅おびえていた。だが邪神に脅える聖戦官などいるはずもない。そんな人間に奇跡サウンドを召喚する資し格かくは無いはずだ。

（何に脅えて……？）

　疑問を抱いだいたまま、背中に剣を戻した直後であった。

「ライオット！　まだ中に……！」

　相棒の叫さけびに、ライオットは急反転した。

　焼け崩くずれた邪神の肉を突つき破り、先ほどの小邪神が幾いくつも飛び出してくる。上下左右に散開した邪神は、唾液を散らしてライオットに躍おどりかかった。

「さっさと消えな！　ぶさいくキスマーク！」

　だがライオットの手は、大剣に一瞬の差で届かなかった。両手首と足首に、邪神たちが高速で喰くらいつく。人じん工こう皮ひ膚ふは牙きばで破られ、体組織が破は壊かいされていった。

「つ……ああああっっ……！」

　思わず、苦く悶もんが漏もれた。その声に、素す早ばやくジャスティスが反応する。

「待って、ライオット！　今行く……！」

「来ないで！　あんたも危ない！」

　近づこうとする少年を制し、戦鎧鬼は四し肢しに満身の力を込めた。

「これぐらいあたし一人で充じゆう分ぶんよ……！」

　だが邪神の膂りよ力りよくも強い。身動きできぬまま、ライオットの肉は嚙かみ砕くだかれていった。

「ライオット、退け！　下がるんだ！」

　見かねたウォーデンもそう叫ぶ。

　だがライオットの視線は、走り寄るジャスティスに釘くぎづけだった。少年の聖戦官は、再び岩場を飛び、相棒の元へ一気に走り寄った。

「動かないで、ライオット！」

　少年は走りながら、聖印を結んでいた。

「今、僕が助ける！　そのまま動かないで！」

　だがその動作に、ライオットは悲痛な懇こん願がんを響ひびかせた。

「あんたは来ないで！　あたしは大だい丈じよう夫ぶよ！」

　今度は、ライオットが何か恐おそれる声を響かせた。慌あわてたように悲鳴が続く。

「無理しないで！　あんたはもう……」

「最終撃ラスト・テイク！」

　間近に迫せまり、少年は聖せい戦せん杖じようを振ふりかざす。

　ライオットは、唐とう突とつに指揮官を呼んだ。

「ウォーデン！」

　叫んで、食いつかれた腕うでを強引に伸のばす。

「あんたが奇跡サウンドを使って！　ジャスティスじゃ無理よ！　あんたの奇跡サウンドで助けてよ！」

　だがその刹せつ那な、ウォーデンは再び硬こう直ちよくしていた。ライオットの声に固まり、聖戦杖を握にぎったまま動かない。啞あ然ぜんとしたライオットの前で、ジャスティスは奇跡サウンドを召しよう喚かんした。

「迂回衝撃弾ラウンダバウト！」

　爆ばく光こうが森全体をざわめかせた。

　ジャスティスの指から放たれた電光が、ライオットに向けて飛ひ翔しようする。と、その電でん撃げきが空中で四つに分ぶん離りした。高速を維い持じしたまま、四つの光こう弾だんは邪じや神しんたちの背に炸さく裂れつした。

「きゃああああっっ！」

　断だん末まつ魔まの悲鳴を上げ、邪神の肉体は爆風と共に吹ふき飛んだ。その爆風に、ライオットの身体からだも大きく弾はじかれる。

「ライオット、大丈夫！」

　アレナは、倒たおれる戦せん鎧がい鬼きをしっかと抱きかかえる。しかしライオットは、その手を押おしのけて慌あわただしく立ち上がった。

「ジャスティス！」

　叫さけんで、少年に駆かけ寄ろうとする。

「ジャスティス！　しっかりして！」

　金きん髪ぱつの少年は、その場に昏こん倒とうしていた。

　奇跡サウンドを召喚する力がなくなれば、聖戦官クルセイダーは意識を失うのが常である。ジャスティスは、三度目の奇跡サウンドで自分の限界を超こえたのだ。

　いつの間に呪じゆ縛ばくが解けたのか、ウォーデンも少年に歩み寄っている。そしてふと……

「これは……！」

　何かに気付き、全身を強こわばらせた。聖戦官の首筋に、どっと冷たい汗あせが流れ落ちる。

「ジャスティス……！」

　駆け寄ったライオットは素す早ばやく外套マントを相棒にかけ……ウォーデンを見上げた。

　動どう揺ようする視線が冷れい酷こくに合がつ致ちする。

　二人の視線は、ジャスティスの手の甲こうで重なった。外套からはみ出した少年の右手が、不気味な赤光を放っている。やがて手の甲に浮うかび上がった紋もん様ようは、ウォーデンをさらに恐きよう怖ふさせていた。

「邪じや宗しゆう紋もん……！」

　叫んだ後に、いったん口をつぐむ。

　ジャスティスの両手に現れた紋様を知らぬ者は無い。ましてウォーデンは聖戦官である。忘ぼう却きやくすることすら許されぬものだった。

「それは邪じや神しん帝ていルシフェルの……！」

　戦鎧鬼は、その右手を外套の中に隠かくした。そして黙もくしたまま、首を横に振ふる。

　鳥の声が戻もどっている。

　風もいつの間にか止やんでいた。

　懇こん願がんするような瞳ひとみでウォーデンを見上げ、ライオットはその言葉の続きを決して言わせはしなかった。




　深夜の宿営地は、静せい寂じやくに吞のまれていた。

　今夜は、虫の声すら聞こえない。星無き闇やみ夜よの下、調査隊は沈ちん黙もくの中にあった。

　帰き還かんした先せん遣けん隊たいが、早くも死者を出したとあって、一行は沈ちん鬱うつな気に支配されている。

　そして最も沈鬱な顔をした指揮官は、自分専用のテントで何者かに跪ひざまずいていた。

〈もう四人、死んだのかい……？〉

　どこからか、老ろう婆ばの声がそう尋たずねた。

「まことに申し訳もなく……」

　うなだれて、ウォーデンは声を落とした。

「なれど先遣隊を襲おそったのは、第八位の邪神伯級イフリート・クラスでした。被ひ害がいは最小限だったかと……」

〈まあ、そうだね〉

　不可視の老婆は、ため息を吐ついた。

〈とすると……あたしたちの敵はそれ以上の位階の邪神だと考えた方がいいね……〉

「そういうことになります」

　ウォーデンは、軽く面おもてを上げ、声のする方に視線を振ふり向けた。

「この際、是ぜ非ひジキータ様御おん自みずから、この作戦の陣じん頭とう指揮をお執とりください……ワルーン村にこのまま踏ふみ込めば、恐おそらく被害は……」

〈全ぜん滅めつだろうねえ……それは困った〉

　何か捨すて鉢ばちに聞こえる笑いをこぼし、老婆はどこかで身じろぎした。

〈分かったよ、ウォーデン。明日、こちらに残った聖戦官クルセイダーたちで神しん聖せい転てん送そう陣じんを召しよう喚かんしよう。それを使って……応おう援えんに行く〉

「ご足労、おかけいたします」

〈ただし、議長殿どのも一いつ緒しよだよ〉

　老婆は、念を押おすように言い放った。

〈今度の事件、評議会で糾きゆう弾だんされてるらしいんだよ。早く解決しろってね。とりあえず前線を視察して、督とく戦せんしたいらしい〉

「承知しました」

　ウォーデンは、密ひそかに大きな息を吐はいた。緊きん張ちようがほんの僅わずか緩ゆるみ、緊張した顔が少しずつほぐれていく。
















　老ろう婆ばは、その安あん堵どに同情した。

〈お前は二年前の事件でも苦労したねえ……今度のことでも昔を思い出して、そんなに険けわしい顔してるのかい？〉

「いえ、これは……」

　口ごもる聖戦官に、老婆は乾かわいた笑い声を浴びせかけた。

〈まあいいさ……他に変わったことは？〉

「はっ、ひとつお尋ねしたいことが……」

　なんだね、と構えた老婆の声に、ウォーデンは一瞬、問いかけを躊ちゆう躇ちよした。

〈言ってごらん、何があったんだい？〉

「はっ、ジキータ様は……手に邪じや宗しゆう紋もんを持った聖戦官クルセイダーというのをご存じでしょうか？」

　こちらも、一瞬の沈ちん黙もく。

　そして嘲あざけるような笑いが響ひびく。

〈なんだね、そりゃあ……そんな奴やつ、いたらお目にかかりたいよ。それがどうしたね？〉

「いえ、別に……」

　再び、全身に緊張を張りつめ、ウォーデンはかぶりを振った。

「そんな奴がいると辺境の村で噂うわさを聞いたものですから……しかしジキータ様がご存じなければ、噂に過ぎないのでしょう」

〈面おも白しろい噂だね、今度ゆっくり聞くよ〉

　笑う老婆の声が次し第だいに遠のいた。

〈では明日そちらで会おう。楽しみにな〉

　平ひれ伏ふしたウォーデンは、静かに嘆たん息そくした。

　噂に過ぎない……誰もがそう思うだろう。

　だがどんな噂より恐おそろしいものを、聖戦官は目にしていた。決して他言できぬほど、恐ろしいものを……

　胃と頭が同時に痛む。聖戦官はいつものように、薬くすり瓶びんに手を伸のばしていた。




　幌ほろ馬ば車しやの荷台で、ジャスティスは深い眠ねむりに落ちていた。すでに十二時間以上、少年は安らかな寝ね息いきを立てている。

　毛布の下から体温計を取り出し、聖せい騎き士しアレナは小さな息を吐いた。

「良かった……もう随ずい分ぶん下さがってる……」

　呟つぶやいた時、馬車の荷台が微かすかに軋きしんだ。

「どう、様子は……？」

「大だい丈じよう夫ぶよ、熱は下がったみたい」

　その声を聞いて、荷台に戻もどったライオットは、胸をなで下ろした。

「まだ子供だから……奇跡サウンドの召しよう喚かん力りよくを失うと目覚めるまで長いのよね。ま、いつものことなんだけどさ」

「あたしが看かん病びようしてて良かったの？」

　アレナは、元気づけるように笑いかけた。

「さっきから邪じや神しんを警けい戒かいして辺りを見回ってるけど……三十分おきに戻ってきてるわよ。やっぱり心配なんでしょ、この子が」

「ふんっ、馬ば鹿かなこと言わないでよ」

　ライオットは、闇やみ夜よを見み渡わたし嘆息した。

「今日、邪神はあたしらの存在を認めたはずよ……だったら、この宿営地を襲おそわれても不思議じゃないわ。それが怖こわいだけよ」

「まあね……なぜか奴やつらの獲え物ものはヴァスランの評議員と聖戦官だから……そういう意味では、ここはご馳ち走そうだらけよね」

「目的……まだ分からないの？」

「ウォーデン様は、行けば分かると思ってるわ。ワルーン村にね……」

　そこまで言って、アレナは今一度、悪戯いたずらっぽい微笑ほほえみを浮うかべてみせた。

「ま、それはそうと……くさい芝しば居いはもうやめてよ。二人っきりにしてあげるわ。行ったり来たりするの、面めん倒どうでしょ？」

　ライオットは、口をすぼめて舌を出した。

「あんたの看病が心配だから帰ってるの！」

「セシアも見に来てくれてるもの、大丈夫」

「そうね……彼女なら安心だわ」

　ライオットは、荷台の片かた隅すみに折り畳たたまれたジャスティスの聖衣に目を移した。戦せん闘とうで汚よごれたそれは、すでにセシアの手で洗せん濯たくされていた。焚たき火びに当てられ、乾かわいてもいる。

「ま、あたしなんかがいても、看病の役には立たないわよ。こんな丁てい寧ねいな洗濯、あたし生まれてからしたことないもの」

「とは言っても、ジャスティスの側そばにいるくらいできるわよね？」

　立ち上がると、アレナは荷台から静かに降車した。

「先任の聖せい騎き士しは、ウォーデン様に呼ばれてるのよ。どうやら明日、ヴァスランから応おう援えんが来るみたい。その……打ち合わせかな」

「……ありがとう、アレナ」

　ライオットは、おずおずと礼を口にした。

「ずっとついててくれて……悪かったわね」

「気にしないでよ、礼を言うのはあたし」

　背中を向け、アレナは右手を打ち振ふった。

「ジャスティスが起きたら伝えて……思った以上に凄すごい聖戦官クルセイダーだったって……みんな感謝してるって伝えてあげて……」

　黙だまって、ライオットはうなずいた。

　そしてアレナが立ち去るのを確かく認にんし、幌ほろ馬ば車しやの幕を静かに締め切る。

　毛布をめくり、ライオットは少年の手を凝ぎよう視しした。もう邪じや宗しゆう紋もんは消えている。

　聖戦官の睡すい眠みんは、ただの眠ねむりではない。

　瞑めい祈き想そうと呼ばれ、奇跡サウンドの召しよう喚かん力りよくを蓄ちく積せきする休養期間なのだ。通常、一晩の睡眠で召喚力を回復できるよう、訓練されていると言う。

（とにかく良かった……）

（みんなには気付かれなくて……）

　戦せん闘とうの直後、ライオットはジャスティスの身体からだを自分の外套マントでくるみ、宿営地まで運び込んだ。そして最初の数時間だけは……邪宗紋が消えるまでは付きっきりで看病した。

　看病と言うより、他者を寄せ付けなかったのが事実だ。

　アレナは戦闘の時も、そして看病の時もその事実に気付いてはいない。セシアとてそのはずだ。ただ疲ひ労ろうしただけだと思っている。

　だが問題は……

（ウォーデン……）

　冷たく、くたびれた顔の指揮官を思いだし、ライオットは眉み間けんにしわを寄せた。

　ウォーデンだけが、邪宗紋を見ている。

　だが彼は、一いつ切さい何も問わなかった。

　昏こん倒とうしたジャスティスをライオットに任せ、宿営地に戻もどってからも二人を隔かく離りするように取りはからってくれた。しかし……

（何を考えてるのか……？）

　それがライオットには分からなかった。

　邪宗紋とは、聖戦官ならば決して見み逃のがしてはならぬものだった。それは邪じや神しんと人間が交かわした契けい約やくの証あかし……血けつ盟めい者しやの証明だからだ。

〈古代災厄オールド・ハザード〉以前から、邪神に魂たましいを売り渡わたした人間は数知れない。何らかの代だい償しようを払はらうことで、強大な邪神の力を借りる悪あしき堕だ落らく者しや、それが血盟者である。

　聖教会にとっては、邪神の次に撲ぼく滅めつすべき対象である。見逃すはずはない。

（けどどうして……？）

　ライオットは、天使のような相棒の寝ね顔がおを見下ろした。

　決して血盟者には見えない。

　事実……ジャスティスは血盟者ではないのだ。正しよう真しん正しよう銘めいの聖戦官クルセイダーである。

（……と、あたしが言っても、みんな信じないからな）

　この一年、嫌いやというほど思い知らされた現実に、ライオットは再び思考を詰つまらせた。

（ウォーデンは混乱しているのかも……）

　しばしの熟じゆつ考こうの後、そう思い至った。

　聖戦官が邪宗紋を持つなど常識では考えられないはずだ。血盟者に奇跡サウンドは使えない。だがジャスティスは、創世神の力を行使している。神に認められた人物なのだ。

　それでは邪宗紋はなぜ……

　秘密を知った誰もが陥おちいる謎なぞに、ウォーデンの思考も停止しているのかもしれない。

　暴あばくにはあまりに巨きよ大だいな謎だからだ。

　だとすればウォーデンはこの後……

「……直接、訊きくか……」

　己おのれを鼓こ舞ぶするかのように、ライオットは決意を口にした。

　それ以上、ウォーデンの真意を詮せん索さくするのは無理だった。であれば彼一人にだけ、真実をうち明けるしかない。そしてウォーデンの真意を引き出す……なんとしても。

（やってみるわ）

　ライオットは、祈いのるように拳こぶしを握にぎった。

　たとえ無む駄だ足あしでもかまわない。ウォーデンに責められても仕方ない。

　ただ、ウォーデンが全すべてを明るみに出し、そのために百人の聖せい騎き士しと聖戦官がジャスティスを糾きゆう弾だんすることだけは避さけたかった。

（あたしがジャスティスを守るんだ）

　ライオットは、幌ほろ馬ば車しやから静かに飛び降り、ウォーデンの馬車へと歩みを進めていった。

　星もない夜空は冷たく冴さえ、沼しよう気きに満ちた大気が肌はだに絡からみつく。

　警備の聖騎士たちの慇いん懃ぎんな敬けい礼れいにも応こたえ、ライオットは宿営地の外れにたどりついた。

　先任の聖騎士との会議は機き密みつ扱あつかいなのか、ウォーデンの幌馬車は円えん陣じんの外に引き出されていた。警備の者も数多い。

「今は無理か……」

　二の足を踏ふんだ、その時である。

　不意に、ウォーデンの幌馬車から小さな光が夜空に迷い出た。迷い出た……かに見える、ふらふらとした頼たよりない光だった。

（あれは……なに？）

　発はつ光こう虫ちゆうを思わせる光は、警備の者にも気付かれず、少し離はなれた森の方へ漂ただよっていく。

　自然現象ではない。明らかに意志を持った動きだ。

（まさか邪じや神しん……！）

　ライオットは光球の後を追って、森に踏み込んだ。邪神が放つ魔導ノイズ線を測定するには、距きよ離りがありすぎる。

　もっと接近しなければ……そう思って、疾しつ走そうを速めた直後のことだった。

「あれは……！」

　咄とつ嗟さに叫さけびを吞のみ下す。大木の陰かげに身を隠かくし、ライオットは光の行き先に驚きよう愕がくした。

「戻もどったのね……」

　ほっとした声で、セシアが微笑ほほえんだ。

「見つかるかと思ったけど、大だい丈じよう夫ぶだったのね。良かったわ……」

　少女は、森の中で掌てのひらを宙に差し出している。

　その掌の上で、光は甘あまえるように転がり、時折飛び跳はねて見せた。

（セシア……いったい何を……）

　光球と戯たわむれる少女は、ふと微かすかな囁ささやきに耳をそばだてた。

「そう……やはり、明日いらっしゃるのね……なら……仕方ないわ……」

　そう言うと、掌を左右に震ふるわせる。

　瞬間、光球はぐんと伸のび、一本の短たん剣けんへと姿を変じていた。

（まさか……まさか……）

　ライオットの測定機能は、魔導ノイズを一いつ切さい検知していない。だが眼前のセシアの行動は、全すべてを物語っていた。

「あなたが頼りよ……お願い、明日は力を貸して……」

　セシアは祈いのるように、短剣にすがる。その姿勢はまさに、敬けい虔けんな聖教徒にしか見えない。

　だがライオットの疑念は、次し第だいに確信に変わっていった。

　剣にすがる者は、いずれ必ず血を欲することになる。セシアとて例外ではないと、戦せん鎧がい鬼きは闇やみ夜よの中で戦せん慄りつした。







　　　【第三章　ワルーン村／錯さく綜そう】







　深い闇やみが、視界の全すべてだった。

　もがけば闇は肌はだにまとわり、暗黒が呼吸を塞ふさいだ。呻うめこうとしても声が出ない。死力を振ふり絞しぼって、ライオットは瞼まぶたを開いた。

（あれは……）

　前方に白い光が林立している。

　が、光に見えたのは白衣の男たちだった。一様に顔を隠かくし、輪になって、何かを覗のぞき込んでいる。

（医者……？）

　すると、輪の中心に横たわる小さな影かげが目に入った。粗そ末まつな服を着せられた、まだ年とし端はもいかぬ赤毛の女の子……

（ああ、私だ……）

（ずいぶん昔の私だ……）

　気づいた瞬しゆん間かん、悪お寒かんが走った。

　幼いライオットは、顔を真っ赤にして泣き喚わめいている。だが周囲の医者たちは、黙もく々もくと手術道具を手にしていた。

〈耐たえられますかな……〉

〈気にするな、失敗しても貧ひん民みんの子だ〉

〈一人でも多く戦せん鎧がい鬼きが欲ほしいと……〉

〈そう評ひよう議ぎ長ちようが言われている。やるんだ〉

　歯ががちがちと鳴り震ふるえた。

　逃にげられない。誰だれも助けてはくれない。まざまざと蘇よみがえった記き憶おくに、ライオットは必死に抗あらがおうとした。

　だがあれはなんだ……？

　医者が切きり取ったのは、自分の右腕うでだ。小さくて幼い血ち塗まみれの腕。眼がん球きゆうがくり抜ぬかれ、傍かたわらに捨てられる。腹を切り開き、医者たちの腕が臓ぞう腑ふをかき回した。

（やめて……やめて……やめて……）

（あたしが何をしたのよ、腕を返して……）

（あたしの体を返して！　元に戻もどして！）

　こみ上げる吐はき気をこらえ、ライオットは瞼まぶたをつぶった。だが今度は、誰か別の声が聞こえてきた。

〈ライオット……ああ、あの戦せん鎧がい鬼きね？〉

　聞き覚えのある子供の声。それが重なる。

〈友達じゃないよ、だって気持ち悪いもん〉

〈うん、気持ち悪い。それに怖こわいし〉

〈逆らったら、何されるかわかんないよね〉

　必死に耳も塞ふさぐ。だが声は直接、ライオットの心にささやき続けていた。

〈うちの娘むすめに近づかないでちょうだい！〉

〈さっさと戦え、お前戦鎧鬼だろ！〉

〈感謝はしてるよ、でもそれだけだな〉

　頭を打ち振ふるが、声は途と絶だえない。さらに、幼い自分の声までが心の奥おくに侵しん入にゆうした。

（お母さん……お母さん、どこ……？）

（なんで私だけ苛いじめられるの？）

（なんで私の体、機械でできてるの？）

　同じ言葉を叫さけびたかった。

　自分の腕うでをもぎ取り、叩たたき潰つぶしたくなった。義眼もいらない。人じん工こう筋きん肉にくもいらない。自分の肉体全すべてを灰にしてしまいたかった。

（戦鎧鬼なんてなりたくなかった！）

（戻もどりたい……！）

（初めからやり直したい！）

　髪かみを搔かきむしり、そう叫ぶ。

　だが幼い自分の声が、戦鎧鬼を嘲あざ笑わらった。

（もう戻れないよ、絶対に……）

　怒いかりに目を見開く。

　闇やみを背に、幼い自分がライオットを見つめていた。眼球を失い、腕を切られ、腹を裂かれた血ち塗まみれの女の子。

　笑っていた。

　恐きよう怖ふと激げき怒どが爆ばく発はつした。

　ライオットは背中から大たい剣けんを引き抜ぬこうとした。だが手は空くうをつかむ。

　はっと自分の手を見た。

　ライオットの右腕も切断されていた。肘ひじで断ち斬きられ、血を振ふりまいている。

　幼い自分が、また嘲ちよう笑しようした。

　ライオットの絶ぜつ叫きようが、闇あん黒こくに響ひびき渡わたった。




「があっ……！」

　叫さけんで、跳はね起きる。

　手に毛布を握にぎりしめ、ライオットは現実に覚かく醒せいした。動どう悸きが止まらない。汗あせを拭ぬぐい、唾つばを何度も吞のみこんだ。

「大だい丈じよう夫ぶ、ライオット？」

　だしぬけに、ジャスティスの声がした。振り向けば、枕まくら元もとに少年が鎮ちん座ざしている。心配そうに、相棒はライオットを見つめていた。

「随ずい分ぶんうなされてたよ。悪い夢でも見た？」

「う、ううん……別に……」

　気力を絞しぼり、ライオットは笑え顔がおをつくった。

「チョコと生クリームと……それから蜂はち蜜みつの海で溺おぼれる夢よ。いつものね……」

「またその夢か……僕ぼくにとっては良い夢だけどなあ……」

　安心したように、ジャスティスは息をつく。

　もう明け方らしい。幌ほろ馬ば車しやにも朝の寒気が流れ込んでいた。傍かたわらの水すい筒とうから冷水を飲み干ほすと、ライオットは袖そで口ぐちで汗を拭った。

「それよりあんたはどうなの……もう起きられるの？」

「うん、随分眠ねむったからね……けど……」

　少年は、今一度視線を落とす。今度はライオットが、その肩かたに手をやる番だった。

「心配しないで。戦いの後……あんたの手は、隠かくしておいたわ。邪じや宗しゆう紋もんは見られてない」

「本当……？」

「噓うそじゃないわ。アレナも他の聖せい騎き士したちも見てない。ただね……」

　ライオットは、少年の金きん髪ぱつを弄もてあそんだ。微かすかな躊ちゆう躇ちよの後、思い切ってうち明ける。

「ウォーデンには見られたわ……」

「そう……じゃあ、仕方ないね……」

　肩を落としてから、ジャスティスは諦あきらめの笑顔をつくってみせた。

「邪じや神しん退たい治じには参加したかったけど、もうここにもいられないね。挨あい拶さつだけして……また南へ行こうか」

「それがそうでもないのよ」

　ライオットは、身体からだの疲つかれを自分でほぐしながら、少年の手に視線を向けた。

「ウォーデン……そのことをみんなに言ってないのよ。どうしてだか、自分だけの胸にしまってるわ」

「な、なんでかな……？」

「あたしも聞こうとして……まだ聞いてないのよ。聞くのも結構……難しいからね」

　ジャスティスも、自分の手の甲こうを撫なでさすった。羽は根ねを広げた白い水鳥を思わせる、繊せん細さいな指先だ。美術品めいたその手を握にぎりしめ、少年は決心を口にした。

「僕……ウォーデンさんに会うよ」

「会って、どうするの？」

「僕に説明できることを説明する。そして……何が説明できないかも説明する。そうすれば、少しは分かってくれるんじゃないかな」

「余計、混乱するかもよ」

　ライオットは、心配げに嘆たん息そくした。

「聖戦官クルセイダーが胸を張って、僕には邪宗紋があるって認めるのよ。その上で血けつ盟めい者しやじゃないと信じてくれと言われてもさ……」

　ジャスティスの努力は、もう何度も実を結ばなかった。そしてその度たびに、二人は行き場を失い、住すみ処かを追われた。宿しゆく命めいである。

「けど、諦あきらめるわけにはいかないんだ」

　少年は、聖せい戦せん杖じようをつかみ、荷台に力強く立ち上がった。

「諦めるってことは……他の人たちを信用しないってことさ。それは僕には……できないよ……したくないんだ」

　ライオットは、唇くちびるを結んでうなずいた。

　諦めはしない……だからこそジャスティスなのだ。誰もが絶望するはずの身の上なのに、希望を持ち続ける。だからこそ、一いつ緒しよにいて何とかしてやりたかった。

「分かったわ、あたしも行く」

　ライオットは、今一度力強く承知した。

「なんとか……分かってもらうのよ。分かってもらえるまでがんばろう」

　嬉うれしそうに微笑ほほえむジャスティスを見て、戦せん鎧がい鬼きも立ち上がった。その時である。

「あ……お目覚めでしたか……？」

　幌ほろ馬ば車しやの幕が少し開き、小さな少女が顔を覗のぞかせた。

「ああ……セシア、おはよう」

　少年の挨あい拶さつと共に、ライオットの全身に緊きん張ちようが漲みなぎった。視線を密ひそかに傾かたむける。ジャスティスの聖戦杖は、無反応であった。

「これ、朝食です。良かったら召めし上がってください」

「わあ、ありがとう。すまないね」

「いいえ……それよりジャスティス様、もうお体の具合の方は？」

「たくさん寝ねたから大だい丈じよう夫ぶ、心配かけたね」

「聖衣、洗っておきましたので……」

「君がしてくれたの？　悪いなあ」

　平へい穏おんで、微笑ましい会話だった。

　邪じや意いなど、微み塵じんも感じられない。

　だがライオットの脳裏には、短たん剣けんにすがるセシアの姿がこびりついたままだった。

「ライオット、どうしたの？　ぼおっとしてさあ……」

　ジャスティスに顔を覗のぞかれ、慌あわてて戦せん鎧がい鬼きは我に返った。

「ううん、別に……あんたらの夫ふう婦ふごっこに呆あきれてるだけよ。朝からお熱いわね」

「な、何言ってんだよ、もおっ！」

　じゃれる少年を、セシアも笑っている。

　平和な朝に似合いの、涼すずやかな笑えみだった。

（昨日、あたしが見たセシアも……）

（悪夢だったのかしら……）

　そうではないと知りつつも、ライオットは無む駄だな夢想を試みる。だが戦鎧鬼の防衛本能は、少女への警けい戒かいを解くことはできなかった。




　宿営地に、人の輪ができていた。

　ウォーデンやガルシアはもちろん、ほとんどの聖戦官クルセイダーと聖せい騎き士しが輪に加わっている。彼らは一様に、輪の中心に跪ひざまずいていた。

「いらっしゃいましたぜ……」

　気配を感じたのか、ガルシアが呟つぶやく。

「〈永遠の導どう師し〉のお出ましだ……」

　大地と大気が震しん動どうした。輪の中に、突とつ然ぜん古こ代だい神しん聖せい陣じんが現れる。白い光を放ち、転送奇跡ムービング・サウンドが一同の前に召しよう喚かんされた。

　調査隊は、みな等しく平へい伏ふくする。

　神聖陣の上には、十数人の人ひと影かげがヴァスランから転送されてきた。まず一歩を踏ふみだしたのは、鼻の尖とがった老人だった。

「みな、ご苦労だな」

　大げさに、老人は鼻を鳴らした。髭ひげをたくわえた無骨そうな男だ。尖ったワシ鼻が、彼を気き難むずかしく、短気な男に見せていた。

　青い長衣は、ラエモスと同じ評議員のものだ。だが服には黄金の縁ふち取どりが施ほどこされ、胸には略章もずらりと並んでいる。

　ヴァスラン最高評議会議長。この地域を統とう轄かつする最高責任者こそ彼、フェブレスだった。

「これはフェブレス閣かつ下か……」

　平へい伏ふくしたまま、ウォーデンが挨あい拶さつした。

「この度たびは直々の御ご督とく戦せん、痛み入ります」

「なあに、ようはヒマなのだ」

　わざとらしい、気さくな笑えみで、フェブレスは宿営地に踏み出していった。

「ヴァスランの評議会では、わしの責任追つい及きゆうばかりよ。正直、息いき抜ぬきがしたくてな。それで参ったというわけだ、よろしく頼たのむ」

　ウォーデンの肩かたを叩たたき、あくびを放はなつ。

　緊きん張ちよう感かんも無く、遠えん慮りよも無い……安あん穏のんな政治屋らしい態度であった。

「ここは戦場だよ、聖戦のね……」

　続いて、白い聖衣の老ろう婆ばが歩を進めてきた。

「四人も殺された場所で、息抜きかい？　評議長殿どのは、相変わらず吞のん気きだねえ……」

　かっかっと、乾かわいた笑いを引きつらせる。

　笑ったのは、人とも思えぬ老婆であった。こめかみや首筋から、だらりと幾いくつものチューブがぶら下がっている。軟なん質しつなそれは、呼吸の度に膨ぼう張ちようと収縮を繰くり返した。前時代に流は行やった、外付けの生せい命めい維い持じ装そう置ちである。

　それでも柔やわらかい笑顔だけは、日なたに佇たたずむ老婆のものだ。目を細めて笑い、ジキータは労いたわるような声を上げた。

「ご苦労さんだねえ、ウォーデン」

　老婆は、ぽんと聖戦官の肩を叩いた。

「あたしらが来たからには、もう安心だよ。何も心配することはない」

　ジキータは、一同に聞こえるように労った。

「一いつ緒しよに邪じや神しん退治といこうじゃないか。ヴァスランに平和を取り戻もどすんだ、いいね？」

「早速のお越こし……恐きよう縮しゆくです」

　呼びかけて、安あん堵どの息を吐つく。

「ジキータ様の御ご着ちやく到とう、我ら一同、心よりお待ち申しておりました」

　老ろう婆ばは、共に転送してきた増ぞう援えんの聖戦官を手招き、一同に面おもてを上げさせた。

「けどねえ、こんなに集まらなくてもいいだろう。お前さんの馬車に案内しておくれ。まずはそこで……話そうじゃないか」

　緊張をよそに、気さくな笑え顔がおを浮うかべる。

　老婆の言に、ウォーデンはただうなずくだけであった。




　ヴァスラン聖教会長ジキータ。

　この地域の聖教徒を束ねる者である。すでに百八十余年を生き、教会長職に就ついて七十年……ギアナ地方においてもつとに知られた〈長命者〉である。

　その長年の勲くん功こうを表して、〈永遠の導師〉と言う尊そん称しようすら与あたえられている。聖せい騎き士しと聖戦官クルセイダーにとって、畏い怖ふと尊敬の対象であった。

「とにかく、行ってみるんだねえ……」

　薄うすく入れたゼロン茶をすすり、馬車の荷台でジキータは言い放った。

「ワルーン村の跡あと地ちには、何かある……それはお前さんが襲しゆう撃げきされたことで、分かったじゃないか？　後はどうやって攻せめるか、だよ」

　老婆は、茶の渋しぶみを堪たん能のうし、ほおっと息を吐ついてみせた。その膝ひざ元もとには、ウォーデンとガルシアが並んで跪ひざまずいていた。

「ならば……今度は威い力りよく偵てい察さつを行います」

　ウォーデンは決断し、地図を指し示した。

「今度は森の中の警けい戒かい線せんを突とつ破ぱして……村の跡地に入ります。そして異常を確かめる。まずはそこまで……」

「慎しん重ちようだねえ、まあいいさ」

　ジキータが言うと、聖騎士が咳せき払ばらいをした。

「今度は、俺おれの出番でしょうなあ」

　緊きん張ちよう感かんも無く、ガルシアは胸を張る。

「聖騎士も半分は連れて行きますぜ。それだけいれば、村までたどり着けるでしょう」

「油断するな、邪じや神しんは手て強ごわい」

　ウォーデンは、ジキータを恐おそれるように聖騎士の軽口をたしなめた。

「選せん抜ばつした先せん遣けん隊たいは苦戦した。それを決して……忘れるな」

「そうですかねえ……選抜ったって、ジャスティスの餓が鬼きもいたじゃありませんか。たいして役に立ちそうもないくせに」

　その名前に、眠ねむ気けを堪こらえていたフェブレス議長が身を起こした。

「聞かぬ名だな……何者だ？」

「巡じゆん礼れいの聖戦官クルセイダーです。私が調査隊への同道を依い頼らいしました」

　後ろに控ひかえていたラエモスが告げる。

「先遣隊に参加し、邪神伯級イフリート・クラスを葬ほうむったそうです。なかなかの手て練だれだと思いますが……」

　ジキータの手が、一瞬止まった。

　少年の名に、老ろう婆ばは確かに反応している。

　だが表情も変えずに、教会長はウォーデンを見下ろした。

「よそ者に頼たよるのは、よくないねえ。だいいち、ヴァスラン聖教会の名折れじゃないか」

「はっ、申し訳も……」

　恐きよう縮しゆくするウォーデンが、冷ひや汗あせを流す。

　その緊張を、ジキータは軽く笑い飛ばした。

「いいんだよ、責めてるわけじゃない。使えるのなら使えばいいさ」

「はっ、すみませぬ……」

「そんなに謝あやまらなくてもいいさ。それにしてもお前さん……いつになく顔色が悪いね？　また胃痛なのかい？」

　ウォーデンは、微かすかに笑えみを取り戻もどした。

「いつもの……持病です」

「心労のせいだね、苦労かけて悪いね」

　ジキータは、まるで孫でも労いたわるように、優やさしい声こわ音ねを響ひびかせた。そしてゆっくり、聖せい騎き士しの方にしなびた指を突つきつけた。

「まあとにかく……次の出番はガルシアに譲ゆずるんだね。その子は外しておこう」

　ジキータは湯飲みを傍かたわらに置き、悠ゆう然ぜんと粗そ末まつな椅い子すに身を沈しずめた。

「この作戦は、ヴァスラン聖教会が成功させるんだよ。よそ者の手は借りても、決着は私らがつける。明日はそうしようじゃないか」

「ははっ……」

　ウォーデンとガルシアが合唱する。退たい屈くつそうな顔つきで、フェブレスもうなずいていた。

「そうとなれば、準備に入ろう」

　老婆は、今度はウォーデンを指さした。

「お前さんは聖戦官を三人選んで、ここへ連れておいで。明日、村へ行く者だよ。あたしが防御奇跡デイフエンス・サウンドを付ふ帯たいさせてあげるから」

「それは……ありがたい思おぼし召めしです……」

　ウォーデンは、老婆の実力を知っている。礼の言葉に強い実感が込められていた。

「では早さつ速そくに……ジキータ様の防御奇跡サウンドをいただければ、いかな邪じや神しんとて恐おそれる必要、ありませぬからな」

「だといいけどねえ……それから、ガルシアは残っておくれ」

　立ち上がったウォーデンを無視し、ジキータは聖騎士に微笑ほほえんだ。

「お前さんには今、防御奇跡を授さずけてやるよ。その後で、聖騎士を選せん抜ばつしな、いいね？」

「こりゃあ、ありがてえ」

　ガルシアは、にやついて手を叩たたいた。

「今いただければ、今夜は安心して眠ねむれますぜ。夜や襲しゆうは怖こわいですからなあ……ありがたい、ありがたい」

　出来の悪い子を労いたわるように、ジキータは目を細めてみせた。

　ウォーデンは、そのまま退出する。幌ほろ馬ば車しやの中を、いったん静せい寂じやくが横切った。

「さて、ラエモス……」

　聖せい戦せん杖じようを引き寄せ、ジキータはよろよろと椅い子すから立ち上がった。

「はっ、教会長様、何か……？」

　改めて跪ひざまずき、評議員は視線を上げる。

　その顎あごめがけ、ジキータは聖戦杖を力任せに叩き込んだ。
















「が……はあっっ！」

　舌を嚙かまされたラエモスは、血ち潮しおを撒まいて転てん倒とうする。荷台の枠わくに身体からだをぶつけ、評議員は激痛に悲鳴を上げた。

「ジ、ジキータ様……私が……何を……？」

「考えるんだね、自分の無能さを……」

　腹の底から怒ど声せいを絞しぼり、ジキータは聖戦杖を震ふるわせた。そこに、先ほどまでの労いたわり深い老ろう婆ばはいない。

　聖戦杖でラエモスを突つき、老婆は悪あつ鬼きめいた形ぎよう相そうを露あらわにしていた。

「いくら手が足りないからとて、よそ者を入れるとはどういう了りよう見けんだい？　あたしは許可した覚えはないよ、巡じゆん礼れいだなんてね！」

「も、申し訳も……」

　そこまで言うのがやっとだった。ラエモスの口から折れた歯がこぼれ落ちる。

　フェブレスは、思わず目を背そむけていた。

　残ざん虐ぎやくな制せい裁さいに、眠ねむ気けはとっくに覚めていた。彼とて、老婆の本ほん性しようを目まの当あたりにしたのは、久しぶりのことである。

「ですが、ジキータ様……」

　唐とう突とつに冷静な声が響ひびいた。

「まさかジャスティスに、例の事を知られるとも思いませぬ」

　それはガルシアの声であった。

　聖せい騎き士しの顔にも、いつものにやつきは無い。それどころか鋭えい敏びんで怜れい悧りな、別人の顔が言葉を続けていた。

「見た者は……若いくせに腕うでが立つ、と申しております。しかし所しよ詮せん、それだけでしょう。さして案じる必要もございますまい」

　だが背筋を伸のばした聖騎士に、ジキータは小さな笑いを投げかけた。

「あたしもね……他の奴やつならこんなに怒おこりゃあしないんだよ。けど……ジャスティスって子はいけないねえ。最悪だよ」

　その言葉に、ラエモスが身を起こした。

　フェブレスとガルシアも、困こん惑わくした視線を絡からませる。

「最悪……とはどういうことで？」

「いったい……奴は何者なのです？」

　問いかけられた老婆は、ともかく席に落ち着いた。弾はずんだ息を鎮しずめ、ジキータは首を傾かしげて告白する。

「分からないんだよ、だから怖こわい……」

「と、言いますと……？」

「誰にも奴の正体が分からないのさ」

　しなびた指を傍かたわらに伸のばし、ジキータは再びゼロン茶をすすり上げる。それでもガルシアには、会話が見えて来なかった。

「誰にも……とおっしゃいますと？」

「二年ほど前かねえ……」

　おもむろに、ジキータは口を開いた。

「邪じや宗しゆう紋もんを持った聖戦官クルセイダーが現れたと……噂うわさが出たのさ。ごく一部の聖戦官の間でね」

「そんな馬ば鹿かなことが……」

「まあお聞き。一人の聖戦官が失しつ踪そうしたと言うんだ。それ以来、息むす子この聖戦官の手には邪宗紋が出るようになったと聞く……」

　ジキータは、瞑めい目もくして記き憶おくをたぐり寄せる。

　語かたり部べのように、老婆はゆっくりと言葉を紡つむぎだしていった。

「父親が血けつ盟めい者しやに墜おちたと言う者……息子は血盟の代だい償しように捧ささげられたと言う者が大半だった……けどね、奇跡サウンドが使える以上、聖戦官だと断言する者もいたのさ……」

「その討とう議ぎはいったいどこで……」

　ガルシアを見み据すえ、老婆は重い口を開いた。

「……十二教皇委員会さ」

　聖せい騎き士しは無論、フェブレスとラエモスもその名に硬こう直ちよくした。最高位の聖戦官、聖騎士で構成された十二教皇委員会こそ、新大陸十字軍フロンテイア・クルセイダーズの最高指導部である。創世神に一番近い人々だと言っても過か言ごんではない。

「十二教皇の間でも、その処しよ遇ぐうを巡めぐって紛ふん糾きゆうしたらしい。あくまで噂だが……噂にしては話がでかすぎるんだよ」

「…………」

　ガルシアたちは、一様に押おし黙だまった。

　十二教皇は、いわば救世主である。神の恩おん恵けいを最も授さずかった至し高こうの存在なのだ。

　その彼らをしても悩なやませた存在……

　ジャスティスであるとは思えなかったし、思いたくもなかった。

「で、噂の者はその後どこへ……？」

　聖騎士の問いに、ジキータは額ひたいをつまんだ。

「結局、処分保留のまま、その聖戦官は巡じゆん礼れいに出されたと聞く。栄えい達たつを与あたえず、死するまで辺境を巡めぐっているそうだよ……」

「それが十二教皇の答えですか……」

「だろうね、他に手だては無かったんだよ」

　フェブレスは、音を立てて息を吞のんだ。、

「そ、それが……手勢に加えたジャスティスと言う者なのか……？」

「まだ分からないよ。十二教皇は、この噂うわさを否定も肯こう定ていもしてない。情報も開かい示じしてないんだから……」

　ジキータは、諦あきらめの笑いを響ひびかせる。だが当然のことに、一同は押し黙った。

　血けつ盟めい者しやかもしれぬ聖戦官クルセイダーを野放しにしている……新大陸十字軍を統すべる十二教皇委員会が認めるはずもない事件であった。

　老ろう婆ばは、生命維い持じチューブをいじりながら、絶望した空気に口を開いた。

「ただね……ウォーデンが妙みようなことをあたしに訊きいたのさ。邪じや宗しゆう紋もんを持った聖戦官を知ってるか……ってね。それでピンと来たのさ」

　ガルシアは、眉まゆ毛げを跳はね上げた。

「では……ウォーデンは気付いている？」

「馬ば鹿かな！　なぜ奴やつは報告せんのだ！」

　フェブレスが激すると、老婆は乾かわいた笑いを引きつらせた。

「そう、きっと気付いて……奴は何もできないでいるのさ」

　老婆は嘲ちよう笑しようを浮うかべ、しきりと顎あごを撫なでた。

「あの堅かた物ぶつの小心者は、作戦のことだけで頭が一いつ杯ぱいさ。だから自分の中で無かったことにしてる……それが一番楽だからね」

「そういう男なのか……？」

「そういう男さ。だから前から仲間にはしていない。いつも悩なやんで、胃を痛めては……薬に頼たよってる……その程度の男さ」

　そうだろう、とジキータは聖せい騎き士しに尋たずねた。

　ガルシアも、肩かたをすくめる。聖騎士にとってもウォーデンは、所しよ詮せんその動作だけで済む程度の人物だったのだ。

「見て見ぬふりか……」

　フェブレスも一瞬だけ笑い、すぐに緊きん張ちようした顔を取り戻もどした。

「だがジャスティスの件は、無視できまい。奴が血盟者なら、危険なのは我らだ」

　評議長は、大きな咳せき払ばらいをした。

「ジキータ殿どの、なんとかその正体を調べられまいか？」

「危険だねえ……でも手は打つよ」

　ジキータは、周囲を落ち着かせるように、柔やわらかい笑えみを放った。

「ジャスティスの身み元もとと、その噂うわさは、ヴァスランに残して来た連中に調べさせるよ。そのうち、こちらへ報告が来るはずさ」

「早くしてほしいものだな」

「分かってるよ。けどとにかく……」

　焦あせるフェブレスを制して、ジキータは聖せい騎き士しを指さした。

「今はワルーン村を何とかするんだよ、ガルシア。あそこには必ず……邪じや神しんがいる。さっさと片づけないと、また犠ぎ牲せいが出ることになるよ……」

「分かりました。必ずや、明日……」

「狙ねらわれてるのは、あたしたち聖教会と評議会の者ばかりだ。何が目的か知らないが……まずは目前の敵を片づけないとねえ……」

　その言にうなずき、ジキータはラエモスを振ふり返った。

「お前さんは、ジャスティスから目を離はなすんじゃないよ。それくらいできるはずだろ？」

「はっ、お任せを……」

　口元の血を拭ぬぐい、ラエモスはひたすらに恐きよう縮しゆくした。身体からだは恐きよう怖ふに震ふるえたままだ。

　だが満足そうに目を細め、ジキータは胸の前で十字をきった。

「ではみな、為なすべき事を……我らの目的はただひとつ……我ら神の軍勢に刃は向むかう、邪神どもをこの地から追い払はらうのだ……」

　唱しよう和わして、一同も十字をきる。

　狭せまい幌ほろ馬ば車しやの中での、悪あく辣らつな祈いのりの姿であった。




　夜は、意外に早く訪れた。

　この時期のネヴォワ湿しつ地ち帯たいは、昼間が極きよく端たんに短くなっている。それでなくても、厚い雨雲にいつも覆おおわれ、日照量はごく僅わずかだ。

　宿営地にも焚たき火びが灯ともり、いつの間にか夕食の時間になっていた。

「昨日はご苦労様です、ジャスティス様」

　通り過ぎる聖騎士たちは、みな一様に声をかけてくれた。

「お身体からだの具ぐ合あいはいかがですか？」

「たっぷり食べてください、遠えん慮りよせずに」

「あ、ありがとうございます……」

　優やさしい言葉に慌あわててうなずく。ジャスティスは忙いそがしそうに返礼しながら、煮に込こんだ野菜を口に運んでいた。

　隣となりではアレナとセシアが微笑ほほえんでいる。いつになくのどかな、夕ゆう餉げの時間であった。

「昨日はジャスティス様、ずっと眠ねむってらっしゃったから……」

　セシアはチーズの切り身を差し出して、少年の顔を覗のぞき込んだ。

「みんなご挨あい拶さつできなかったんです……でもみんな心配していましたよ」

「うん……心配かけたね」

　チーズを受け取り、すぐ口にほおばる。その横顔に、アレナの顔もほころんでいた。

「それにみんな、尊敬もしてるわ」

　地面に座すわったアレナは、木箱のテーブルにスープ皿を置き戻もどした。

「若いのに難なん解かいな奇跡サウンドも行使できたって……召しよう喚かんも早いし……何より度胸があって頼たよりになるって言ってるわ」

　アレナは言って、ウィンクを投げた。

「ま、あたしもそう思ったけどね」

「でも、いつもライオットに怒おこられるんだ」

　少年は、少し照れたようにうつむいた。

「もっと冷静になれって……周りを見て、考えて戦えって……僕もそうできたら、もっと強くなれるんだけど」

　ジャスティスはチーズを吞のみ込み、スープをすする。ほおっと息をつき、夕餉の風景を眺ながめ回した。

　調査隊の人数は、昨夜より多い。

　四人の犠ぎ牲せい者しやを出したが、増ぞう援えん部隊の数はそれを上回っている。そのせいか、仲間を失った沈ちん痛つうな雰ふん囲い気きはどこにも無かった。

　それどころか、明日のワルーン村突とつ入にゆうを前に、聖せい騎き士したちは大いに意気を上げている。

「みんな……元気なんだなあ」

「あら、あなたのせいよ」

　他人事のように言うジャスティスを、女騎士は笑って見つめた。

「あなたが邪じや神しんを倒たおしたから……みんな勝てると信じてるのよ。強い聖戦官クルセイダーが一番頼りになるもの。だから、あなたのせい」

「そうかな……」

　笑って、ジャスティスは首を傾かしげた。

「ヴァスランから教会長さんが来たから、きっとみんな安心してるんだよ」

「それもそうですけど……」

　セシアは食後のゼロン茶を一口飲むと、自分の亜あ麻ま色いろの髪かみを撫なでつけた。

「ジャスティス様は信しん頼らいされてます、みんなから……それに私たちも……」

　少年はセシアを見つめ、隣となりの焚たき火びへ視線を移した。そこにも夕ゆう餉げを楽しむ聖騎士たちがいる。視線に気付いた彼らは、笑って料理皿を掲かかげてみせた。

　ジャスティスもいつもの微び笑しようを返す。

　恥はずかしいほど嬉うれしい、親愛の証あかしだった。

（だけど……）

　少年は、この幸福感が怖こわかった。

　手のことを知れば、みな豹ひよう変へんしたように自分を糾きゆう弾だんし、責め立てるだろう。そしてきっと、いつものように追われるのだ。

　それが許されている今を、ジャスティスは感謝して嚙かみしめていた。

「ま、セシアは信頼っていうより、恋れん愛あいって感じよねえ」

　にやつくアレナは、親友の肩かたをわざとらしく肘ひじでこづいた。

「昨日だってさ、ジャスティスのこと、泣きそうな顔で看病してたしい！」

「そ、そんな顔してないわよ！」

　親友にだけは、セシアも強い言葉で抵てい抗こうする。だがアレナの責めは止まらない。

「そうだっけ？　あたしに『ジャスティス様、死んだらどうしよう』って言ったのあんたじゃない？」

「言ってません！」

「言ったわよお！　あんた泣きながら、ジャスティスの聖衣、洗せん濯たくしてたじゃない！」

「もおっ、アレナの馬ば鹿かっ！」

　だがジャスティスは嬉しそうに、拳こぶしを振ふり上げるセシアに微笑ほほえんだ。

「本当に……僕、心配かけちゃったんだね。ごめんね、セシア……」

「そ、そんな……」

　セシアは服の裾すそを握にぎりしめて、口ごもる。

　その仕草を横目に、アレナは大きなため息を吐いた。

「でも昨日はさ……ライオットが最初のうち看病してたのよねえ。ガサツに見えて、案外優やさしいとこあんのねえ」

「うん……ライオットは優しいよ」

　その真意を隠かくして、少年はうなずいた。

「僕は何度もライオットに助けてもらってるんだ。最高の相棒だよ」

「なら、セシアに看病任せればいいのよ」

　アレナは、自分の相棒の肩かたを叩たたいた。

「そうすりゃあ、この純愛ももっと深まったはずなのにさ！　まったく……気の利きかない女ねえ！」

　瞬間、アレナの脳天に拳げん骨こつが落ちた。

「だ、誰よ！　痛いわね！」

「どうせあたしはガサツに見えて、気が利きかないわよ！」

　闇やみの中から現れ、ライオットは一声吼ほえた。戦せん鎧がい鬼きは、嫌けん悪お感かんを剝むき出してアレナを見下ろしている。

「あ、あらライオット……警備ご苦労様！　夕食、食べる？」

「猫ねこ撫なで声ごえであんたねえっ……！」

　ライオットの腕うでが、アレナの首に迫せまった。

　女騎き士しは、嬌きよう声せいを上げて逃とう走そうする。

　ジャスティスとセシアは、二人の一騎打ちにしばし笑い転げていた。

　それが四人の最後の、幸せな時間であった。




　枕まくら元もとのランプに手を伸のばしかけ……

　ライオットは明かりを消すのを中止した。

「どうしたの、まだ寝ねないの？」

　荷馬車の荷台では、もうジャスティスが毛布をかぶっている。その横でライオットは、疲つかれた声を吐はき出した。

「ひとつ……聞いていいかな？」

「なに……？」

「あんた……セシアのこと、どう思う？」

　突とつ然ぜんの質問に、少年は目を瞬しばたたいた。

「な、なんだよ、いきなり……」

「好きか嫌きらいかじゃなくてさ……その……どういう女の子だと思ってるか、よ」

　言葉を選び、作り笑いまで浮うかべてライオットは問いかけた。ジャスティスは、真しん剣けんに考え込んでいる。

「そうだなあ、優やさしいよね……秘書官だけあって気が利くし……でもおとなしくて、控ひかえめで……かよわい風にも見えるなあ」

　予想された答えだ。ライオットも、本当ならそう答えたい。しかし……

「うん、そうよね……けどさ、もし彼女が……血けつ盟めい者しやだとしたらどうする？」

「な、なに言うんだよ、ライオット……」

「だから、もしもの話よ」

　ライオットは、冗じよう談だんでも言うように話題を続けた。

「ほら、よく言うでしょ。邪じや神しんは人間の油断につけ込むって……あたしたちが一番油断する人間って言ったら……ここではセシアじゃない？　もしそうだったら嫌いやだなって、ちょっと思っただけよ」

「そんなこと思わないでよ！」

　ライオットのはぐらかしに、少年は鋭するどい声を叩たたきつけた。

「そんなこと……冗談でも思わないでよ！　セシアが血盟者だなんて……そんなこと想像するの、セシアに失礼だよ！」

「あ、ああ……ごめんなさい……」

　ライオットは、姑こ息そくな言い回しで話を切り出したのを後こう悔かいした。

　ジャスティスこそ、今まで何度も血盟者だと疑われて来たのだ。疑念を抱いだかれる辛つらさを、誰よりも知っている。だからこそ、怒いかりの強さも半はん端ぱではないのだ。

「変な想像して、悪かったわね。本当にごめんなさい……」

「ライオットじゃなかったら、僕、もっと怒おこってるよ……」

　言って、少年は毛布ごと膝ひざを抱かかえた。

「僕、人に疑われるのは嫌なんだ……だから人を疑うのも嫌だ……」

「そうね、あたしも分かってたはずなのに」

「ううん、もういいよ」

　言って、ジャスティスは傍かたわらの杖つえを見た。

「それに……そんなこと絶対ないからね。もしセシアが血盟者だったら、みんなの聖せい戦せん杖じようが光るはずだもん」

　ライオットは、次の問いを吞のみ込んだ。

（じゃあ、聖戦杖に反応しない血盟者がいたらどうする……？）

　だが、その問いは言えなかった。

　その質問こそ、かつてジャスティスが何度も浴びた詰きつ問もんだったからだ。

『お前、いったいどうやって聖戦杖をごまかしてるんだ？』

　面と向かって、言われたことを思い出す。その時のジャスティスの顔まで、脳のう裏りに蘇よみがえってきた。二度と見たくはない表情だった。

（この子には言えない……）

（ジャスティスには、セシアのこと……）

　ライオットは、ランプを消して毛布を頭からかぶった。

「ごめん、今日はもう寝ねよう」

　戦せん鎧がい鬼きは、少女の声で言った。

「明日はワルーン村突とつ入にゆうだからね。たっぷり寝て、身体からだを休めておこう……」

「うん……おやすみ、ライオット」

　だが、眠ねむれはしないだろう。

　ライオットはそう確信して、毛布の中で唇くちびるを嚙かみしめていた。




「眠ったか……」

　馬車の外で呟つぶやき、黒い影かげは疾しつ走そうを開始した。夜警の聖せい騎き士しの目をかすめ、影は幌ほろ馬ば車しやの間を駆かけ抜ぬけていく。そして一台の幌馬車に音もなく滑すべり込んだ。

「ガルシアだね、お入り……」

　荷台に座すわるジキータは、影を呼び寄せた。

　黒い外套マントをまとったガルシアは、静かに歩を進め、老ろう婆ばの前に跪ひざまずいた。

「夜分遅おそくに申し訳も……」

「なあに、あたしが頼たのんだことさ。それで例の子はどうだね……？」

　教会長はランプに手をかざし、僅わずかな温ぬくもりを楽しんでいた。

「何か尻しつ尾ぽをつかんだかい？」

「いえ、別段。他愛のない話ばかりです」

　ライオットの胸中を知らぬ聖騎士には、そう聞こえても仕方がない。うなずいてジキータも、深夜のゼロン茶をすすり上げた。

「まあそうだろうね……しかしこっちの方は進展があったよ」

「と、申されますと……？」

「ヴァスランから転送してもらったばかりの調査記録だよ。もちろんジャスティスのね」

　無造作に束ねられた紙し片へんを、ジキータは聖騎士に突き出した。移送用奇跡サウンドで送られた相当量を、ガルシアは丹たん念ねんにめくっていった。

「〈ベルゲンの狼ろう王おう〉……あのアイゼンの息むす子こだったのですか……ジャスティスは？」

「だとすれば逸いつ材ざいかもしれないねえ」

　白はく髪はつを搔かき、ジキータは低く呻うめいた。

「アイゼンなら何度も会ったよ。書しよ斎さいに閉じこもって、古い書物ばかり漁あさってる割には……実戦向きのいい現場指揮官だったね……」

「極北動乱では、邪神王アスモデラヴァイエルと互ご角かくに戦ったと聞いております……となれば家いえ柄がらは申し分ない……」

　ガルシアの言葉に、老ろう婆ばはくっくっと笑いを喉のどに詰つまらせた。

「申し分ないのは、むしろジャスティスの戦せん歴れきさ……公式戦せん闘とう記録だけでこれだけある。ほらここから……」

　プリントアウトされた書式は、びっしり文字で埋うめ尽つくされている。日付、場所、討とう伐ばつした邪じや神しんの種類と数……

　ガルシアも思わず唸うなった。

「これが十三歳さいのガキの戦歴ですか……ヴァスラン聖せい騎き士し団だん三年分の仕事量だ……」

「とすればさ……」

　何かおかしくないかい、とジキータは静かに問いかけた。

「家柄も素質も良い……エリートを絵に描かいたような小こ僧ぞうだよ。そんな子が栄達の道を断たれた巡じゆん礼れいに出されてる……何かあるよ」

「ですから、邪じや宗しゆう紋もんを……」

「いや、言い出したのはあたしだけど……巧こう妙みような噓うそかもしれないと思ってね」

　ジキータは、自分の推すい測そくをうち消す言葉を口にした。

「この子はどう考えても……巡礼をするべき子じゃないんだよ。将来は十二教皇になるべき子さ……だとしたら噂うわさが本当で追放されたか、または……」

「…………」

　ガルシアは、唾だ液えきを吞のみ込んだ。

　老ろう婆ばは顔を近づけて、小さく囁ささやいた。

「……潜せん伏ぷく査さ察さつ官かんに任命されたか……」

　聖騎士の鼓こ動どうが高鳴った。

　そんな任務の者がいると噂では聞いたことがある。十二教皇の命令で、各地に潜せん行こうし、聖教会内部の犯罪を告発する者……

「ま、それも噂でしかないがね……」

　ジキータは聖騎士の肩かたに手をやり、緊きん張ちようをほぐしてやった。

「いずれにせよ、要注意だよ。その子には明日、あたしも会おう。とにかく会って……話をしてみたいもんだよ」

「そうでないことを祈いのります……」

「まったくだよ。査察官にしろ、血けつ盟めい者しやにしろ、ろくなもんじゃないさ」

　老婆は、目を細めて会話をしめくくった。

　やがて明ける一日は、やけに長い一日となるはずであった……




「討とう伐ばつ第一分隊、乗船！」

「討伐第二分隊、乗船！」

　早朝のネヴォワ湿しつ地ち帯たいは、乳白色の濃のう霧むに包まれていた。その朝あさ靄もやの中で、機き敏びんな声が飛び交かっている。調査隊は早くも、ワルーン村へカヌーを漕こぎ出していた。

「なによ、もう出発するの？」

　思わぬ朝の寒さに腕うでをさすり、ライオットは水路の岸に駆け寄った。すでに五十人以上の聖せい騎き士しが小こ舟ぶねに移っている。

　その指揮にはガルシアが当たっていた。

「おっと、わざわざ俺の見送りかい？」

　無ぶ精しよう髭ひげをしごいて、聖騎士はにやついた。

「別れが惜おしくなって、飛び起きたんだろう？　分かるぜえ、女なんてみんな同じだ……」

「馬ば鹿かじゃないの！　それより……」

　ライオットは、後ろを振ふり返った。ようやくジャスティスも追いついてくる。二人揃そろったところで、戦せん鎧がい鬼きは真しん剣けんな目に戻もどった。

「あたしたちは、どの船に乗るの？」

「そうですよ！」

　ジャスティスも息を弾はずませて、問いかけた。

「僕たちもワルーン村へ行きます……いや、行かせてください！　僕たち、みなさんの力になりたいんです！」

　だがガルシアは、首を横に振った。静かにカヌーも水路へ滑すべり出していく。聖騎士は兜かぶとを被かぶり、二人の背後を指さした。

「お前さんがたは居残りだよ！　詳くわしいことはアレナに聞きな！」

　言われて、二人は背後を振り返った。

　そこには、複雑な表情の女聖騎士がいる。

「ごめんなさい、そういうことなの……」

「そういうってどういう……」

「今日は……ガルシア団長に手て柄がらを譲ゆずってくれってことよ……」

　いぶかるライオットに、アレナも不満そうに口をすぼめた。

「今日はさ……いわば邪じや神しん退たい治じの晴れ舞ぶ台たいでしょ？　それは直接……誰かの手て柄がらになるの」

「なによ、それをあたしらが横取りすると思ってるの……？」

　ライオットは、赤い髪かみを搔かきむしった。

「けちくさい女に見られたもんねえ、あたしも……別にそんなことしないわよ」

　だがジャスティスは納なつ得とくしたように、小さな肩かたを落とした。

「そうですか……確かに邪神退治の戦功は……将来、協会内での昇しよう進しんに影えい響きようしますよね……僕らが退治したら、確かに横取りに見えるかもしれないな……」

　悪いわね、とライオットの肩を叩たたき、アレナも舌を出してみせた。

「あたしも外されたのよ、もう先せん遣けん隊たいの功だけで十分だろうって……」

「あんたも苦労が多いわね」

「別に……ウォーデン様ほどじゃないわ」

　言って、アレナは前方を指さした。

「今日は格別……緊きん張ちようしてるみたい」

　その言葉で、ライオットは視線を動かした。

　ジャスティスも気付いて、思わず息を吞のむ。

「ウ、ウォーデンさん……」

　少年は、驚おどろきの声を絞しぼり出した。

　聖せい騎き士しの群を押おし分け、数人の聖戦官クルセイダーがカヌーへ進み出た。その先頭に、ウォーデンが立っている。

　だがその横顔はどうだろう。

　げっそりと頰ほおはこけ、顔色は泥どろのように黒ずんでいた。病的な顔どころではない。死し相そうが滲にじんでいた。

「後を頼たのむぞ……」

　かすれた声で、周囲に命ずる。

「連れん絡らくはジキータ様に送る。心配するな」

　神の御ご加か護ごがあらんことを。残留する聖騎士たちは、無ぶ事じを祈いのる言葉を唱しよう和わした。

「ウォーデンさん！」

　カヌーに乗り移った聖戦官に、ジャスティスも最後の声をかけた。ウォーデンは、驚いたように少年を凝ぎよう視しする。しばし、両者の間に言葉はなかった。

　ライオットも、その疲つかれた顔に視線をやった。二人の協力者を見比べ、ウォーデンはほんのわずか、微び笑しようを見せてくれた。

「行ってくる……帰ったら……また話そう」

　ライオットは、心苦しいものを感じた。

　ジャスティスの秘密を黙だまっている彼に、感謝の言葉すら言えなかった。作戦に忙ぼう殺さつされているウォーデンには、この二日近寄ることもできなかったのだ。

　それはジャスティスも同様だった。

　少年は聖印を結び、祈りの言葉を口にした。

「神の御加護があらんことを……」

　沈ちん黙もくしたまま、ウォーデンを載のせたカヌーは濃のう霧むの中に消えていく。岸辺にはまだ、道中を心配するざわめきが残っていた。

「行っちゃったね……」

　いつまでも、ジャスティスは濃霧の彼方かなたを見つめていた。

「僕……もっと喋しやべりたかった……」

「馬ば鹿かねえ、帰ってくれば喋れるわよ」

　艶つややかな金きん髪ぱつを撫なで、ライオットは勇気づけるように笑いかけた。

「それに今日一日で終わる……って決まったわけじゃないわ。あたしらは気長にいきましょうよ、ね？」

　うなずいて、ジャスティスも微笑する。

　と、その二人に、小こ柄がらな青服がゆっくりと近づいてきた。

「よろしいかな……？」

　評議員ラエモスは、にこやかな顔で一礼する。その手がすいっと、一台の幌ほろ馬ば車しやを指さした。

「我わがヴァスランの指導者、フェブレス様が是ぜ非ひにもお会いしたいと申されている。来ていただけますな？」

「えっ、あたしらに……？」

　ライオットの顔が咄とつ嗟さに歪ゆがむ。

　だがそれを察していたかのように、ラエモスは少年に顔を振ふり向けた。

「それに教会長様もいらっしゃる」

　評議員は、笑え顔がおのままで言葉を続けた。

「お断りするのは、失礼かと思うのだが……」

　張り付いたような笑顔に、ライオットの背筋がちくちくとざわめいた。それは戦場だけで感じる、凶きよう兆ちようの印であった。




　二台の幌馬車の間に天幕が張られ、指揮所は格段に広くなっていた。

　ひっきりなしに聖せい騎き士したちの声が交こう叉さしている。野戦司令部には、増ぞう援えん部隊が持ってきたのか、貴重なはずの無線連れん絡らく機きまでが設置されていた。

「まだ連絡はないのか……ラエモス……」

　うたた寝ねから目を醒さまし、フェブレスは大きなあくびを撒まき散らした。

「もう着いた頃だと思うがな……？」

「確かにそろそろです」

　懐かい中ちゆう時ど計けいを手にしたラエモスは、評議長に頭を垂れた。

「連絡がありましたら、すぐにお知らせ致いたします。それまではどうぞお休みください」

　そうか、と言ってフェブレスは寝返りを打つ。老人は長なが椅い子すに寝そべり、またいびきをかき始めた。

　その傍かたわらには、もう何本ものワインの瓶びんが空にされて転がっていた。酒さけ臭くさい寝息に鼻をつまみ、ライオットは舌打ちした。

「なんなのよ、あのジジイは……やる気全然無いじゃない？」

「そう……かもね……」

　ジャスティスは困ったように、返答した。

　だが言った後で、深いため息を吐つく。少年も今の状じよう況きようには、もう飽あき飽きだったのだ。

　二人は、もう何時間も司令部の隅すみに座すわったままだった。刻々と討とう伐ばつ隊たいから報告が入るのをただ眺ながめているだけである。

　呼ばれたはずなのに、教会長には会えてはいない。評議長のフェブレスに至っては、目の前で寝そべっているだけだ。

（なんなのよ、この扱あつかいは……？）

　ライオットは、何度も司令所から出ていこうと試みた。だがその度たびに、護衛の聖騎士に引き留められた。誰もが、しばし待てと言うだけだ。

（なにか……ある……）

　ライオットは、さっきからラエモスの視線にも気付いていた。司令所の中を往来しているが、よく観察すればたいした用はしていない。時折こちらを見ては、また動く。

　素人しろうとの監かん視しだった。

　監視される側に気付かれてはならない……その鉄則をラエモスは知らないようだ。ライオットはその無知さを内心あざ笑い、しばし様子を見ることに決めていた。

（好きにしたらいいわ……）

（気にくわないけどね……）

　いつまでも続く退たい屈くつに、ライオットが三十六回目の背せ伸のびをした時だった。

「教会長ジキータ様がおいでです」

　聖せい騎き士しに告げられ、ジャスティスとライオットは椅い子すから腰こしを上げた。

　幌ほろ馬ば車しやの中からゆっくりと、白い聖衣の老ろう婆ばが梯はし子ごを降りてくる。側そば仕づかえの者から聖せい戦せん杖じようを受け取ると、長命者は穏おん和わな笑えみを二人に振ふりまいた。

「ご苦労さんだねえ……二人とも……」

　うやうやしく頭を下げる。

「ヴァスラン教会の長、ジキータだよ。巡じゆん礼れいの身で参加とは、徳のある子だねえ」

「いえ、そんな……」

　ジャスティスは老婆の手を取り、手近な椅子に座すわらせた。

「僕の方こそご挨あい拶さつが遅おくれてすみません。聖戦官クルセイダージャスティスと申します」

「あたしはライオット……戦せん鎧がい鬼きよ……」

　俯うつむいて、ジキータは椅子に深く腰こし掛かけた。

　その背後には、いつの間にかラエモスが寄り添そっている。

　一応、二人も教会長の前に跪ひざまずいた。

「聞いてるよ、先せん遣けん隊たいでの活かつ躍やくは……」

「ありがとうございます」

「まだ若いのに腕うでが立つそうじゃないか？」

「いえ……まだ修しゆ行ぎよう中ちゆうです……」

「ほお、そうかね……故郷はどこだい？」

「ザクセン地方の都市国家ベルゲンです」

　ジャスティスは、微笑ほほえみを絶やさず素す直なおに答えている。ジキータの問いも、ごくありふれたものだ。

　だがライオットは、その小さな老婆にじっと視線を据すえていた。

　何か見えるわけではない。ただその一挙手一投足、言葉の端はし々ばしに至るまで見み逃のがすまいとしているのだ。

　待たされたのには、訳がある。

　監かん視しされていたのも同様だ。

　評議員であるラエモス自身が監視役である以上、命令を下したのはフェブレスか、もしくはこの老婆のはずだ。そしてフェブレスは……あまりに無ぶ様ざまな老人だった。

「ところで……師は誰だい？」

　ライオットの視線を無視したまま、ジキータは問いかけを続けていた。

「聞けば〈生命譲渡治癒フオー・ユア・ライフ〉を瞬時に召しよう喚かんしたらしいじゃないか……その若さでそこまでの腕になるには……よほど良い教師がいたんだろうねえ？」

　ジキータの目が不意に細まった。

　核かく心しんを突つく質問に、ライオットとラエモスが緊きん張ちようする。だが少年の微び笑しようは維い持じされたままだった。

「父に教えてもらったんです……父も聖戦官クルセイダーでしたので……」

「名を……聞いてもいいかねえ？」

「〈ベルゲンの狼ろう王おう〉アイゼン」

　こともなげに、少年はその名を口にした。

「僕の自じ慢まんの父……でした。もうずいぶん会っていませんが……」

　そうかい、とジキータも微笑する。

　だがその後方で、ラエモスは恐きよう怖ふを露あらわにしていた。顔から血の気が引き、唇くちびるは紫色に変じている。

　ライオットも、ようやく得心した。

（こいつら、気付いてる……）

（ジャスティスのこと、きっと……）

（それで……監視を……）

　だが気付いたからとて、何をするでもない。

　側そば仕づかえからゼロン茶の湯飲みを受け取り、老ろう婆ばはおっとりとそれをすすり上げた。

「もう少し詳くわしく……聞きたいねえ……お前さんのこと、親おや父じさんのこと……」

　ジキータの声に、凄すごみが混じった。思わずライオットが身構える。だが老婆は泰たい然ぜんと、戦せん鎧がい鬼きの殺気を無視して言った。

「お前さん、いったい何者だい……？」

　ライオットの手が腰こしの拳けん銃じゆうに伸のびた……同じ瞬しゆん間かんであった。

「討とう伐ばつ隊たいから入電！」

　通信官が、無線機の前で鋭するどく叫さけんだ。

「ただ今、ワルーン村跡あと地ちに到とう着ちやくしたそうです！　ただ今のところ、抵てい抗こうは皆かい無む！」

　ジキータがつまらなそうに身を退いた。

　ライオットも伸ばした腕うでから脱だつ力りよくする。

　俄が然ぜん、騒さわがしくなった指揮所に、老婆はおもむろに立ち上がった。

「行こうかい、ウォーデンたちの様子が気になるしねえ……」

　黙だまって、ライオットとジャスティスもその後に付き従った。戦鎧鬼は、去さり際ぎわにラエモスを一いち瞥べつする。だが無む言ごんで、評議員もフェブレスの長なが椅い子すに立ち去っていった。

「フェブレス様、討伐隊より連れん絡らくが……」

「……うるさくなって来たのお……」

　周囲は、聖せい騎き士しや聖戦官クルセイダーのざわめきで騒がしいほどだ。フェブレスは長椅子から滑すべり降りると、自分の幌ほろ馬ば車しやに歩き始めた。

「結果が分かったら起こすのだ。それまでは……ふぁああ……呼ばんでもいいぞ……」

　うなじを搔かき、評議長は指揮所を離はなれていった。




　元々、邪じや神しん退たい治じなど興味のない老人である。

　いや、政治すら興味が無いかもしれない。

　フェブレスにとって大事なのは、評議長という職であった。その職名は、多くの貢みつぎ物を引き寄せた。金、特権、女……

　それを手に入れるべく、議長職も金で買ったのだ。おかげで贅ぜい沢たくな生活を楽しんでいる。

　だがこの湿しつ地ちには何もない。

　金も女も手に入らぬ土地で、できる楽しみは酒を飲んで眠ねむるだけであった。

「あっ、ご無ぶ礼れいしました……」

　幌馬車の幕を開くと、そこには小さな少女がいた。セシアが、荷台にあるフェブレスの寝しん台だいを整えていたのだ。

「ウォーデンの秘書官か……」

　無様なげっぷを吐はき、フェブレスは荷台に乗り込んだ。

「わしの寝ね床どこを直しに来たのか……それはありがたい……」

「はい……ただ今、終わりました」

「ちょうど良い、酌しやくをせい」

　私物の蒸留酒を荷台の隅すみから取り出し、フェブレスは少女ににじり寄った。

「わしが飲む……お前も飲め……」

「そんな……」

　驚おどろくセシアの目の前で、老人は蒸留酒の瓶びんに口づけた。喉のど元もとにこぼれるのもかまわず、一気に流し込む。

「……さあ、お前も……飲め……」

　自分が吸った瓶口を、フェブレスは強ごう引いんに差し出した。

　セシアは身をかわし、荷台から飛び降りようとする。だがそのか細い腕うでを、老人が乱暴にたぐり寄せた。

「フ、フェブレス様！」

「評議長の言うことが聞けぬのか！」

　言うなり、セシアの襟えり元もとを力ずくに引き裂さいた。瓶を放ほうり出し、両手で服をちぎる。セシアの喉から悲鳴が漏もれかけた。

「助け……！」

「……騒さわぐな……！」

　小さな身体からだにのしかかり、フェブレスはセシアの口元を右手で塞ふさいだ。左手には、腰こしから抜ぬいた短たん剣けんが閃ひらめいている。

「騒げば刺さす……死にたくはないだろう……しばし黙だまっておれ……」

　少女の首に、汚よごれた唇くちびるが近づいた。

　セシアは目をつぶって、抗あらがっている。

　だが誰も助けには来ない。討とう伐ばつ隊たい突とつ入にゆうの報に、警護の兵もどこかへ消えていた。

　フェブレスは、セシアの胸むな元もとを凝ぎよう視しした。

　日光を知らぬ白い肌はだは、老人には何よりの贅ぜい沢たくだ。思わず、震ふるえる唇から涎よだれが垂れる。フェブレスは、歓かん喜きにわなないた。が……

「……あ……ああ……」

　フェブレスはその瞬間、何事が起こったか理解できなかった。

　涎と共に、自分の口から血ち潮しおが流れている。どす黒い血液が、セシアの胸元にしたたり落ちていった。

「……あ……あああっっ……！」

　フェブレスは、右手で自分の口を塞いだ。セシアは老人を突つき飛ばし、後ろへ退く。

　そしてようやく、老人は全すべてを理解した。

　フェブレスの鳩みぞ尾おちに、短剣が鍔つば元もとまで突き立っていた。刺さし口からは、もう大量の血液が床ゆかに流れている。

　それは間ま違ちがいなく、セシアの短剣であった。







　　　【第四章　ワルーン村／憤ふん怨えん】







　茂しげみを抜ぬけ、ウォーデンは歩みを止めた。

　ガルシアも、五十人近い聖せい騎き士したちも、一いつ斉せいに姿勢を低めて周囲を窺うかがっている。

　静まり返った森の一いち隅ぐうに見えた。

　蔓つる草くさが群がり生え、木々の枝は伸のび放題である。地面はおろか、雨雲すら見えなかった。

「ワルーン村ですな……」

　額の汗あせを拭ぬぐって、ガルシアが断言した。

「間ま違ちがいないです、焼け跡あとが……残ってる」

　その言を、ウォーデンは嫌いや々いや認めた。

　確かに樹木の間には、いまだに家屋の痕こん跡せきが生きながらえている。泥どろの中には、道みち標しるべらしい看板が突つき刺ささっていた。

　二年と言う歳さい月げつで、かつての村は森に吞のみ込まれていた。二百人が生きながら焼かれた村へ、彼らは帰ってきたのだ。

「通信官、指揮所へ連れん絡らく……」

　土色の顔で、ウォーデンは一人を手招いた。

「すでにワルーン村跡地へ前進、事後は三分おきに状じよう況きようを報告するゆえ、回線を開いて待機せよ……以上だ」

「はっ、直ちに……」

　携けい帯たい連絡機に向き合い、一人の聖せい騎き士しが指揮所を呼び出し始める。

　でウォーデンは、冷汗を全身から流していた。胃が捻ねじれるように痛み、身体からだは薬を欲ほつしていた。だが今、飲むわけにはいかない……

「先に進むぞ、ガルシア……」

　聖戦官クルセイダーは、気き丈じような声で命令した。

「油断するな、邪じや神しんはここに……いるはずだ」

　前進、とガルシアが叫さけぶ。

　二年ぶりの訪問客を、頭上の鳥たちがけたたましく出で迎むかえてくれていた。

　「ウォーデン様っ！」

　先導する聖騎士たちが一いつ斉せいに叫さけんだ。

　彼らが踏ふみ込んだのは、ひときわ大きな廃はい墟きよである。びっしり蔦つたが絡からまる壁かべの奥おくから、緊きん迫ぱくした気け配はいが伝わってきた。

「何事かっ！」

　ウォーデンは聖せい戦せん杖じようを握にぎり、その廃はい墟きよへと足を踏み入れた。途と端たんに絶句する。

「ここ……なのか……」

　廃墟はかつて、二十メートル四方もの大きさだったのだろう。広々とした空間は倉庫にも見えた。だがあちこちに何かの作業台が散乱している。工場を思わせる、廃墟であった。

　蔓つる草くさは、窓まど枠わくをぶち抜ぬいて侵しん入にゆうし、床ゆかにまで達している。だがその床の中央部分だけは、くっきり地面が露あらわになっていた。

　地面には、異い端たんの文字が刻まれていたのだ。

「なんてこった……」

　背後で、ガルシアがそう呻うめいた。

　聖教徒が神聖文字を使うように、血けつ盟めい者しやは禁秘文字を用いて様々な儀ぎ式しきを執とり行う。

　目の前の地面には、その禁秘文字が書き込まれた星形陣が描えがかれていた。人間が魔導ノイズの力を借りるべく、邪じや神しんを呼び出す門……いわゆる血けつ盟めい陣じんである。

「誰かがここにいたのだ……」

　ウォーデンは、地を見つめたまま呟つぶやいた。

「いや、今もどこかに潜ひそんでいるかもしれん……二年もの間、放置されたこの湿しつ地ちの奥で……邪神は呼び出されたのだ……」

　腰こしを落とした聖戦官クルセイダーは、血盟陣の中央に指先をつけた。湿しめった土は黒ずんでいる。手で潰つぶせば、黒い汁しるが手首に垂れた。

「血だな……古いものではない……」

　嫌けん悪おを剝むき出し、ウォーデンは舌打ちした。

「奪うばわれた脳のう髄ずいは、ここで生いけ贄にえに捧ささげられた……そう見るのが妥だ当とうだろう」

「通信官、指揮所に連れん絡らくだ」

　ガルシアが振ふり返って命令した。

「討とう伐ばつ隊たいは血盟陣を発見、至急映像を送信すると」

　だがその声は誰かの悲鳴でかき消された。

「け、血盟陣がっ……！」

　言われずとも、ウォーデンも後方へ飛びすさった。星形の魔ま導どう陣じんが、突とつ如じよ赤い光を瞬まばたき始める。その光は驚おどろく間もなく、一気に光量を高めていった。

「後退しろ！　危険だ！」

　聖せい戦せん杖じようの先でメタライトも警告色を発する。ウォーデンは赤く染まった深林で、あらん限りの声を絞しぼった。

「邪じや神しんが近いぞ！　戦せん闘とう準備！　戦闘準備！」

　聖せい騎き士しが前方に並び、聖戦官クルセイダーが奇跡サウンドの召しよう喚かんを準備する。一方で、通信官は必死に指揮所を呼び出していた。

「こちらウォーデン隊！　指揮所、応答せよ！　指揮所、応答せよ！」

　だが何度呼び出しても、返事はなかった。

　切せつ迫ぱく感かんが一同に蔓まん延えんする。ガルシアが剣けんを払はらい、ウォーデンが聖戦杖を振ふり上げた。

　そしてそれは魔界の門をくぐり、悠ゆう然ぜんと血盟陣の上に実体化を開始していた。




〈指揮所、応答せよ！〉

〈指揮所、応答せよ！〉

〈こちらウォーデン隊、応答せよ！〉

　通信機が何度も呼びかける。

　だが応答は無かった。

　指揮所に居た全すべての者が、自分の職責を忘れ、呆ぼう然ぜんと彼方かなたを見つめている。

　聖騎士も聖戦官も……

　ジキータもラエモスも……

　ライオットも……ジャスティスも……一台の幌ほろ馬ば車しやを見つめ、恐きよう怖ふに声を失っていた。

「が……がが……がああああっっ……！」

　悶もん絶ぜつと共に、フェブレスが荷台から転がり落ちた。右手で口元を押おさえ、左手に短たん剣けんを握にぎりしめている。胴どう体たいの中央には、深々と短剣が突つき刺ささっていた。

「フェブレス様！」

「評議長閣かつ下か！」

　叫さけんで、聖騎士たちが駆かけ寄っていく。

　だが、喉のどの奥おくからの吐と血けつは止まらない。

　手で押さえようとも、フェブレスの指からごぼごぼと血の泡あわが吹ふきこぼれてきた。

「……ぎ……ぎざまっ……！」

　怒ど声せいも、言葉にはならない。

　それでも幌馬車に指先を突きつけ、フェブレスは泥どろの中に突つっ伏ぷしていった。

「医い療りよう官かん、どこだ！」

「手当を頼たのむ！　早く！　呼吸が……！」

　血ち塗まみれの元首を、聖せい騎き士したちが慌あわてて取り囲む。ラエモスも駆かけ寄り、その肩かたを自ら抱だき起こした。

「フェブレス様、お気を確かに！」

　しかし老人の目に、もう生気は無かった。左手から短剣が滑すべり落ちる。冷え切っていく身体からだに、ラエモスの両手も震ふるえ始めた。

「し……死んだ……！」

　ジキータは椅い子すから立ち上がったまま、険しい表情でその声を聞いた。

「なんなのよ、いったい……？」

　ライオットも、突とつ然ぜんの事態をただ傍ぼう観かんするだけである。

　しかしジャスティスは違ちがった。

　何かに気付いたように、少年は幌ほろ馬ば車しやめがけ、一直線に走り出した。聖騎士の間をすり抜ぬけ、素す早ばやく荷台の中に飛び込んでいく。

「セシア……！」

　うずくまる少女は、裂さかれた胸むな元もとを押おさえていた。声もなくただ震え、ジャスティスの声に顔を上げる。

「ジャス……ティス……」

　消え入りそうな声で、ようやく呟つぶやく。

　そのまま胸に飛び込んできたセシアを、少年は驚おどろきの顔で抱だき留とめていた。

「セシア、君が……君が刺さしたのか……？」

　その言葉に、ライオットはぎょっとした。後を追って荷台に乗り込んだ戦せん鎧がい鬼きも、ざっと現場を見み渡わたしてみる。荒あらされた寝しん台だい……転がる酒さか瓶びん……明らかに争った跡あと……

　セシアの無む惨ざんな姿に、ライオットは拳こぶしを握にぎりしめた。

「くそジジイが……！」

　ラエモスや聖騎士たちも、ようやく幌馬車の中を覗のぞき込んだ。途と端たんに怒ど声せいがあがる。

「セシア、お前か！」

「お前がフェブレス様を……！」

　その罵ば声せいに、決然と少年が対たい抗こうした。

「違ちがいます！」

　ジャスティスはセシアを抱いたまま、聖騎士たちに双そう眸ぼうを閃ひらめかせた。

「セシアのせいじゃありません！　セシアは……身を守ろうと抵てい抗こうしただけです！」

　鋭するどい切っ先めいた声こわ音ねだった。

　聖騎士たちも動どう揺ようから醒さめ、幌馬車の中を検分する。それは誰だれが見ても明らかな、恥はずべき行こう為いの跡あとだった。

「よく見なさいよ、この短たん剣けん……」

　ライオットも荷台から飛び降り、評議長の遺体に歩み寄った。

「これ、自分の短剣でしょ……これでセシアを脅おどしたんだわ……」

　ライオットは、つま先で遺体を指し示した。

　その行為に、聖騎士たちも抗議はしない。彼らの評議長を見る目も、次し第だいに侮ぶ蔑べつに変わっていった。

　だが目の前で都市国家の指導者が死んだのだ。動揺はしばし、一同を沈ちん黙もくさせた。

「とにかく着るものを与あたえておやり……」

　ようやく進み出たジキータが、諦あきらめたように指示を下した。

「それから遺体の処置を早く……ヴァスランに送り届ける準備をするんだよ」

　仕方ないと諦めたのか、ジキータはもう平静を取り戻もどしている。その言葉に、聖騎士たちも行動を開始した。

「ジャスティス……ジャスティス……」

　少年は、泣きじゃくるセシアの髪かみをずっと撫なで続けていた。

「心配しないで、君は悪くない……君のせいじゃないんだ……」

「ジャスティス、私……」

「いいんだ、いいんだよ……」

　ジャスティスは、言葉をかけ続ける。

　それでもセシアの涙なみだは止まらない。それどころか、震ふるえは強まる一方だった。

　苦く悶もんした遺い骸がいを見下ろし、ライオットはうっとうしげに前まえ髪がみを搔かき上げた。

「ねえ、ラエモス……」

　戦せん鎧がい鬼きは、騒さわがしさを増す遺体の側そばで評議員に問いかけた。

「セシアはこの後……どうなるの？」

「もちろん裁判です……殺されたのは評議長閣かつ下かですし……」

　ラエモスは、まだ混乱する頭を打ち振ふった。

「正当防衛とはいえ殺人ですからな……」

「正当防衛で済ませてあげてよ」

　念を押おすように、ライオットは言い放った。

「いくら評議長を殺したからって、罪が重くなるのだけは許さないわよ」

　裁判とはいっても、所しよ詮せん都市国家規模のものだ。裏金や事情次し第だいで、好きなように判決が覆くつがえることも多い。

　評議長が死んだならば、その周囲の人間が裁判で復ふく讐しゆうすることも大いに考えられた。

「いや、そんなことには……」

　ラエモスが視線を遺体に移した。

「いずれにしろ、確かな検分を……」

「そうよね、ちゃんと遺体を調べてさ……」

　ライオットも今一度、老人を一いち瞥べつする。

　老人の鳩みぞ尾おちにはセシアの短剣が突つき立っている。そして今頃……背筋を凍こおらせた。

（あの時の短剣だ……）

（あの夜に見た……光の短剣……）

　なぜ今まで気付かなかったのか。

　そう自分を罵ののしりかけた時、異変が起きた。

　短剣が突如爆ばく光こうを放ち、周囲に青白い光の帯を躍おどらせたのだ。

「何事だ！」

「いかん、離はなれろ！」

　聖騎士たちの怒ど号ごうが飛び交かう。

　と、短剣は自ら震ふるえ、フェブレスの遺体から抜ぬけ出ていく。そのまま空中へ飛び上がり、光量を一気に倍増した。

「あ……あれは……」

　ジャスティスは、空に舞まう短剣に呆あつ気けに取られた。するとその刃やいばは急速に向きを変え、セシアめがけて宙を横切った。

「ジャスティス、避よけて！」

　ライオットが素す早ばやく銃じゆうを抜ぬく。だが迎げい撃げきする間もなく、短剣はセシアの足あし下もとに突つき立った。瞬しゆん間かん、光が変色する。短たん剣けんは呼吸するように、毒々しい赤光を明めい滅めつさせた。

「これはいったい……」

　ジャスティスが呻うめくと、セシアの表情が強こわばった。少年は少女を見つめ……戦せん慄りつした。

「お前さん……」

　ジキータも、さすがに血色を薄うすめた。

　老ろう婆ばと少年の……そして周囲の聖戦官クルセイダーたちの握にぎる聖せい戦せん杖じようが一いつ斉せいに警けい戒かい色しよくを点灯したのだ。短剣に魔導ノイズが付ふ与よされている証あかしだった。

「セシア、まさか君は……」

「その娘むすめを捕とらえるんだ、ジャスティス！」

　少年の言葉をかき消すように、ジキータはけたたましい命令を叩たたきつけた。

「セシアは血けつ盟めい者しやだよ！　かまわないから、引っ立てるんだ！」

　問答無用の命令だった。一斉に聖せい騎き士したちが動き出す。しかし少年だけは違ちがった。

「ま、待ってください！」

　聖騎士たちを制し、ジャスティスも叫さけぶ。

「これには何か訳があるはずです！　少しだけ待ってください！」

　だが飛びかかった聖騎士は、二十人を超こえている。あっという間に襟えり首くびをつかまれた。

「セシア、お前という奴やつは……！」

「貴様、まさかわざとフェブレス様を……」

　怒ど声せいと共に、強ごう引いんに引き寄せられる。今度は背中まで服が裂さけていった。

「乱暴はやめろ、セシアは……！」

「ジャスティス、落ち着いて……！」

　少年と戦せん鎧がい鬼きの声も交こう叉さする。

　だがセシアは聖騎士に包囲され、泥どろの中に引き倒たおされた。

　ラエモスも必死な声で叫び続ける。

「その娘、血盟者だ！　逃にがしてはならんぞ！」

　セシアは、裂けた服で胸むな元もとを隠かくし、聖騎士たちから逃げようと試みた。だが足が言うことをきかない。もつれ、転てん倒とうした。

「セシア！　逃げるんだ！　セシア！」

　なぜかジャスティスはそう叫ぶ。

　一人の聖騎士がセシアに拳こぶしを振ふり下ろした。金属製の籠こ手てが亜あ麻ま色いろの髪かみを殴なぐりつける。肌はだが裂け、血がしぶく。それでも聖騎士たちは、手を緩ゆるめなかった。

「逃がすな！　斬きり殺せ！」

「フェブレス様の仇かたきだ！　討うて、討てい！」

　セシアは短たん剣けんを握にぎりしめ、悟さとったように瞑めい目もくした。観念した表情である。だが……

「待ってください、お願いです！」

　もう一度叫び、ジャスティスは少女を抱だきしめた。果か敢かんに聖せい騎き士したちを抑おさえ、身を挺ていして立ちはだかる。

「セシアはそんな娘むすめじゃない！　何か訳があるはずです！　それを聞いてあげてください！」

　聖騎士たちは啞あ然ぜんとした。

　見敵必戦。邪じや神しんや血盟者と対すれば、臆おくせず戦うことを彼らは義務づけられている。聖戦官クルセイダーならばなおさらだ。

　だがジャスティスの目は、真しん剣けんにセシアを守っている。思わず全員が動どう揺ようした。

「お退のきください、ジャスティス様！」

　聖騎士たちは一様に叫ぶ。

「我らは騙だまされたのですぞ！」

「なにゆえ、セシアに味方されるのです！」

「危険です、早くこちらへ！」

　背後で見守るラエモスは、少年が乱心したかと顔を強こわばらせた。そして……

（ジャスティス……）

　ライオットも相棒をじっと見つめていた。

　どう考えても、聖騎士たちの言葉が正しい。それでもジャスティスは退こうとはしない。

　何が少年をそうさせるのか考え……ライオットはセシアに視線を移した。

　少女は、ジャスティスの後ろで申し訳なさそうに身を固くしている。服は切り裂さかれ、無む惨ざんなものだ。

　しかし潤うるんだ瞳ひとみに、邪じや意いは微み塵じんもない。

　その瞳を斬きろうと言うのだ。なぜか引っかかるものがあった。

「お願いします……」

　セシアをかばうように、ジャスティスは聖せい騎き士したちの前に立ちはだかった。
















「血盟者なら殺すのは当然です……けど、こんな小さな女の子なんですよ？　それが魔導ノイズを付ふ与よされた武器を使うなんて……何か特別な理由があると思いませんか？」

　聖騎士たちは、絶句する。少年は一人一人を正面から見み据すえ、再び問いかけた。

「理由を聞いてからでも、遅おそくはありません。少しだけ、時間をもらえませんか？」

　だが聖騎士たちは、怖こわ々ごわと背後を振ふり返った。そこには白い老ろう婆ばが歩み寄っている。

「だからって茶でも飲みながら、話を聞く必要はないよ……」

　少年の前で初めて、ジキータは殺気のこもった声を絞しぼり出した。ライオットが身構え、ジャスティスも唇くちびるを結ぶ。

「あたしがヴァスランまで連行して吐はかせてやるさ、ちょいと痛い目を見るけどねえ」

「な……なんだって……！」

　ジャスティスは初めて、この老婆の本ほん性しように気が付いていた。目を細めた笑え顔がおのまま、ジキータは聖せい戦せん杖じようを振り上げる。

「なにがいけないんだい、その娘むすめは血けつ盟めい者しやだよ……煮ようが焼こうが、あたしら聖戦官クルセイダーの好きにしていいじゃないか……」

「教会長、あなたは……」

　ジャスティスが驚きよう愕がくすると同時に、聖騎士たちも息を吞のんで後退していった。教会長の本性を初めて知る者も多いのか……恐きよう怖ふは瞬またたく間に伝でん染せんしていった。

「そこをどくんだよ、ジャスティス……」

「い、嫌いやです……！」

「それは聖戦官の資質に反する行こう為いだよ……それでもいいんだね……」

　ジキータの視線が、ちらりとライオットを盗ぬすみ見た。戦せん鎧がい鬼きは、腰こしの銃じゆうを握にぎったまま老婆を睨にらみ付けている。ライオットは、抜ぬき撃うちの態勢に入っていた。

　だがあからさまに嘲ちよう笑しようする。

　しなびた手が、聖せい印いんを結んだ。

　察して、ジャスティスがセシアに叫さけぶ。

「僕の後ろに隠かくれて！」

「第一撃テイク・ワン……」

　セシアが少年の背にしがみつく。ジキータは、セシアめがけて奇跡サウンドを召しよう喚かんした。

「迂回衝撃弾ラウンダバウト……！」

　唐とう突とつに、青白い電光が空を走る。

　ジキータの指から放たれた攻撃用奇跡アタツク・サウンドは、瞬時にジャスティスの眼前に到とう達たつした。

「速いっ……！」

　ライオットは思わず恐きよう怖ふした。ジャスティスが召喚する同じ奇跡サウンドとは、桁けた違ちがいの速度である。それが急転、方向を転じ、セシアの身体からだを吹ふき飛ばした。

「ああああっっ！」

「セシアっ！」

　絶ぜつ叫きようを伴ともなって、華きや奢しやな少女は泥どろに突つっ込んだ。ライオットが咄とつ嗟さに名を呼ぶ。

　それが教会長のする事なのか。

　理由も聞かず、敵はみな殺せばいいのか。

　神に仕え、この世界で圧あつ倒とう的な力を誇ほこり、人々の希望となるべき人物なのか……

　ライオットに考える余よ裕ゆうはない。

　考える前に、その手が銃じゆうを抜ぬいていた。

「なんてことするんだよ！」

　戦せん鎧がい鬼きに狂きよう気きが走った。見境の無い殺意が、全身にみなぎり爆ばく発はつする。

　ライオットはためらいもせず、腰こしから抜いた火薬銃をジキータに突きつけた。

　同時にジキータの声が響ひびく。

「蒼空撃墜エイシズ・ハイ！」

　聖戦官クルセイダーが放った光こう弾だんが、我先にライオットに襲おそいかかる。避よける間は無い。次々炸さく裂れつし、衝しよう撃げきが戦鎧鬼を吹き飛ばした。

「がああっ……！」

　咆ほう哮こうと共に、ライオットは彼方かなたまで吹き飛ばされた。

　直後に、ジャスティスが激発した。

「ライオットに何をするんだ！」

　聖せい戦せん杖じようを捨て、ジキータに飛びかかる。

　だが老ろう婆ばは、素す早ばやく後方へ飛び退のいている。代わりに屈くつ強きような聖せい騎き士したちが、群を成して盾たてとなった。

「ジャスティス様、お気を確かに！」

「ご無礼致いたします！」

　聖騎士は、少年の四し肢しをつかむ。ジャスティスは歯を剝むきだして、苦しげにもがいた。

「セシアの話を聞いてあげてください！　あなたは……あなたは……！」

「手向かうようなら斬きるんだよ！」

　粗そ暴ぼうな声で、ジキータは聖騎士に命令した。

「どうせよそ者の聖戦官だ！　かまやしないよ！　さっさとセシアも連れて来るんだ！　なにをぼやぼやしてるんだい！」

　近づいたジキータは、聖戦杖でジャスティスの頭を強ごう引いんに突つき押おした。

「血けつ盟めい者しやに味方する奴やつは、血盟者と同じだよ！　お前さんは聖戦官なんかじゃない！　血盟者だよ！　正真正しよう銘めいの血盟者だよ！」

　顔が泥どろにめり込む。杖つえが後頭部に叩たたきこまれ、意識が薄うすれた。それでもジャスティスは相棒に手を伸のばし、血の味を嚙かみしめた。

「死んじゃだめだ………死んじゃだめだよ……ライオット……」

　ラエモスは、冷ひや汗あせを拭ぬぐった。

　ふと周囲を見れば、聖せい騎き士したちがジャスティスに視線を集めている。聖教徒を守り導く聖戦官が、泥の中で殴おう打だされている。しかも聖戦官である教会長に……

　信じがたい行こう為いに、みな畏い怖ふを感じていた。

「なんて……奴よ……！」

　ジキータの奇跡サウンドは、ライオットの電子機能を麻ま痺ひさせている。それでも、ぼやけた視界に相棒を捉とらえ、戦せん鎧がい鬼きは呻うめき声を上げた。

「ジャスティス、ごめん……守れなくて……」

「ぼ、僕ぼくは……大だい丈じよう夫ぶ……」

　言いかけて、血ち反へ吐どにむせる。

　泥と血にまみれた顔は、殴なぐられて腫はれあがっていた。なんのために自分がいるのか。ライオットは悔くやしさに唇くちびるを嚙んだ。

　そしてセシアも、ジャスティスの惨さん状じようを見て涙なみだをこぼしていた。

「ジャスティス……私……私……！」

「いいんだ……何か理由が……あるんだよね……そうでなきゃ君が……君みたいな子が血盟者なんかになるはずない……そんなこと絶対にないんだから……」

　根こん拠きよの無い信念に、ジャスティスは笑ったつもりだった。

　だが天使の笑え顔がおはどこにもない。ただ赤黒く腫れた顔が、醜みにくく引きつるだけだった。

「ジャスティス！」

「勝手に動くな！　この娘むすめ！」

　セシアの手を、聖騎士がつかみかけた。

　だが少女は素す早ばやく身をかわし、がむしゃらに駆かけていく。

「何をしている、捕つかまえろ！」

　ラエモスもそう命じて、走り出した。

「フェブレス議長暗殺犯だぞ！　逃のがすな！」

　応じて、数人の聖せい騎き士しがセシアの後を追う。

　だが逃にげる途と中ちゆうで、セシアは白銀の甲かつ冑ちゆうに正面からぶつかった。突とつ然ぜん目の前に現れた聖騎士に、思わず抱だき留とめられる。

　セシアは、聖騎士の顔を見上げた。それは他ほかでもない、セシア自身の親友であった。

「おお、アレナではないか……！」

　駆け寄って、ラエモスが安あん堵どした。

　アレナはしっかりとセシアを両腕うでに抱きしめている。女騎士は金きん髪ぱつをなびかせ、走り寄った評議員に笑いかけた。

「あら、ラエモス様、どうなさったんです？　そんなに走られてえ……？」

「吞のん気きな事を言うな、馬ば鹿か者もの！」

　飄ひよう々ひようと尋たずねるアレナに、評議員は怒ど声せいを飛ばす。ラエモスは、震ふるえる指で胸の中のセシアを指し示した。

「セシアを捕まえるのだ……その娘はな……た、たった今な……」

「ええ、知ってます」

　にこりと、アレナは笑って見せた。

「フェブレス様を殺したんでしょう？」

「そうだ、だから早く……」

　そして右腕を素早く振ふり抜ぬいた。

「だってあたしが頼たのんだんですから……！」

「げええええっっ！」

　獣けもののような断だん末まつ魔まが轟とどろいた。

　ラエモスは両手で、自分の喉のど元もとを搔かきむしる。評議員の首は、アレナの長ちよう剣けんで真ま一いち文もん字じに斬きり裂さかれていた。

「ラ……ラエモス……」

　さすがのジキータも声が詰つまる。

　ラエモスは、ごぼごぼと血を吐はきながら、その場に崩くずれ落ちていった。胸むな元もとはどす黒い血で染まっている。

　その最さい期ごのあがきを見ながら、満足そうにアレナは凄せい惨さんな笑えみを浮うかべてみせた。

「アレナ、これはいったい……！」

「その娘むすめは血けつ盟めい者しやだぞ！」

　叫さけんだ聖騎士も、アレナは一刀の下もとに斬り捨てた。容よう赦しやのない、疾しつ風ぷうの如ごとき撃げき剣けんである。

　ジキータが奥歯を軋きしませ、聖騎士たちを散開させた。

「どういうことだい、アレナ！　まさか……」

「そのまさかよ……」

　アレナは長剣の切っ先を老ろう婆ばに突つきつけると、なにか晴れ晴れとした声で言い放った。

「全すべては、あたしたち二人が仕組んだこと……ヴァスランの評議員、それに聖教会の要職にある者みんな……殺してやるわ……そのために二年も前から……聖せい騎き士し団だんに潜もぐり込んだんだからね……」

　聖騎士はおろか、ジキータまでが言葉を失っている。その呆ぼう然ぜんとした顔に、アレナは高らかな哄こう笑しようを叩たたきつけた。

「長かったわ、ここに来るまで……でもうまくいった……もうあたしたちの勝ちよ！　あんたらみんな地じ獄ごくに叩き落としてやるわ！」

　ライオットは自分の聴ちよう覚かくを疑った。

　そんなはずはない。アレナがそんな言葉を言うはずがない。何度も自分を疑い、これは悪夢だと言い聞かせた。

　しかしアレナの声は、もう一度言う。

「今頃、ウォーデンたちもおしまいだわ」

　長ちよう剣けんを正せい眼がんに構え、アレナは勝利の言葉を轟とどろかせた。

「ワルーン村の仇かたき、取らせてもらう！」

　アレナが宙に跳とび、聖騎士が群むれをなして迎げい撃げきする。長剣同士が激げき突とつする金属音が宿営地にこだました。

　ライオットもジャスティスも加われぬまま、血しぶく戦いが始まっていたのだ。




「奇跡サウンドの召しよう喚かん準備、邪じや神しんが来るぞ！」

　ウォーデンが叫さけぶと同時に、不可視の波動が地上を吞のんだ。木々が倒たおれ、ワルーン村全体が激げき震しんする。悲鳴を上げ、聖騎士たちが地表に叩きつけられた。

「何かにつかまれっ！」

　魔導ノイズの爆ばく風ふうに必死に抗あらがい、ガルシアは血けつ盟めい陣じんに視線を定めた。

　禁秘文字から飛び出した黒い渦うずが、調査隊の頭上で巨きよ大だい化かしていく。

　ウォーデンも、足あし下もとの地面を踏ふみしめた。

　黒い波動は堂々と、その正体を晒さらけ出す。

　絡からみ合った黒い大だい蛇じやの群。

　最初はそう見えた。全長五十メートルにも達する無数の蛇へびが、のたうちながら樹じゆ上じように現れたかに思える。

　だが大蛇の頭に当たる部分には、錯さく乱らんした人間の女の顔がついていた。

　その全すべてが苦く悶もんし、女声を唱和している。

《イオオオ……イオオオ……オオ……》

　わななく人じん頭とう蛇じや身しんは、眼下の聖せい騎き士したちに首を伸のばした。口からはみだしそうな牙きばの列を見せつけ、一息に嚙かみ殺し、咀そ嚼しやくする。

　悲鳴は無い。驚きよう嘆たんすらできずに、聖騎士たちは次々邪じや神しんの餌え食じきとなった。

　がしゅ……ぶじゅるっ……ごがっ……

　肉が潰つぶれ、骨が砕くだける音が鳴り響ひびく。幾いくつもの巨大な長首は、唇くちびるから血液を垂れ流し、喜き悦えつの声を上げた。

「後退しろ！　奇跡サウンドを召喚！　召喚！」

　だが怒ど鳴なるウォーデンにも奇跡サウンドを呼び出す余よ裕ゆうは無い。三人いたはずの聖戦官クルセイダーも、いつの間にか肉につ塊かいと化している。

「逃にげるんだ、ウォーデン！」

　咄とつ嗟さに呼び捨て、ガルシアは怒ど鳴なった。

「こいつは俺おれたちがかなう邪神じゃない！　無理だ！　撤てつ退たいするんだ！」

　ウォーデンにもそれは分かっていた。

　抵てい抗こうできた者など一人もいない。全ぜん滅めつは時間の問題である。

「私の周りに集まれ、後退する！」

　聖戦官は、間近の邪神を仰あおいで叫さけんだ。

「御み力ちから、与あたえ給たまえ……第一撃テイク・ワン！」

　一方的な虐ぎやく殺さつであった。




「ごがああああっっ！」

　宿営地にも、断だん末まつ魔まが響ひびき渡わたっていた。

　アレナの剣けんがまた一人、聖騎士の頸けい部ぶを貫つらぬく。頑がん丈じような甲かつ冑ちゆうの隙すき間まを衝ついて、切っ先は聖騎士の命脈を切断した。

「おのれっ、裏切り者があっ！」

　叫さけんで、左右から聖騎士が躍おどりかかった。

　が、アレナは一瞬早く、身を沈しずめる。と思った刹せつ那な、垂直に跳ちよう躍やくした。

　左右からの攻こう撃げきを眼前で交かわす。聖騎士たちは唐とう突とつに目標を失った。その頭上に急降下する。身体からだの両脇わきで長剣を振ふり回し、一気に飛び退のく。斬きり飛ばされた聖騎士の首は、あっけなく下草に転がった。

「調子に乗りおってえ……！」

　誰かが悔くやし紛まぎれに吐はき捨てる。

　だがその言葉は、負け惜おしみでしかない。

　すでに宿営地には、二十人以上の聖騎士が倒たおれていた。正直、アレナがそこまでの腕うで前まえだとは誰も知らない。聖騎士たちは、もはやじりじりと後退するだけである。

「それも邪じや神しんから授さずかった力かい……？」

　代わって、ジキータが前に出た。その背後には、数人の聖戦官クルセイダーが控ひかえている。老ろう婆ばは、女騎士に聖せい戦せん杖じようを突つきつけた。

「だとすればかなり高位の邪神と血けつ盟めいを結んだものとみえる……」

「あたしは血盟者じゃないわ……」

　アレナは、きっぱりと言い切った。

「この剣技は、あたし本来の力……二年間ずっと隠かくし続けて来たけど……あんたらに復ふく讐しゆうするために腕を磨みがき続けたのよ……！」

「それで聖戦杖も反応しないはずだよ」

　ジキータは、不満そうに口をひん曲げた。

「おかげでみんな騙だまされたわけだ……」

　その声に……ライオットが立ち上がった。
















　戦せん鎧がい鬼きの網もう膜まくは、未いまだ機能回復がなされていない。だが倒れている場合でもなかった。幾いくつものエラーメッセージの向こうに、ライオットはアレナの姿を捕とらえた。

「あたしも騙されたわ……」

　全身に走る痛みに、顔を歪ゆがめた。

「セシアはジャスティスを騙し……あんたはあたしを騙した……」

　アレナの目から一瞬、殺気が途と絶だえる。

「ごめん、あなたには……あなたたちには関係なかった……けどどうしても騙さなきゃならなかったのよ……」

「聞かせてもらうわよ、その理由……」

　ライオットは、自じ嘲ちようしてそう言った。

「せめて慰い謝しや料りよう代がわりに、そのくらいお願いしたいわ……」

　これが笑わずにいられようか。

『セシアに気をつけろ』

『セシアこそ一番油断する人物だ』

　そう考えていたライオットこそ、アレナに油断していたのだ。その懸け念ねんは微み塵じんも無かった。それゆえの自嘲である。

「僕も……まだ聞いてない……」

　不意に、ジャスティスも立ち上がった。

「僕にも……説明してよ、セシア……どうしてこんなこと……こんな恐おそろしいことに君は……荷か担たんしてるんだ……」

　泥どろだらけの少年は、遠く離はなれたセシアに問いかけた。腫はれあがった顔が奇き妙みように歪ゆがむ。笑っているつもりなのだ。

　聖せい戦せん杖じようにすがるジャスティスに、思わずセシアの眦まなじりから涙なみだがこぼれた。

「私だってこんなことしたくない！　こんな恐おそろしいことしたくなかった！　けど……！」

「セシアっ！」

　背後に叫さけんで、アレナは闘とう志しを取り戻もどした。

「これは正当な復ふく讐しゆうなのよ！　ワルーン村のこと、忘れたの！　あたしたちの村のこと、もう忘れたの！」

　聖せい騎き士したちは、その名にひるんだ。

　二年間ずっと隠かくしてきた……アレナの言葉が全員の胸に共きよう鳴めいする。

　得心して、ジキータはすうっと目を細めた。

「お前さんたち……ワルーン村の生き残りなのかい……？」

　セシアがうなずく。アレナも視線を戻し、ジキータに唾つばを吐はき飛ばした。

「ああ、そうだよ！　あんたら聖教会と評議会が束になって皆みな殺ごろしにした、ワルーン村の生き残りだよ！」

　ライオットは、相棒を見た。

　ジャスティスも、戦せん鎧がい鬼きを見る。

　二人はその言葉の奥おくに、底知れぬ憤ふん怒どを力強く感じ取っていた。

「そうかい、気の毒にねえ……」

　大きく息を吐はくと、ジキータは同情するように語りかけた。

「それであたしらを目の敵かたきにしたんだね……でも仕方なかったのさ……村人みなが生物兵器に感かん染せんしちまったら……あの時は焼くしかなかったんだよ……」

　そうだ、と一人の聖騎士が進み出る。

「私もあの時、焼き討うちに加わった……今でもあれは仕方がなかったと思っている……」

　同意する声が、聖騎士たちからさざ波のように湧わき起こった。

　だがアレナは、金きん髪ぱつを振ふり乱して叫きよう喚かんした。

「よく思い出すのよ、みんな！」

　女騎士は、懇こん願がんするように瞳ひとみを潤うるませた。

「あんたたちが殺した村人は本当に病やんでたの？　寝ね込こんでる人なんて本当にいたの？　生物兵器なんて回収されたの？」

　聖せい騎き士したちが一いつ斉せいに硬こう直ちよくする。

　ライオットは、驚きよう愕がくする彼らに視線を走らせた。全員、顔を蒼そう白はくに変え、二年前の光景を思い起こしている。アレナの言を否定する者は、誰一人いなかった。

　そしてアレナの双そう眸ぼうに殺気が灯ともった。

「あれは……口くち封ふうじだったのよ……！」

　叫さけんで女騎士は、ジキータを睨にらんだ。老ろう婆ばは、鷹おう揚ような笑え顔がおのままだ。

「面おも白しろいことをいう娘むすめだねえ……」

「ごまかさないで……あたしは知ってるわ、あの村で何があったかを……」

　切っ先を持ち上げつつ、アレナは老婆に接近していく。間合いを確かめ、女騎士はジキータに狙ねらいを定めた。

「あんたら聖教会と評議会が、あたしたちの村でどんな悪事をしてたか……その悪事を隠かくすために村を焼いたと知ったら……それを知ったら、誰だってこうするはずよ！」

「やめるのよ、アレナ！」

　だがライオットの言葉は遅おそかった。

　復ふく讐しゆうの刃やいばを振ふり上げ、アレナはジキータめがけて跳ちよう躍やくする。一いち陣じんの突とつ風ぷうめいた、猛もう速そくの剛ごう剣けんだった。

「いけない、アレナ！」

「アレナ！」

　ジャスティスとセシアが合唱する。

　その悲鳴を振り払はらうように、ジキータも神速、聖印を結んでいた。

「烈風壊刃光撃レイザーズ・エツジ！」

　一秒の間もなく、奇跡サウンドが指先から迸ほとばしった。

　三日月型の攻撃用奇跡アタツク・サウンドが、ジキータの聖印から無数に乱らん舞ぶする。軌き跡せきは曲線を描えがき、四方からアレナに襲おそいかかった。

「ちいいいいっっ！」

　牙きばを剝むき出し、アレナは奇跡サウンドを迎げい撃げきした。

　空中で剣を振ふるい、最初の一撃を破は砕さいする。

　だが左の死角から飛び込んだ青白い光は、アレナの肩かた口ぐちに突つき刺ささった。勢い良く肩当てを砕くだき、そのまま肉にめり込んでいく。攻撃用奇跡アタツク・サウンドは体内で爆ばく発はつし、アレナの左腕うでを強ごう引いんにもぎ取っていた。

「がああああっっ！」

「アレナあああっっ！」

　女騎き士しの血しぶきを浴び、ライオットはもう一度叫さけんだ。

「もうやめるのよ、アレナっ！」

　セシアも顔を覆おおって膝ひざをつく。

　ジャスティスは、呆ぼう然ぜんと吹ふき飛んだアレナの左腕を見つめていた。

　だが、それで終わりではなかった。

　右手で長剣を握にぎり、アレナはジキータめがけて落下していった。白銀の甲かつ冑ちゆうが己おのれの血で真っ赤に染まっている。それでも突とつ入にゆうする。女騎士は、復ふく讐しゆうの咆ほう哮こうを上げ続けた。

「みんなの仇かたきだ！　あんたは許さない！　あんただけは許さない！　絶対殺す！　絶対に殺してやるわっ！」

　血ち塗まみれの顔が急きゆう迫はくする。

　さすがに、ジキータの顔も恐きよう怖ふに歪ゆがんだ。

　だが新たな攻撃用奇跡アタツク・サウンドが、群むれを成してアレナに襲おそいかかった。

「蒼空撃墜エイシズ・ハイ！」

　今度は聖戦官クルセイダーたちの番だった。

　ジキータの背後に控ひかえていた彼らが、一いつ斉せいに奇跡サウンドを召しよう喚かんする。

　その速そく射しや砲ほうの如ごとき電撃の豪ごう雨うは、アレナの全身を打ち抜ぬいた。血がしぶき、肉が弾はじける。女騎士は、力無く地上に落下した。

　ぼろ布のようなアレナには、もう指一本動かす力は残っていなかった。

「ア……アレナ……」

　ライオットは、呆ぼう然ぜんと友を見つめた。

　そう、確かにアレナは友達だったのだ。

　たった数日のつきあいでできた、かけがえのない友である。

　そのアレナが微び動どうだにしていない。

　ライオットは、喉のどの奥おくからこみ上げる何かを必死に堪こらえていた。

「油断するんじゃないよ、とどめをおさし」

　ジキータは、聖せい騎き士したちに命令した。

「手間をかけさせたが……しょせん、あたしの敵じゃなかったよ」

　だがそう言う老ろう婆ばは、大きく肩かたで息をしている。聖せい戦せん杖じようは、汗あせで濡ぬれていた。

　何かが、ジキータを恐きよう怖ふさせている。

　それを確かめるべく、ライオットは友の側そばへ歩み寄った。

「ライオット殿どの、何を……？」

　呼びかける聖騎士たちを押おしのけ、ライオットは女騎士を抱だき起こす。

　血だらけのアレナは、微かすかな呼吸と言葉を唇くちびるから漏もれさせた。

「勝てると……思ったのよ……あたし……」

「…………」

　ライオットは、無言だった。

　呻うめくアレナの顔から血を拭ぬぐってやる。その背後には、セシアも駆かけ寄ってきた。

「だって……あんな悪い奴やつが……奇跡サウンドを使えるんだもん……あたしは……魔導ノイズを頼たよるしかなかった………神様なんて……奇跡サウンドなんて信用……できなかった……」

「どうしてジキータが悪い奴なのよ？」

　ライオットは、女騎士の手を握にぎると力を込めて揺ゆさぶった。

「あんたは何を知ってるの？　教会と評議会が何をしたか、なぜあんたが知ってるの？」

「……そ……それは……」

　アレナが必死に声を絞しぼろうとする。だがその魂たましいは、もはや冥めい界かいに旅立とうとしていた。

「アレナ、あんたは……」

「ライオット殿、とどめを！」

　近づく聖騎士が鋭するどく叫さけんだ。

「邪じや神しんの手先ですぞ！　早く討うち取られよ！」

　ジキータたちも歩を進める。

　しかしライオットは、身体からだ中から噴ふき出た怒いかりを言葉に叩たたきつけた。

「邪じや魔ましないでよ！」

　有う無むを言わせぬ響ひびきだった。

「この子はあたしの……友達だったのよ！　なのにあたしを騙だました！　騙した理由を聞くまでは、絶対誰にも殺させないわ！」

「ライオットさん……」

　背中で、セシアが泣き崩くずれる。すみませんと謝あやまる少女に、戦せん鎧がい鬼きは力強い視線を送った。

「いいわ、後であなたも……ジャスティスに謝るのよ……」

　と、アレナの呼吸が急にか細くなった。息づかいが、かすれた笛のように変わっている。

「ライ……オット……」

　もうそれ以上、声が出ない。

　ライオットは、覚かく悟ごして問いかけた。

「あんたが知ってることは……セシアも知ってるわね……？」

　無む言ごんで、小さくアレナがうなずく。笑って、ライオットもうなずきを返した。

「分かったわ、理由は全部……セシアに聞く……だからあんたは安心して……死んでいいのよ……」

　アレナは微笑ほほえんで、瞑めい目もくした。

　全身が脱だつ力りよくし、急速に体温が低下する。

　ライオットは友の遺体を、静かに地面に横たえてやった。

「さよなら……アレナ……」

　腕うでをもがれても、敵に喰くらいつく戦士など見たことがなかった。それほどまでの憤ふん怒どが、無意味に葬ほうむられることなど許せない。

　ライオットは、その復ふく讐しゆう心しんをアレナから受け取り、静かにその場に立ち上がった。

「セシア……言えるわよね？」

　確かめる言葉を口にした。

「アレナがあたしに言えなかったこと……アレナがあたしに言いたかったこと……今ここで教えて……」

「ライオットさん……」

　背後でセシアも立ち上がる。と、その二人に小さな少年も歩み寄ってきた。

「僕も……聞きたいな……」

　ジャスティスは、聖せい戦せん杖じようを頼たよりに歩を進めた。冷たくなったアレナを見下ろし、聖せい印いんを結ぶ。そして悲しげに睫まつげを揺ゆらした。

「なんでこんなことをしたのか……それだけは聞かせてほしい……でないと僕は……今すぐ君を討うたなきゃいけない……」

「ジャスティス……」

「だって僕は聖戦官クルセイダーだから……」

　少年はあふれる涙なみだを拭ふきもせず、セシアに向かって語りかけた。

「子供の頃からずっと……邪じや神しんや血けつ盟めい者しやと戦うために修しゆ行ぎようを続けてきた……見み逃のがすことはできないよ……」

「………………」

「でも君が僕を騙だましたことだけは……許せるかも知れない……理由を聞かせてくれるなら……アレナさんの噓うそも許せるかもしれない……せめてそのチャンスだけは……僕に与あたえてくれないかな……」

　セシアは周囲を見み渡わたした。

　何人もの聖せい騎き士しが倒たおれている。そしてフェブレスが、ラエモスが……アレナまでもが命めい数すうを終えていた。

　宿営地に、血の匂においが充じゆう満まんしている。

　全すべては二人の責任だった。

　だがあの日のワルーン村にも、この匂いが満ちあふれていたのだ。

「私……言います……」

　セシアは短たん剣けんを握にぎりしめ、そう決心した。

「許してもらおうなんて思わない……けどジャスティス……あなたとライオットさんには聞いてほしい……わたしたちがどうして、こんなことをしてしまったのか……」

　聖騎士たちも息をつぐみ、耳をそばだてる。

　セシアは少年に、告白を始めかけた。

「私たちの村には実は……」

「セシア、危ないっ！」

「暴風神撃召喚ストームブリンガー！」

　幾いくつもの絶ぜつ叫きようが重なった。

　まずライオットが、ジキータの聖せい印いんに気がついた。教会長はいつの間にか、意識を集中し奇跡サウンドを聖せい戦せん杖じように召しよう喚かんしていたのだ。

「黙だまるんだよ、小こ娘むすめがあっ！」

　ジキータはセシアめがけ、聖戦杖を一いつ閃せんする。起き爆ばくした奇跡サウンドは、たちまち一条の竜たつ巻まきと化し、少女に急接近していった。

「ああああっっ！」

　ちぎれた無数の草が、土つち塊くれと共に舞まい上がる。ひるんだセシアに避よける間などない。思わずジャスティスは、少女に手を伸のばした。

「セシアっ！」

　だが攻撃用奇跡アタツク・サウンドは、容よう赦しやなくセシアのか細い身体からだを吹き飛ばす。絶叫するセシアは、後方へ弾はじき飛ばされた。

「ぐっ……」

　少女の身体が何度もバウンドする。地面に叩たたきつけられたセシアの口から、低い呻うめきが漏もれ聞こえた。そして微動だにしない。

　瞬間、戦せん鎧がい鬼きは憤ふん怒どを爆発させた。

「殺してやるわ！」

「させるものかい！」

　ライオットが拳けん銃じゆうを抜ぬき払はらい、ジキータは聖戦杖を突つきつける。二人は至し近きん距きよ離りで、お互たがいの武器の狙ねらいを定めた。

「させるものかい……言わせるものかい……こんなところで……部下たちの前で言わせるものかい……！」

　ジキータは、唾つばを飛ばして吼ほえ立てた。

　その剣けん幕まくに、聖せい騎き士したちは大きく後退していく。彼らももはや、教会長がただの聖戦官クルセイダーでないことに気がついていた。

「あんたって奴やつは……！」

「何とでもお言い……」

　ジキータは聖戦杖を輝かがやかせ、ライオットの呻うめきを強ごう引いんに制した。

「世の中にはね、知っちゃならないことがあるんだよ……聞かない方がいい話があるのさ……それをこの娘はべらべらと……」

　ライオットは引き金に指をかけた。

　たとえ間近で奇跡サウンドを召しよう喚かんされても、ジキータの眉み間けんに一発ぶち込める。それより何より、この老ろう婆ばを殺さねば気がすまないのだ。

　相打ち覚かく悟ごで、戦せん鎧がい鬼きは狙そ点てんを決定した。

　だが一瞬、視線を外す。

　彼女の後ろでは、倒たおれたセシアをジャスティスが抱だき起こしていた。

「セシア！　しっかりして、セシア！」

「ジャス……ティス……」

　衝しよう撃げきに呻うめくセシアは、震ふるえる手を空に伸のばす。その指先を握にぎりしめ、ジャスティスは治癒奇跡ヒーリング・サウンドを召喚した。

「神聖光癒陣イン・ザ・ライト……」

　少年の手から暖かい光があふれ出し、たなびく帯となってセシアの傷口に流れ込んだ。瞬間、セシアの手がぴくりと動く。

「ジャスティス……私……」

　消えかけた命が再び蘇よみがえるのを感じ、セシアは少年に抱きついた。

　が、ジャスティスは鋭するどく視線を転じた。

「そこまでして隠かくしたいんですね……」

　セシアを背にかばい、少年は聖せい戦せん杖じようを手に立ち上がった。

「それほどまでの悪事を、二年前にあなた方は犯おかした……そして今、告発せんとした者までもみ消そうとしている……」

「………………」

「僕は、絶対にセシアに語ってもらいます……そしてここにいる聖せい騎き士したちにも知ってもらいます……あなた方の悪事全すべて……」

　ジキータは、ようやく一言絞しぼり出した。

「……できるものかい……」

　老ろう婆ばは未いまだ、セシアに狙ねらいをつけている。

「あたしは攻撃奇跡アタツク・サウンドを……まだ撃うてるんだよ。お前さんの治癒には限度があるだろう？　所しよ詮せん、聖戦官クルセイダーとしての力の差なんだよ……あたしが勝つ……」

「その前に語ってもらいます……いや、僕が語らせる……」

　ジャスティスは、整息して唇くちびるを結んだ。

　静かに第二撃テイク・トウを宣言する。

「悪夢撃退方陣ドリーム・イーヴル……！」

　陰いん鬱うつな湿しつ地ちに莫ばく大だいな聖光が炸さく裂れつした。

　聖騎士たちが、そしてセシアが目を伏ふせる。

　戦鎧鬼も、光量に思わずたじろいだ。

　ジキータだけが少年の意図を悟さとっていた。慌あわてて一撃を加えようとする。

　だが遅おそい。告発の時は始まっていた……




　突とつ然ぜん、周囲の景色が激変した。

　朝あさ靄もやの宿営地は、もうどこにもない。それどころか、ジャスティスたちの姿も見えない。

　周囲に忽こつ然ぜんと巨きよ木ぼくが群れ伸のび、蔓つる草くさが足あし下もとに這はいずり回る。ひたすら暗いだけの森に、ライオットは一人であった。

「ジャスティス！」

　木々は、強風にあおられ不ぶ気き味みに蠢うごめいている。いつか来たことがある。そんな既き視し感かんを感じた時、鼻び孔こうに強い臭しゆう気きが突つき刺ささった。

（焦こげ臭くさい……？）

　悟さとった途と端たん、景色が動いた。

　周囲の巨木が凄すさまじい速度で後ろへ流れていく。ライオットは一歩も動いてはいない。だがあたかも森林を全力で疾しつ走そうしているかのように、風が戦せん鎧がい鬼きの頰ほおを打ち叩たたいた。

（村……？）

　視線の先に、赤々と巨大な炎ほのおが灯ともっている。暗くら闇やみに浮うかんだその炎は、幾いくつもの家か屋おくを包み、その集落を吞のみ込んでいた。

　そして気付いた。

（ワルーン村……！）

（この森は邪じや神しんに襲おそわれた……）

（じゃあこの光景はセシアの記き憶おく……）

　ライオットの視線は、一気に村の中に連れ込まれていた。

　辺り一面の業ごう火かは、その村を完全に焼き尽つくそうともがいている。飛び散る火の粉の熱すら、ライオットには感じられた。

　だがそんな熱など気にはならなかった。

　ライオットの目の前では、逃にげ惑まどう村人たちが一団の襲しゆう撃げき者しやたちに斬きり殺され、次々に炎の中へ投げ込まれていた。

　老ろう若にやく男なん女によの別はない。逃げ、助けを求める者にも構わず刃やいばがふるわれ、ライオットの足下にはどす黒い血だまりができていた。

「やめろ！　やめるのよ！」

　ライオットの声は届かない。それでも叫さけばずにはいられない。戦鎧鬼の目の前では妊にん婦ぷが斬られ、老人が射殺されているのだ。咆ほう哮こうは止められなかった。

「なんでこんなことするのよ！　あんたらなんなのよ！　何様のつもりなのよ！」

　襲撃者は、数十人にも達するだろう。いずれも闇にまぎれ、防ぼう疫えきマスクで顔を隠かくしている。だが身につけた甲かつ冑ちゆうには覚えがあった。

　その一人が、ライオットの方を指さして唐とう突とつに叫きよう喚かんを放った。

「そこにもいるぞ！　子供でも容よう赦しやはするな！」

　ライオットは、その声の主に眼光をぶつけた。視線が激げき突とつする。怜れい悧りな双そう眸ぼうが、ライオットを睨にらみ付けた。

「ガルシア、あんた……！」

　聖騎士団長が、上段から長ちよう剣けんを振ふり下ろす。

　ライオットは一刀を避さけようとした。同時に手を伸のばし、頸けい動どう脈みやくを握にぎり潰つぶそうと試みる。

　だが全すべてはそこで終わった。

　女の悲鳴と共に映像は途と絶ぜつし、一面の暗くら闇やみが辺りを支配した。村も炎ほのおも消えている。

　何もかも、この一瞬に終わったのだ。




「これは……」

　ウォーデンは、歯を震ふるわせた。

　ガルシアは、言葉を失っている。

　その背後に控ひかえる何人かの聖せい騎き士したちも、燃えさかるワルーン村の中にいた。

　たった今、ワルーン村跡あと地ちから、転送用奇跡サウンドを用いて脱だつ出しゆつしたばかりである。彼らは宿営地にたどりついたはずだった。

　だが周囲は阿あ鼻び叫きよう喚かんの渦うずである。

　ガルシアにとって、聖騎士たちにとって、それは自らの手で行った過去の記き憶おくだった。

「呪のろいなんだ！」

　一人の聖騎士が耐たえきれずに絶ぜつ叫きようした。

「これは俺たちへの呪いなんだ！　あの時の怨おん念ねんが俺たちを呼んでるんだ！　俺たちは呪われてるんだ！」

「馬ば鹿かを言うな！」

　ガルシアは怒ど鳴なって、その騎士の頰ほおを殴なぐる。

　しかし彼らの目の前では、いつまでも虐ぎやく殺さつが続いていた。

「ウォーデン様、これはいったいどういうことです！」

　ガルシアは、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす聖戦官クルセイダーを強く揺ゆさぶった。

「俺たちは帰って来たんじゃないんですか！　ジキータ様の下もとへ、帰って来たんじゃないんですか！」

　しかしウォーデンは応じない。

　それどころか、ぶつぶつと唇くちびるの間で同じ言葉を繰くり返している。聖せい騎き士しは、その文言に背筋を凍こおらせた。

「呪いだ……やはり……呪いなんだ……」

「ウォーデン……」

　ガルシアは、今初めてこの男を理解した。

　聖戦官クルセイダーを圧あつ迫ぱくしていたのは、作戦の重責だけではなかったのだ。過去に虐ぎやく殺さつした村に邪じや神しんがいる……そう知ったウォーデンは、自分の行こう為いを罪と認めてしまったのだ。

　あれはやはり正義ではない……殺すべきではなかった……裁かれるべきは自分なのだ……たとえ相手が邪神でも……

　その自責の念が、ウォーデンを苦しめたのだ。そして今ここで、狂くるわせてもいる。

「ウォーデン、お前……」

　名を呼び、ガルシアも我に返った。

　ウォーデンの恐きよう慌こうにつきあう気などない。

　ガルシアは聖戦官の胸むなぐらをつかみ、剝むき出しの怒ど声せいを面前に叩たたきつけた。

「おい！　答えるんだよ、ウォーデン！」

　焦しよう燥そうと恐きよう怖ふが、聖騎士の本ほん性しようを露あらわにする。

「俺が呼んでるんだ！　答えろ！」

　勢い、殴おう打だしようかと拳こぶしを握にぎる。

　だがガルシアは、慄りつ然ぜんとした。

　土気色の顔をゆっくり振ふり向け、ウォーデンが口を開いたのだ。

「私こそ訊ききたいよ、ガルシア……」

「な……なにを……」

　燃えさかる村を背景に、ウォーデンの顔は仮面のように硬こう直ちよくしている。そしてふと……聖戦官は微笑ほほえんでみせた。

「これはいったいどういうことだ……？」

「それはこっちが……！」

「あの時、私は村の外にいた……」

　ウォーデンは、聖騎士の言葉も聞かず、二年前に思いを馳はせていた。

「村の外で指し揮きを執とれ……そう、ジキータ様から厳命されていた……だから今初めて知ったのだ……」

　聖戦官クルセイダーは、周囲を悠ゆう然ぜんと眺ながめ始めた。

　ガルシア率いる聖騎士たちが、次々村人を屠ほふっていく。逃にげる者も許さず、命いのち乞ごいする者すら斬きって捨てた。

　そして再び、ウォーデンは問いかける。

「どこに病人がいる……どこに……生物兵器に感かん染せんした者がいる……教えてくれ、ガルシア……私に教えてくれ……」

　村人は逃げ、叫さけび、抵てい抗こうしている。

　仕方なく殺されるような者は、どこにもいない。ガルシアは思わず口ごもった。

「そ、それは……」

「お前が答えるんだ、ガルシア！」

　雷らい鳴めいの如ごとき憤ふん激げきだった。

　ウォーデンはガルシアを突つき飛ばし、聖せい戦せん杖じようを突きつけた。

「これのどこが病人の村だ！　なぜ殺されねばならぬ！　私が信じてきた正義など、欠片かけらもないではないか！　答えるのだ、ガルシア！　今ここで答えてみろ！」

　狂くるった者の声ではなかった。

　ウォーデンは意識を取り戻もどし、自責の念に正面から立ち向かっていた。

「誰が私を騙だましたのだ……いや……誰がヴァスランの民たみを騙したのだ……答えろ、ガルシア……答えてみろ！」
















　絶ぜつ叫きようは、聖せい騎き士したちの胸にも突つき刺ささる。

　ワルーン村の中央には、人間の骸むくろが、薪たきぎのように積み重ねられていった。

　二年前のガルシアが、その業ごう火かに微び笑しようする。

　二年前のラエモスも、任務の成果に満足していた。

　突とつ然ぜん、ウォーデンは捨すて鉢ばちに笑った。

「なるほど、確かに呪のろいだよ……」

　火の粉が背後で踊おどり狂くるう。

　その様を見ながら、ウォーデンは断言した。

「これほどの悪事を隠いん蔽ぺいして……平へい穏おんに暮らせるわけがない……呪いだ……我々は呪いを受けて当然の……罪人なのだ……」

　高らかに、ウォーデンは哄こう笑しようを響ひびかせた。

　それは燃えさかるワルーン村の夜空に、いつまでも響き続けていた。







　　　【第五章　ヨブ・ゾラーン／決着】







「私の家族と……アレナの家族です……」

　炎ほのおの向こうに立ちすくみ、セシアは涙なみだを堪こらえて告白した。

「あの日、私たちはそろってジル黄おう熱ねつに罹かかっていました。それはギアナの子供なら誰だれでも罹る……本当の流行はやり病やまいです」

　セシアは自分の記き憶おくを見つめ続ける。

「森の隔かく離り小ご屋やにいた私たちは、あの晩、食事が届かないのを不ふ審しんに思いました……そして比ひ較かく的回復していた私が……村に戻もどってみたんです」

「そして今の光景を見た……」

　ライオットも炎を凝ぎよう視しし、唇くちびるを嚙かんだ。

「村でガルシアに斬きられ、炎の中に投げ込まれた。生きながらそのまま……」

「丸一日、あのままでした……」

　セシアは過去の恐きよう怖ふに震ふるえ、その場に崩くずれかけた。その肩かたをしっかと、ジャスティスが抱だき留とめる。

「でもアレナが助けてくれたんだね？」

　二年間の辛しん酸さんを思い出しているのか。セシアはジャスティスの腕うでの中で、わななきながら瞑めい目もくした。

「アレナは言いました……復ふく讐しゆうしようって……私たちの家族を殺した者を許さないって言いました……」

「けど、ワルーン村は生物兵器に汚お染せんされたと聞かされた……」

　ライオットは、鋭するどい視線を別方向に向けた。

　炎の向こうにはジキータがいる。聖せい騎き士したちがいる。その一団に、戦せん鎧がい鬼きは真っ直ぐ指先を突つきつけた。

「話の出所がこいつらだと知ったあんたたちは……あえて聖教会に潜せん伏ぷくしたのね」

「もともとアレナは、聖騎士志望でした」

　亡なき友の遺い志しを、セシアは強く訴うつたえた。

「剣けんをお父さんに習い、絶対聖騎士になってやるって言ってました。でも私たちの村を焼いたのが聖騎士だと知った途と端たん……」

「邪じや神しんと手を結んだんだね……」

　諦あきらめた声で、ジキータは確かく認にんした。

　セシアはうなずき、凜りんとして教会長に向き直った。

「アレナは言ってました……私たちの敵は奇跡サウンドを使う……なら神様にすがっても仕方ない……邪神にすがろう……それで復讐がかなうならかまわないって……」

　ライオットは、アレナの最さい期ごを思い起こした。勝てると思った……あの言葉が今は悔やまれる。もっと早く出会っていれば、止められたかもしれないのに……

「アレナは必死でした……真相を知るために騎士団の中ちゆう枢すうに入ろうとし……本当に聖騎士として努力しました……私も情報を手に入れようとがんばりましたが……アレナほど復讐に気乗りはしなかった……」

　風が吹ふきすぎていった。

　炎ほのおが消え、闇やみが去っていく。

　セシアの過去を映し出したジャスティスの奇跡サウンドは、ようやくその効力を失った。一同は改めて、宿営地の草原に相あい集つどっていた。

「ま、その先はあたしが話そうかね……」

　やおら、老ろう婆ばが声を響ひびかせる。諦めたのか、ジキータは柔にゆう和わな声量で話し始めた。

「可か哀わい想そうなことをしたよ……けどあたしらのため、あの村の者には一人残らず死んでもらわなくちゃあ、いけなかったんだよ……」

　ライオットは憤ふん怒どを解き放った。

「村人が一人残らず死ななきゃいけない理由なんて、あるわけないわ！」

「それがあったのさ……」

　ジキータの声は、深いため息を吐ついた。

「あの村には工場があってね……おおっぴらにできない、秘密の麻ま薬やく精せい製せい工こう場じようがね……いい工場だったよ。月に二十トンもアッパー系の幻げん覚かく剤ざいを生産してくれてね……」

　老ろう婆ばは懐なつかしむように言葉を続けた。

「どこの地下組織に卸おろしても、莫ばく大だいな利益になったよ。おかげで経けい営えい陣じんは、十年間、何不自由ない生活が送れたものさ」

「その経営陣ってのは……」

「あたしとフェブレス……いや、聖教会と評議会と言った方が早いねえ……」

　ライオットの問いに、恐おそろしい答えを平然とジキータは語った。

「それも仕方なかったのさ。この辺の資源は天然ガスぐらいでね。それもこの先三十年で枯こ渇かつするのが分かってたのさ。だから代だい替たい収入源が必要だったんだよ」

　ジャスティスの顔がはっきり青ざめた。

「だからって幻覚剤を……！」

「売っていけないって法は無いんだよ、新大陸フロンテイアじゃね。それにこの陰いん鬱うつな湿しつ地ち帯たいだよ、時には何かにすがって……ハイになりたい時もあるのさ。あたしたちは、密ひそかにその手伝いをしただけさ」

　ジャスティスが聖せい戦せん杖じようを堅かたく握にぎる。

　セシアはうつむき、聖せい騎き士したちは慟どう哭こくした。

　ライオットは、詭き弁べんに胸を悪くした。幻覚剤に溺おぼれることは、結局自らの死を早めるだけなのだ。そして幻覚剤欲ほしさに他人を殺害し金品を奪うばうことも多いはずだ。

　戦せん鎧がい鬼きは、軽けい蔑べつの視線で老婆を見た。

「けどあんたら、その工場を……」

「そうさ、店じまいすることにしたんだよ。ばれそうになったんでね」

「いったい誰に……」

「十二教皇にさ」

　悔くやしげに、ジキータは舌打ちした。

「いくらこの婆ばばが経験豊かな聖戦官クルセイダーでもね、奴やつらは別だよ。奴らに睨にらまれてるのに、そのままヤバい商売を続けるほど、あたしも馬ば鹿かじゃあない。だから査察部隊が来る前に、全すべてを消しちまおうと思ったのさ」

「なんてことを……！」

　ジャスティスが絶句する。もはやジキータに、罪を隠いん蔽ぺいする気はない。その開き直りが、一同を啞あ然ぜんとさせ、憤ふん慨がいさせていた。

　ライオットの全身から、激げき怒どが蒸気のように噴ふき出してきた。

「あんた本当に勝手なババアね！　領民は、あんたらのために生きてるんじゃないのよ！」

「馬鹿だねえ、お前さんは。領民を生かしてやってるのは、あたしらなんだよ」

　激怒を嘲あざけり、ジキータは哄こう笑しようを響ひびかせた。

「麻ま薬やく工場の金は、国家収入の四割にも達してたんだよ。このヴァスランは、麻薬でもってたようなもんさ。みんな、麻薬の金で生きてたんだ。感謝してほしいくらいだよ」

　ジキータは何度も笑いを引きつらせた。

「そろそろ別の場所に新たな工場を建てようかと計画してたとこだったんだよ。そうしないと、この国が立ちゆかないからねえ……」

「なんて酷むごいことを……」

　ジャスティスが、顔を歪ゆがめて呻うめいた。

「民衆のためとはいえ……！」

「他の手段を選べるほど、新大陸は恵めぐまれちゃいないんだよ。ジャスティス、お前さんだって、ただの巡じゆん礼れいじゃあないんだ…………この世界がどんなもんか、分かっているだろ？」

　その問いにジャスティスは凍こおり付いた。

　幾いく多たの凄せい惨さんな経けい験けんが、少年の抵てい抗こうを抹まつ殺さつする。

　得心したジキータは、勝ち誇ほこった笑みをちらつかせた。

「それとも何十万人も餓が死しした方が良かったかねえ？」

「…………」

「何も言えないなら、そこをおどき……血けつ盟めい者しや退たい治じの邪じや魔まなんだよ……」

　聖せい戦せん杖じようを握にぎるジキータの手に、新たな力が加わった。

　だがライオットが……

　ライオット一人だけが、ジキータの言葉に正面から立ちはだかった。不敵な笑みすら浮かべ、戦せん鎧がい鬼きは老ろう婆ばをあからさまに侮ぶ辱じよくする。

「なにが自じ己こ犠ぎ牲せいよ、笑わせるわ……」

「機械女、お前さん……」

「あんたら卑ひ怯きようなお偉えらいさんの言い訳は、いい加か減げん聞き飽あきてんのよ」

　ジキータの言を制し、ライオットは嘲あざけりの視線で睨にらみ付けた。

「自分が正しいと思うなら、包み隠さず、真実をさらけ出せば？　それができないから、セシアを殺そうとしたんじゃない。結局、あんたは自分の身がかわいいのよ」

「小こ娘むすめ、黙だまるんだよ……」

「民衆のためだとか、大たい義ぎのためだとか……そんなこと言う奴に限って、自分だけは無傷でいるもんよ。自己犠牲？　冗じよう談だんでしょ？　あんたがどんな犠牲を払ったって言うのよ！　あんたの心にどんな傷があるって言うのよ！」

　ライオットの怒ど声せいが、草原を揺るがした。

　一歩も退ひかぬ決心が、ジャスティスとセシアを背に奮ふるい立つ。

　ジキータはわななきながら、聖せい印いんを結んだ。

「邪魔するならお前さんも……ジャスティスも一いつ緒しよに死んでもらうよ……」

「させないさ、ジキータ……」

　戦せん鎧がい鬼きは、拳けん銃じゆうを今一度持ち上げた。

「セシアの罪つみを裁さばく前に、あんたを裁く。裁くのがあたしじゃ不満だろうけどね」

　戦せん闘とう機能は未回復だ。なお戦えるか、自信も無い。それでも銃を握る。意地であった。

「誰かこの機械女をやるんだよ……」

　ジキータは、ライオットと睨み合いながら周囲に命令した。

「誰でもいい……お前たちはもうワルーン村の者を何人も殺したじゃないか……今ここでそれが一人増えたって……創世神様は許してくださるよ……」

　聖せい騎き士したちに動どう揺ようが蔓まん延えんした。

　ジキータに悪あしき面があったとしても、彼らに逆らえる力はなかった。ならば従う他ほかない。だがセシアを斬きるのは……

　誰もがためらった直後のことだった。




　突とつ風ぷうが、宿営地を駆かけ抜ぬけた。

　草原が蠢うごめき、一同の中心にぼんやりと聖光が灯ともる。それは古代神聖文字の羅ら列れつと化し、瞬またたく間に円えん形けい陣じんに姿を変えた。

「ウォーデン！」

　誰もが叫さけび、言葉を失った。

　現れた聖戦官クルセイダーは、周囲にガルシアと数人の聖騎士を従えている。いずれの甲かつ冑ちゆうも返り血に染まり、全員の顔が恐きよう怖ふに引きつっていた。

「なにがあったんだい、他の者は……」

「みな死にましたよ、ジキータ様！」

　教会長を遮さえぎり、ガルシアが神聖陣から足を踏ふみ出した。聖騎士は苛いら立だった顔で、湿しつ地ちの彼方かなたを指さした。

「ワルーン村には、とんでもねえ邪じや神しんがいましたよ！　今こっちに……」

　全員の視線が、ガルシアの指先を追った。

　灰色の空の下に、幾いくつもの森が重なり合って続いている。その森の一つから……

　黒い竜たつ巻まきが空に立ち昇のぼっていた。

　禍まが々まがしい怒ど濤とうは大きさを増し、次し第だいに宿営地に接近してくる。そして湿地を揺ゆるがす、忌いまわしい声が辺りに響ひびいた。

《イオオオ……イオオオ……オオ……》

《イオオオ……イオオオ……オオ……》

《イア……ヨブ・ゾラーン……》

《イア、イア……ヨブ・ゾラーン……》

　ライオットは、上空を仰あおぎ見た。

　竜巻は恐おそろしい勢いで膨ふくれ上がり、渦うずを巻いて接近している。と、漆しつ黒こくの竜巻は、うなりを上げて四方へ伸のびた。暗黒の奔ほん流りゆうが、その正体を現したのだ。

《イア……ヨブ・ゾラーン……》

《イア、イア……ヨブ・ゾラーン……》

　地鳴りのような呻うめき声に、幌ほろ馬ば車しやのログタ馬たちが泡あわを噴ふいて狂きよう奔ほんした。

　絡からみ合う巨きよ大だいな人じん頭とう蛇じや身しん。それが奇き声せいを発しながら、一気に宿営地に降下したのだ。

「放出魔導ノイズ線量……五百二十！　冗じよう談だんでしょ、邪神侯級ブエル・クラスじゃない！」

　ライオットは、背中の大たい剣けんを抜ぬき払はらった。

　邪神侯ブエルとは、邪じや神しん全十二階位の中でも第七位に位置するものを言う。中位の邪神ではあるが、滅めつ多たに人界に姿を現す存在ではない。

「ヨブ・ゾラーン……」

　セシアは、ジャスティスの胸でおののいた。

「邪神ヨブ・ゾラーン……アレナが血けつ盟めいを結ぼうとした……邪神です！」

　けたたましい咆ほう哮こうが重なった。

　人頭蛇身は地面にめりこみ、幌馬車を砕くだき、天幕を吹ふき飛ばした。

　そして地上に転がる無数の死体めがけ、猛もう速そくで喰くらい付いていった。

「アレナあっっ！」

　セシアは、もういない親友の名を呼んだ。

　狂きよう奔ほんした邪じや神しんヨブ・ゾラーンの首が、アレナの死体を地上からむしり取る。ばきばきと骨格を砕く音を響ひびかせ、邪神は死体を乱暴に咀そ嚼しやくした。

「下がるんだ、セシア！」

　ジャスティスは少女を抱かかえて、跳ちよう躍やくする。

　宿営地を覆おおった邪神は、次々死体を喰らっていく。アレナだけではない。フェブレスも、ラエモスも、聖せい騎き士したちも……みなその喉のどの奥おくに吞のみ下されていった。

　その姿に、ライオットは絶句した。

「こいつは……！」

　死体を喰らう度たび、邪神の周囲に電光が瞬またたき、その身体からだが奇き妙みように身み悶もだえする。と、次の瞬しゆん間かんには人じん頭とう蛇じや身しんが増えているのだ。

「あれはまだ完全体じゃない……！」

　聖騎士に守られて後退し、ジキータは怒ど鳴なるようにそう告げた。

「今のうちに片づけるんだ！　さっさと陣じん形けいを組むんだよ！」

　その声でヴァスラン聖騎士団は、堅けん忍にん不ふ抜ばつの円形陣を組んだ。前列に聖騎士が並び、後方に聖戦官クルセイダーが待機する。

　だがウォーデンは、引きつった顔で部下たちに叫さけんだ。

「だめだ、逃にげろ！」

　両手を上げて、口から泡あわを飛ばす。

「我らのかなう相手ではない！　各自馬に乗って、ここから逃げるんだ！」

　言われるまでもなく、逃げ出す聖騎士もいる。ウォーデンと共にワルーン村から逃げ帰った者たちだ。当然である。ようやく逃げおおせたと思ったのに、もう追つい撃げきされている。恐きよう慌こうに陥おちいっても不ふ思し議ぎではなかった。

「た、助けてくれえっ！」

　聖騎士とも思えぬ悲鳴だった。

　と同時に、一いつ斉せいに破は裂かい音おんが鳴り響ひびく。

　人間の頭ず蓋がいが破は裂れつする音だ。

　逃げる聖騎士たちの頭とう頂ちようが真っ二つに裂さけ、噴ふん水すいじみた血ち潮しおがぶちまかれる。顔面がひび割れ、眼球が吹ふっ飛んだ。

　頭蓋を失った聖騎士たちは、がくりと膝ひざを付き、また仰あお向むけに倒たおれ絶命していった。

「なんて……」

　ライオットも言葉が出ない。

　わずか十数秒の殺さつ戮りくだった。しかも一いつ騎き当とう千せん、邪じや神しん退たい治じ専門の聖せい騎き士したちが、である。

　そしてその割れた頭蓋から、血をしたたらせて脳のう髄ずいが浮ふ上じようした。不気味な脳のう漿しようは、赤い魔導ノイズの光に包まれている。

　その脳髄に、邪神は急いでかぶりつき、さもうまそうに嚙かみ砕くだいていった。四散する鮮せん血けつに、ジキータすら青ざめている。

「隠棲攻性防壁ウオールズ・オブ・ジエリコ！」

　残った聖戦官たちが唱和した。

　夕空めいた色しき彩さいの防御用奇跡アタツク・サウンドが、瞬時に空中に展開する。烈れつ火かを伴ともなう奇跡の障しよう壁へきにぶつかり、邪神は悲鳴をがなり立てた。

「各自、奇跡増幅デイストーシヨンをかけるんだよ！　一歩も退くんじゃない！」

　聖印を掲かかげ、ジキータが悲痛に喚わめく。

　しかし邪神は突とつ進しんを継けい続ぞくした。猛もう然ぜんと突つっ込み、前列の聖騎士の頭を牙きばに捕とらえる。血と脳漿がぶちまけられた。続けざまにもう一人、大地へ叩たたきつけられる。

「ふざけおってっ！」

　ジキータは怒ど鳴なって、聖せい戦せん杖じようの先に聖光を灯ともした。光輪が波は紋もんのように幾いくつも広がり、周囲の大気を震ふるわせた。

「闇黒女王轟進撃マーチ・オブ・ザ・ブラツク・クイーン！」

　詠えい唱しようの瞬間、ジキータの頭上に暗黒が起き爆ばくした。集積した膨ぼう大だいな奇跡の力が、瞬またたきする間に膨ぼう張ちようし破は裂れつする。爆風と衝しよう撃げきは、周囲の者たちをも吞のみ込んでいた。

「なんて……！」

　ライオットは驚きよう愕がくして、爆風に耐たえた。ジャスティスもセシアを抱かかえて地に伏ふせる。

　現出した奇跡サウンドは、人型となって宿営地の上空に飛ひ翔しようする。邪神に負けぬ巨きよ大だいさ。豪ごう勢せいで耽たん美びな衣い装しようをまとった女性が、金かな切きり声と共に両手を振ふりかざした。

《イーヴライイイイー！》

　何の言葉なのか。

　絶ぜつ叫きようの瞬間、女王の全身からプラズマの奔ほん流りゆうが幾いくつも噴ふき出した。疾しつ走そうする電光は、邪神ヨブ・ゾラーンを打ち、焼き、叩き潰つぶした。

《ゼム！　ゼリ！》

《アエアアアー！　アエアアアー！》

　ジャスティスは、強い刺し激げき臭しゆうに口元を覆おおった。邪神の肉体が焼け焦こげているのだ。のたうち叫さけぶ邪神の姿に、辺りから一いつ斉せいに歓かん声せいが上がった。

「諦あきらめるな！　ジキータ様が勝つぞ！」

　プラズマに食いちぎられた邪神の首が、何本も地上に落下する。耳みみ障ざわりな邪神の悲鳴に、聖せい騎き士し団だんが突とつ進しんしていった。

　だがいったん邪神をくい止めると、ジキータは決死の形相をセシアに振ふり向けた。

「ガルシア、その娘むすめを殺すんだ！」

　容よう赦しやのない命令であった。

「その娘はワルーン村の生き残りだよ！　あたしらを罠わなに掛かけた張本人さ！　さっさと切り刻んでおしまい！」

　その命令に、ジャスティスは身を堅かたくした。

　セシアも咄とつ嗟さに少年にすがりつく。

「こっちだ、セシア！」

　叫さけんで、少年は草原を走り出た。

　背後の森へセシアを託たくそうと、肩かたを抱だいたまま疾走する。だが背後から、気け圧おするような殺気が急きゆう迫はくした。

「止まるんだ、ガキどもっ！」

　ジャスティスは、思わず振り返った。

　眼前には、もうガルシアが迫せまっている。

　疾風めいた、怒ど濤とうの突進であった。

　その顔には、いつものにやつきなど無い。腰こしから長ちよう剣けんを閃ひらめかせ、白銀の聖騎士は雄お叫たけびを轟とどろかせた。

「小娘があっ……！」

　ゾダニウム聖せい鋼こうの刃やいばが上段から落下する。

　ジャスティスはセシアを抱かかえたまま、真横に飛び退のいた。一いち撃げきはかわす。だがガルシアは素す早ばやく、追撃の刃を突つき入れた。

「ジャスティス！」

　セシアが少年にしがみつく。

　傷ついたジャスティスに、サーグ流抜ばつ刀とう術じゆつを二度回かい避ひさせるのは酷こくだった。切っ先が目前に達する。セシアは思わず瞑めい目もくした。

「ぐっ……！」

　だが裂れつ断だんを目前に、ガルシアは苦く悶もんした。

　長剣の突とつ進しんを強ごう引いんにくい止めた刃がある。

　やはりゾダニウムの剣。戦せん鎧がい鬼きライオットの双ふた子ご剣けんであった。

「あんたも狸たぬきよねえ、ガルシア……」

　ぎりぎりと刃やいばを押おし戻もどして、ライオットは牙きばを剝むき出した。

「あと二秒遅おそかったら、あたしも間に合わなかったわ……へらへらしてるだけかと思ったら……いい腕うでしてるじゃない……？」

「造りモンの目[image: ]玉じゃあ、見ぬけなかったってか？」

　一いつ端たん離はなれ、再び剣をぶつけ合う。

　鍔つば迫ぜり合いの姿勢で、二人は怒いかりのこもった視線を接近させた。

「悪いけどセシアは殺やらせてもらうぜ……そこをどきな！」

「あんたはセシアの家族を殺した……いいえ、一度はセシア自身を焼き殺したのよ！　二度も殺されてたまるもんですか！」

　背後で、ジャスティスも非難の声を上げた。

「なぜ今セシアを殺すんですか！」

　少年は、邪じや神しんの動きを気にしながら叫さけんだ。

　聖せい騎き士したちは円えん陣じんを崩くずさない。

　ヴァスランの戦士たちは、迎げい撃げき用奇跡サウンドで邪神をくい止め、ゾダニウムの剣を果か敢かんに振ふるっていた。

　邪神もさらなる魔導ノイズを打ち出そうと、一撃の瞬間を狙ねらって後退していた。

「今は力を合わせて、邪神を倒たおす時です！　なぜ教会長の言いなりになるんです！」

「そりゃあ、恩おんがあるからな……」

　ガルシアは、不敵な笑えみで答えた。

「俺は、ジキータ様と共にずっとやって来た……おかげで団長にもなれたし……うまい汁しるもずいぶん吸った……だが俺はまだまだうまい汁が吸いたいんだ……」

　冷静な声で、聖騎士は剣けんを押おし込んだ。

「セシアを殺して……ジャスティス、お前も殺す……そしてライオットも殺してやる……そうすりゃ俺たちを咎とがめる者はいなくなる……今まで通りの生活だ……甘あまい汁はもっと吸えるぜ……」

　冷れい徹てつな顔で言い切り、ガルシアは真正面から斬きり込んできた。

　ライオットが大剣を振り回し、ジャスティスが飛びすさる。ゾダニウムの剣がぶつかり合い、火花を撒まき散らす。戦せん鎧がい鬼きの膂りよ力りよくが、強ごう引いんにガルシアを押しのけた。

「ったく、機械女があっ！」

　いったん間合いを取り、ガルシアは唾つばを吐はき飛ばした。

「今頃のこのこ出てきて復ふく讐しゆうだと……おかげでいい迷めい惑わくだぜ……おとなしく口を塞ふさいで、地道に暮らしてりゃあいいものをよ！」

　再び跳ちよう躍やくし、斬りかかる。だがライオットの剣はガルシアの切っ先を跳はね上げ、瞬間、逆ぎやく撃げきに転じた。分厚い刀身が、脳天めがけて落下する。

　しかし反撃の直前で、ガルシアは大きく後退し、唇くちびるを舐なめた。流りゆう麗れいな動きと言っていい。

「それだけの腕うでを持ちながら……！」

　戦鎧鬼は、さらに両手に大剣を握にぎりしめた。

「あんたはジキータの手先となって、陰かげで暗あん躍やくしてたって訳ね……」

「結局、俺もセシアと同じさ……」

　自じ嘲ちようするように、ガルシアは微笑ほほえんだ。

「何も知らねえ聖戦官クルセイダーどもを騙だますには……油断させるのが一番だ……みんなうまいこと騙されてくれたぜ……俺をすっかり女好きの……おちぶれ騎士団長だと思いこんでよ……」

　だが、と言ってガルシアは剣を据すえた。

「どんな馬ば鹿かに見られようとも……ジキータ様のお引き立てがあったから耐たえられたのさ……いつか正体を晒さらして……みんなを驚おどろかせてやる……あっと言わせてやると思い続けてた……それが今だ……今、セシアを殺して……俺は聖戦官クルセイダーより上に行く……もうウォーデンみたいな能なしに、媚こびへつらうのは御ご免めんなんだよ！」

　戦せん鎧がい鬼きはただ、ガルシアの咆ほう哮こうを眺ながめている。ジャスティスは、なぜか悲しそうに聖騎士団長を見つめていた。

　だが怒いかりの視線で見つめていたのは、罵ののしられたウォーデンその人であった。

「ガルシア、お前という奴やつは……」

　ウォーデンの土気色の顔に蒼そう白はくが加わる。

　初めて知った部下の素す顔がおに、しばらくは声も出ない。

　だがガルシアには、呆ぼう然ぜんとする聖戦官に一いつ片ぺんの同情もなかった。

「ふふっ……ウォーデンさんよ……あんたも仲間外れにされなきゃよかったのにな……そうすりゃジキータ様の下で……おいしい思いができたものをよ……」

「貴様は人間のくずだ……！」

　ウォーデンは、ようやく声を絞しぼり出す。

「己おのれの欲望のためによくもそこまで……貴様に聖騎士の資格などないぞ！」

「ならあんたにはあるのかよ！」

　邪じや神しんの雄お叫たけびにもかまわず、ガルシアは剝むき出しの怒いかりをぶちまけた。

「笑わせるな！　てめえは何に頼たよってる！　金でも権力でもねえ！　あんたは薬に頼ってるじゃねえか！」

　その言葉に、ウォーデンが硬こう直ちよくした。

　ライオットは一瞬いぶかり、直後に理解した。ジャスティスだけが意をくめずに、ガルシアへ問いかける。

「そ、それはどういう……」

「結局、てめえも俺たちの恩おん恵けいを受けてるってことなんだよ！」

　少年にはかまわず、ガルシアは罵ば声せいをウォーデンに打ち放った。

「あんただってワルーン村のことで悩なやみ……不安を紛まぎらすのに、幻げん覚かく剤ざいを使ってるだろうが！　その薬は、俺らが売りさばいた物なんだよ！　あんたは俺たちのおこぼれで生きてる人間なんだ！　偉えらそうな口、叩たたくんじゃねえ！」

　セシアは、思わず口元を覆おおった。

　ライオットも思い出す。ウォーデンの周囲にいつもあった薬くすり瓶びん。あれは胃薬などではないのだ。顔を土色に変えるほど悪あく辣らつな、幻覚剤の一種なのだ。

「私は……」

　罵ののしられ、ウォーデンが一瞬、脱だつ力りよくする。

　その間かん隙げきにガルシアは、セシアに向かって跳ちよう躍やくした。

「死ねやああああっっ！」

　ライオットが銃じゆう口こうをガルシアに転回した。

　ジャスティスも身を挺ていして、最さい期ごの奇跡サウンドを召しよう喚かんしようとする。しかし……

「ぎががががっっ！」

　人間の声とも思えぬ悲鳴が、ガルシアの口から漏もれ出した。

　背後から急接近した邪じや神しんの首が、がっぷりガルシアの胴どう体たいに喰くらいついたのだ。

「ガルシアっ！」

　ライオットは、邪神の首に斬きりつけようと一歩踏ふみ出した。が、その動きをウォーデンが制した。

　ガルシアの胴体を、邪神の牙きばが何本も貫つらぬいている。腹から流れ出る己おのれの血ち潮しおに、聖せい騎き士しは哀あわれな悲鳴を迸ほとばしらせた。

「ジ、ジキータ様あっ！」

　伸のばした腕うでを、別の首が喰いちぎる。

　錯さく乱らんした女の顔は群をなし、唾だ液えきを垂らしてガルシアをむさぼり食った。

「ガ、ガルシア……！」

　ジキータは、腹心の断だん末まつ魔まをただ見守っていた。聖騎士たちは、指揮官の死に呆ぼう然ぜんとしている。邪神ヨブ・ゾラーンはガルシアの脳のう髄ずいをすすると、さらに二本、人じん頭とう蛇じや身しんを新たに湧わき出させた。

　ジャスティスは、残ざん虐ぎやくな光景からセシアの視線を逸そらしていた。胸にかばい、少女を決して放そうとはしない。

　しかし少年は、聖戦官としてセシアを問いつめなければならなかった。

「セシア、正直に答えてほしい……」

「……はい……」

「邪神とは血けつ盟めいを結んだんじゃないよね？」

　少女は、力強く同意した。

「アレナが、血盟陣じんを村につくりました。そこで血盟を結ぼうとしたんです……でも無理だった……邪神は代だい償しように、百八の脳髄を要求したんです」

「それでアレナは……」

「評議員たちの家に潜せん入にゆうして、血盟陣を描えがいたんです……」

　セシアは、まざまざとその時を思い出し、恐きよう怖ふに全身をわななかせた。

「異界からの門を開き、邪神に脳髄を食べさせたんです……どうせ復ふく讐しゆうのため殺すんだからかまわないって……そしてワルーン村にみんなをおびき寄せるために、わざと怪かい現げん象しようを引き起こしたりして……」

　少女の震ふるえは止まらない。

　だがその恐怖は邪神ではなく、記き憶おくに蘇よみがえるアレナに対するものだった。
















「アレナは……間ま違ちがってました……復讐のためにあんなことまでするなんて……私、止めたけど……聞き入れてはくれなかった」

「ワルーン村に呼び寄せた目的は？」

「血盟陣に近い方が邪神の力が強いし……それにもうヴァスランでは警けい戒かいされてしまって……一気に聖教会の中ちゆう枢すうを集めて、皆みな殺ごろしにするって言ったんです……」

　もういいよ、とジャスティスは俯うつむく。

　利用されたのは、アレナなのだ。

　代償である脳のう髄ずいの収集を手伝わされ、結局死んでしまった。所しよ詮せん、邪神はアレナの手に負えるような存在ではなかったのだ。

「ライオット、セシアを頼たのむ……」

　ジャスティスは、相棒の名を呼んだ。

「僕は邪じや神しんを……倒たおさなきゃいけない。彼女を守っててほしいんだ」

「無茶言わないで！」

　ライオットは、二本の大たい剣けんを握にぎったまま邪神を見上げた。聖せい騎き士し団だんの抵てい抗こうで前進は阻はばまれているが、邪神ヨブ・ゾラーンはさらに実体化を進めている。

　戦せん鎧がい鬼きは、傷ついた少年に視線を戻もどした。

「その身体からだでもう一発、奇跡サウンドを呼ぶつもり？　失敗したら後が無いのよ！　それに……」

　ライオットは言いかけて、口ごもった。

　ジャスティスはすでにセシアを癒いやし、セシアの記き憶おくを蘇よみがえらせている。後は最終撃ラスト・テイクを残すのみだ。奇跡サウンドを召しよう喚かんすれば……

　しかし少年は、首を横に振ふった。

「僕のことは気にしないで！」

　ジャスティスは、セシアの身体を相棒に差し出した。

「今は邪神を倒すことが先決なんだ！　それに僕は……聖戦官クルセイダーなんだよ！」

　少年は、自分の手を見下ろした。

「どんなに疑われても、目の前で邪神を倒せば誤解も解けるさ……僕はそう信じてる。戦う以外に、僕は自分を証明する方法が無いんだよ……」

　何も知らぬセシアには、その言葉が理解できない。

　だが察したライオットは、もう同意するしかなかった。いくら肩かた書がきを叫さけんでも、尊敬などされはしない。信しん頼らいされるには、行動するしかないのだ。

　ならば自分がすべきことも一つである。

「分かった。でもあたしも手伝うわよ」

「ライオット……」

「そりゃそうでしょ、あたしはあんたの相棒なのよ？」

　笑って、戦鎧鬼は自分のこめかみを叩たたいた。

　まだ網もう膜まく表ひよう示じが元に戻らない。それでもライオットは大剣を握り直した。

「たっぷり奇跡増幅デイストーシヨンかけてやんな。聖騎士団もいつまでももたないわ……それまではあたしが時間を稼かせぐ。いいわね？」

　こちらも、同意するしかない意見だった。

　誰がなんと言おうと、ジャスティスを助ける。それが今の自分を証明する、ライオットの方法なのだ。

　すると突とつ然ぜん、二人のすぐ側そばで聖光が瞬またたいた。

　淡あわい白光の輪が、ジャスティスの全身を包み込む。それは温かいぬくもりを少年に伝え、その傷を次し第だいに癒いやしていった。

「ウォーデンさん……」

「神聖光癒陣イン・ザ・ライト……」

　もう一人の聖戦官クルセイダーは、煤すすけた顔から汗あせを垂らして治癒奇跡ヒーリング・サウンドを召しよう喚かんしていた。

「私とジャスティス、それにジキータ様がいれば勝てるはずだ……よろしく頼たのむ……」

　ぎごちないが、力のこもった声で言う。

「もはや生き残った部下は、二十人にも満たないだろう。だがせめて彼らだけでも救ってやりたい……聖戦官ジャスティス、どうか協力してくれ！」

　初めて会った時もそう言われた。

　さして感かん慨がいの湧わかぬ出会いであった。

　だが今はどうだろう。その同じ言葉が、ジャスティスの、そしてライオットの四し肢しに闘とう志しを漲みなぎらせている。確かな信頼が、ウォーデンの声に満ちあふれていた。

「任せて……ください……！」

　ジャスティスはうなずき、上空の邪じや神しんに双そう眸ぼうを閃ひらめかせた。聖せい戦せん杖じようを握にぎり、聖印を結ぶ。

　ライオットも背後の森を大たい剣けんで指し、セシアに厳しい視線を振ふり向けた。

「あなたはあそこに隠かくれてて。戦いが終わるまで、絶対に出ないこと。いいわね？」

「ライオットさん、私も……」

「いいから、隠れてて」

　ライオットは、ぴしゃりと言い放った。

「お願い、今ここでは……絶対に死なないで。あなたはジキータたちの悪事を知ってる一人なのよ。あなたが死んだら、アレナが浮うかばれないわ……」

　セシアはすまなそうに、頭を垂れる。

　ライオットは、少女の瞳ひとみに微笑ほほえんだ。

「自分の罪を懺ざん悔げするのは……その後でいいわ……」

　少女の背中を押おし、ライオットはセシアを避ひ難なんさせた。後ろ姿をしばし見守り、おもむろに振り返る。

「先に行く！」

　ウォーデンに叫さけび、戦せん鎧がい鬼きは駆かけだした。

「ジャスティスに力……かしてあげて！」

　返事をする間もなく、ライオットは邪神めがけて突とつ入にゆうする。巨きよ大だいな邪神の咆ほう哮こうに、戦鎧鬼の怒ど声せいが挑いどみかかった。

「ああああああっっ！」




　また一人、聖せい騎き士しが喰くい潰つぶされた。

　もはや前線を維い持じする人数は、ごく僅わずかだ。

　ジキータの周囲に展開した人数は、二十人にも満たなかった。

「踏ふみとどまるんだよ、お前たち！」

　聖印を結びながら、老ろう婆ばは意識を集中した。

「もう一度、奇跡サウンドを放つ！　それまでなんとしても支えるんだ！」

　命令に応こたえたのは、差し迫せまる邪神であった。

　ヨブ・ゾラーンは次し第だいに大きさを増している。全身から放たれる魔導ノイズ線は衝しよう撃げき波はと化し、足あし下もとの草原をざわめかせていた。ちぎれた草が空に舞まい飛び、土つち埃ぼこりが荒あれ狂くるう。暴風の如ごとき、邪じや悪あくな圧あつ迫ぱくである。

　ジキータは、ずっと奇跡サウンドの召しよう喚かんを続けていた。彼女といえど、邪神侯級ブエル・クラスを討うつには自身が知る最さい難なん度どの攻撃用奇跡アタツク・サウンドが必要なのだ。

　だが聖せい戦せん杖じようは、いまだ激発の瞬間を許可していない。歯がゆいほど、時間の流れが遅かった。

《イア……ヨブ・ゾラーン……》

《イア、イア……ヨブ・ゾラーン……》

　絡からみ合う無数の大だい蛇じやは、猛たけり狂った女の顔を盛んに振ふりたくる。と、その女たちが突然、聖騎士たちめがけ口こう腔くうを開き始めた。

「いかん、奇跡サウンドの維い持じを……！」

　感づいたジキータの声が空むなしく響ひびく。

　聖戦官クルセイダーたちが展開する〈隠棲攻性防壁ウオールズ・オブ・ジエリコ〉は、すでに効力の限界に達していた。

　その赤い障しよう壁へきめがけ、邪じや神しんは魔導ノイズの火か弾だんを吐はきつけた。紫むらさき色いろに燃える、猛もう速そくの火か炎えんである。魔導ノイズは奇跡サウンドを打ち破り、聖せい騎き士したちの円えん陣じんへなだれ込んだ。

「がああああっっ！」

　悲鳴があちこちで重なる。

　聖騎士はおろか、後方の聖戦官たちまで火だるまになっていた。炎上する人型が、幾いくつも草原に絶命した。

「お逃げください、ジキータ様！」

　聖騎士の一人が悲観して喚わめいた。

「もう我らだけでは防げませぬ！　ここはいったん後退してくだされ！」

　だがジキータは動かなかった。

　聖戦杖を握にぎる手に汗あせが滲にじむ。

　しばらく実戦を忘れていた教会長は、自らの老いを痛感した。続けざまの召喚に、これほど時間がかかるとは……

　杖つえを握る力を思わず強めた、その時だった。

「ああああああっっ！」

　絶ぜつ叫きようと共に、赤い旋せん風ぷうが戦場に勇ゆう躍やくした。

　大たい剣けんを両手に握ったライオットが、横合いから突とつ然ぜん現れ、邪神めがけて突進する。

　思わず聖騎士たちから悲鳴が上がった。

「無茶だ、ライオット殿どのっ！」

　だが戦せん鎧がい鬼きは臆おくさない。

　右の剣を振ふり下ろし、左の剣を横に薙なぐ。

　左右から襲おそいかかる女の首へ、果か敢かんに大剣を叩たたきこんだ。

《アエアアアー！　アエアアアー！》

《アエアアアー！　アエアアアー！》

　耳みみ障ざわりな悲鳴が、雲海までこだまする。

　ゾダニウム聖せい鋼こうの剣は、邪じや神しんの肉を断ち斬きり、青緑の体液を空中に撒まき散らした。

「おおっ！」

　聖騎士たちが感かん嘆たんの声を上げた。

　だが邪神の傷は、即そく座ざに再生されていく。

　憤ふん激げきに燃えたヨブ・ゾラーンは、無数の首をライオットめがけて集中した。

《イア……ヨブ・ゾラーン……》

《イア、イア……ヨブ・ゾラーン……》

　火か弾だんが豪ごう雨うの如ごとく落下する。

　地面が吹ふき飛び、幌ほろ馬ば車しやが爆ばく砕さいした。

　だが集中砲ほう火かをかいくぐり、ライオットは左の大剣を背にしまい込んだ。

「負傷者を収容して後退しな！」

　腰こしのベルトに左手を伸のばし、ライオットは背後に向かって警告した。

「ここはあたしがくい止める！　やわな人間さんは足手まといだよ！」

　言うと同時に、何かを食いちぎる。

　続けて素す早ばやく、左ひだり腕うでを振ふり抜ぬいた。

　腰から投とう擲てきしたのは、大型のナパーム手しゆ榴りゆう弾だんである。ゼリー状のガソリンを充じゆう塡てんされたそれは、邪じや神しんの身体からだに激げき突とつするや、派手な炎ほのおをまきあげた。

《アエアアアー！　アエアアアー！》

《アエアアアー！　アエアアアー！》

　身体にまとわりついたガソリンは、しばらく燃え続けるだろう。その間にライオットは、二発目、三発目の手榴弾のピンを次々に食いちぎった。

「ちょっとは時間稼かせぎになるだろう！」

　爆ばく炎えんはあっという間に、邪神の全身を舐なめ尽つくす。全長五十メートルの長大な身体を何本も、ナパームの炎がいたぶり続けた。

「婆ばあさん、奇跡サウンドはまだなの！」

　怒ど鳴なって、ライオットは左手の義手部分を引き抜いた。

「これで倒たおせるなら苦労しないんだからさ！」

　剝むき出した四〇ミリ擲てき弾だん筒とうを、機き関かん砲ほうの如ごとく速射する。照準機能は回復していない。だがこれだけ巨きよ大だいな敵ならば、狙ねらう必要もない。ライオットは再び、背後へ怒鳴った。

「みんな伏ふせてっ！」

　叫さけんだ瞬間、自分も強大な衝しよう撃げきに備える。

　射出された弾だん頭とうは、次々邪神に命中した。と突とつ然ぜん、目もくらむほど巨大な火球が膨ふくれ上がった。熱風と衝撃、爆風と轟ごう音おんが怒ど濤とうとなって、一同へ襲おそいかかる。

「ライオット殿どの！」

　聖せい騎き士したちは、爆発の異常なまでの凄すさまじさに思わずひるんだ。手榴弾を遥はるかに上回る威い力りよくに、邪神すら大きく後ろに倒たおれ込む。

　なけなしの高圧燃料気化弾頭は、街一つ吹ふき飛ばすだけの威力を有している。それを立て続けに連射したのだ。邪神とて、圧あつ倒とうされないはずはなかった。

　その間かん隙げきめがけ、ジキータは聖せい戦せん杖じようを大きく振ふり上げた。

「滅砕禁忌童子群チルドレン・オブ・ザ・ダムド！」

　今度の奇跡サウンドは、天空から落下した。雲海を衝つき、何百という光線の雨がヨブ・ゾラーンに降り注ぐ。

　光線は、天使であった。素すっ裸ぱだかの赤子が背の翼つばさをうち振り、邪神の身体からだに突とつ撃げきしていく。だがただの天使ではない。腕うでを四つ持ち、牙きばの生えた口で咆ほう哮こうする闘とう争そうの加護天使だ。

　天使の特とつ攻こうは、邪神の肉体に穴を穿うがち、体内で爆発まで引き起こす。半はん壊かいした邪神は、全身から蒸気を発し、苦しげに身み悶もだえた。

《アエアアアー！　アエアアアー！》

《アエアアアー！　アエアアアー！》

　邪神の巨きよ体たいが、音をたてて大地にめりこんだ。幾いくつもの首が引きちぎれ、宿営地に燃え落ちていく。

　しかし同時に、ジキータも膝ひざを落としていた。老ろう婆ばは、全身から生気が抜ぬけ落ちていくのを感じた。十分に奇跡増幅デイストーシヨンをかけた一撃は、邪神だけでなく、召しよう喚かん者しやであるジキータの力も奪うばっていたのだ。

「ジキータ様！」

「お気を確かに！」

　咄とつ嗟さに駆かけ寄る聖騎士たちは、一瞬邪神から目を逸そらした。だがジキータは、ヨブ・ゾラーンの最さい期ごのあがきを察していた。

「まだ油断するんじゃない！　奴やつは……」

《イア……ヨブ・ゾラーン……》

《イア、イア……ヨブ・ゾラーン……》

　土中から、忌いまわしい呻うめきがこだまする。

　ばりばりと紅ぐ蓮れんのプラズマを放ちつつ、邪神は残る生命力をたぎらせた。

《ゼリ、ゼリ……イア……ヨブ、ゼリ……》

　魔導ノイズが、大気を伝わって拡かく散さんする。

　その波に吞のまれた聖せい騎き士しは、一様に両手で耳を押おさえた。

「ひああああっっ！」

　鼓こ膜まくの奥おくから一気に血流が噴ふん出しゆつする。

　邪神の声音に毒された脳が、頭ず蓋がいの中で爆ばく発はつしたのだ。吹ふき飛んだ脳のう漿しようは熱を帯び、派手な蒸気さえ上げていた。

「ぎいいいいっっ！」

　ジキータも咄とつ嗟さに耳を押さえた。

　頭の中から何かが弾はじけ出ようとする。それを必死に堪こらえ、老婆はその場にうち倒たおれた。

「助けておくれ！　頼たのむ、助けておくれ！」

　百八十余年の人生で、初めて口にする言葉だった。だが辺りでは聖騎士たちも転てん倒とうし、転げ回っている。

　ただ一人、ライオットだけが大たい剣けんを振ふり回し、迫せまり来る邪じや神しんの首と格かく闘とうしていた。聴ちよう覚かく機能を切断しているのか、戦せん鎧がい鬼きは振り向きもしない。

　ジキータは、自分の眼球がせり出すのを感じて恐きよう怖ふした。が、その恐怖をかき消すように、ウォーデンの叫さけびが戦場を支配した。

「多重噴火熱波イラプシヨン！」

　宙に浮うかんだ古代神聖文字が、乱らん舞ぶしながらやがて列を成す。邪神を包ほう囲いした長大な文字列は赤く輝かがやき、同時に無数の溶よう岩がん流りゆうを吐はき出した。

　邪神の身体からだが、奇跡サウンドの炎ほのおによって溶解していく。皮を溶とかされ、肉を崩くずされたヨブ・ゾラーンは身み悶もだえつつ、魔導ノイズを中断した。

「ウ、ウォーデン……！」

　ジキータは、部下である聖戦官クルセイダーに顔を上げた。ウォーデンは、すでに奇跡サウンドの結界を召しよう喚かんし、魔導ノイズの波を堅かたく阻はばんでいる。

　その結界には、ジャスティスも加わっていた。少年も一心に意識を集中し、己おのれの召喚する奇跡サウンドに強大な増ぞう幅ふくを加えている。

「いいぞ、ジャスティス……」

　結界を維い持じしながら、ウォーデンはうなずいた。

「お前がとどめを刺させ……お前の力ならできるはずだ……」

　少年も聖せい印いんを結んだ指を持ち上げ、ぐいと邪神に突つきつける。だが一瞬、その視線が自分の手に吸い寄せられた。

　ウォーデンも咄嗟に気付く。

　ここで奇跡サウンドを放った後、ジャスティスの身体には異変が起きるはずだ。その異変を見た者たちに、ジャスティスは弁解できる余力があるのだろうか……

　が、その躊ちゆう躇ちよを吹ふき飛ばすように、ライオットが声を張り上げた。

「後のことは任せな、ジャスティス！」

　接近する邪神の首へ剣を突き入れ、戦鎧鬼は後方へ跳ちよう躍やくした。

「なんのためにあたしがいるんだい！　心配しないで！　あんたの証あかしを見せてやりな！」

　激げき励れいの声に、あらん限りの力を込める。

　無力になったジャスティスを、誰が非難してもかまわない。だが誰がなんと言おうと、自分だけはジャスティスを助ける。

　それがライオットの証だった。

「わかった……！」

　ジャスティスは、短く叫さけぶ。

　迷いを吹っ切った少年は、聖印から、創世神の力を起き爆ばくさせる。

「最終撃ラスト・テイク……！」

　ライオットは、黙もくして見守った。

「神聖炎熱堕撃パイロマニアっ！」

　邪神の絶ぜつ叫きようが、詠えい唱しようにかき消えた。

　ヨブ・ゾラーンの真正面に、回転する円えん形けい陣じんが浮ふ上じようした。ジャスティスが宙に描えがいた神聖陣から、まばゆい火か炎えんの怒ど濤とうが迸ほとばしる。

《アエアアアー！　アエアアアー！》

《アエアアアー！　アエアアアー！》

　吼ほえる邪神も、生き残った首を総動員した。

　神聖陣めがけ、火か弾だんを続けて吐はき散らす。

　奇跡サウンドと魔導ノイズが正面から激げき突とつし、莫ばく大だいな閃せん光こうが宿営地に拡かく散さんした。

「伏ふせるんだっ！」

　ウォーデンの叫びも、爆発に吞のまれる。

　絶大な波動が一同を吹き飛ばした。大地がけし飛び、石いし塊くれが微み塵じんとなる。幌ほろ馬ば車しやが砕くだけ、水面が沸ふつ騰とうした。魔導ノイズから逃のがれた聖せい騎き士したちまで、その激げき震しんに翻ほん弄ろうされていた。

「ジャスティス！」

　背後の森で、セシアは目を眩くらませた。

　衝しよう撃げき波はと炎えん熱ねつが辺りに広がり、轟ごう音おんが一帯を駆かけ抜ぬける。

　そして……静せい寂じやくが訪れた。




　雲が泰たい然ぜんと流れていく。

　風も、いつもの平へい穏おんさを取り戻もどしていた。

　馬車から逃にげ出したログタ馬たちがあちこちでいななき、頭上では小鳥たちがさえずりを始めている。

　岩いわ陰かげに潜ひそみ、短たん剣けんを握にぎったセシアは、激げき闘とうの余よ塵じんにしばし耳を塞ふさいでいた。

　何かの破は片へんや土つち塊くれが、辺りに四散している。

　それがおさまったと見て、セシアは恐おそる恐る岩陰から顔を覗のぞかせた。

　爆ばく光こうも途と絶だえ、黒こく煙えんが薄うすれてようやく、セシアは少年を求めて森から飛び出してきた。

「ジャスティス！」

　駆かけ出す足がもつれる。

　それでもセシアは、草原を疾しつ走そうした。

「ジャスティス、どこに……！」

　言いかけて、急停止した。

　目の前に、小山のような黒い肉につ塊かいがそびえている。ぶすぶすと焦げた音を立てるそれこそ、邪じや神しんヨブ・ゾラーンの屍しかばねに他ほかならない。

　だがセシアが驚きよう愕がくしたのは、その死に様ではなかったのだ。

「ジャスティス、あなた……」

　それ以上、言葉は出なかった。

　草原に、少年は這はうように倒たおれている。

　膝ひざをつき、両手で疲ひ弊へいした身体からだを支えている。微び動どうだにしないが、確かに意識はあった。

　だが聖せい戦せん杖じようを投げ出した少年の手には、奇き怪かいな紋もん様ようがのたくっていた。

　赤く光るそれを知らぬ少女ではない。セシアは、邪じや宗しゆう紋もんに視線を吸い寄せられていた。

「ジャスティス……あなた……どうしてそんなものが……」

「どうしてだろうね……僕にも……わからないんだ……」

　目を閉じたまま、ジャスティスは言葉を少しずつ吐はき出した。だが遠のく意識と必死に戦いながら、少年はゆっくりと立ち上がった。

「それがなぜなのか……探すために……巡じゆん礼れいをしてる……でもなぜかはまだ……わからないんだよ……」

　セシアに歩み寄ろうとして、脱だつ力りよくする。

　だが倒れかけたジャスティスを、今度は少女が抱だきとめる番だった。

「ジャスティス、しっかりして！」

　セシアは少年を抱きかかえ、その場にうずくまった。同時に少女は、短剣を傍かたわらに投げ出している。もうセシアには必要のない刃やいばは、鈍にぶい光を放って草原に転がっていった。

「あなたは死んじゃだめよ！　あなたは死んじゃだめ！」

　泣き喚わめいて、少女はジャスティスにすがりついた。

「私が生き残ってあなたが死ぬなんて……そんなの間ま違ちがってる！　だめよ、そんなの！」

　ジャスティスは、少女に命を与あたえてくれた。

　騙だましたはずのセシアに命をくれたのだ。

　たくさん謝あやまり、たくさん感謝したかった。

　その気持ちが嗚お咽えつになって、胸の奥おくからこみ上げる。

　その落らく涙るいする少女の肩かたに、ライオットは優やさしく両手をのせてやった。

「心配しないで、死ぬ訳じゃないわ……」

「ライオットさん……」

「ただちょっと疲つかれただけ、いつものことよ……今日はまだ意識があるだけ、元気がいいくらいよ……」

　疲れたように微笑ほほえみ、ウィンクする。

　そしてライオットは、おもむろに背後を振ふり返った。

　三人の周囲を、生き残った聖せい騎き士したちが包ほう囲いしている。すでに邪じや神しんは倒たおれているが、彼らの手には長ちよう剣けんが握にぎられたままだ。

　そしその表情も、さきほどよりずっと強こわばり、小刻みに震ふるえる者すら認められた。

「ジャスティス様、どういうことです……」

　悲ひ壮そうな声で、一人の聖騎士が歩み出た。

「我々はあなたを……立派な聖戦官クルセイダーだと思っていました……」

「なれどその印はなんですか……」
















「それは邪じや宗しゆう紋もんではありませんか！」

「なぜそのようなものがあなたに……！」

　落らく胆たんと悲ひ憤ふんが渦うずとなって押おし寄せる。

　そして問いかける声が辺りに響ひびいた。

「あなたは……聖戦官クルセイダーではないのですか？」

　言葉が、ライオットの全身を痛つう撃げきする。

　反射的に、戦せん鎧がい鬼きは拳こぶしを堅かたく握りしめた。

「あんたら、何を見てたのよ！」

　やりきれない叫さけびであった。

「この子は今、邪神と戦ったのよ！　あんたたちを救おうとして戦った！　誰が見たって、この子は聖戦官の責務を全まつとうしたわ！」

「だがそれは邪じや宗しゆう紋もんだ！」

　聖せい騎き士しも、同様の声を上げる。

「我らは聖騎士だ……幼い頃より訓練を受け……その印を持つ者を倒すために生きている……見み逃のがすわけにはいかない……」

「セシア、僕は……」

　言いかけて、ジャスティスは激しくむせる。

　セシアは、少年の手を見下ろした。まだ奇き怪かいな紋様は光を明めい滅めつさせている。

　それでも少女は、聖騎士たちに叫んだ。

「ジャスティスを信じてあげてください！」

　セシアは、懇こん願がんの声を震ふるわせた。

「私は噓うそをつきました！　でもジャスティスは違ちがいます！　この人は本当に聖戦官です！」

「どっちだっていいんだよ、もうそんなことはね……」

　不意に、しわがれた声がその場を凍こおらせる。

　聖せい戦せん杖じようにしがみついたジキータは、よろめきながら前へと進み出た。

　ライオットが咄とつ嗟さに銃じゆう把はを握にぎる。

「ジキータ、あんたは……」

「そうジャスティスが聖戦官だろうが、血けつ盟めい者しやだろうが……もうあたしにはどうでもいいんだよ……そんなことはね……」

　疲つかれ切った老ろう婆ばは、それでも笑えみを浮うかべている。半ば正気を失った顔であった。

「問題はお前さんがワルーン村のことを知り……セシアを助けたということさ……お前さんはあたしが隠かくそうとしたものを全すべて暴あばき出してしまった……許せないねえ……」

　老婆は、がたつく指で聖せい印いんを結んだ。

　その小さなしなびた身体からだのどこに、それほどの力が残っているのか。聖戦杖は、次し第だいに聖光を放ち始めた。

「この子たちをやるなら、あんたを撃うつ！」

　ライオットは、銃口を上げて断言した。

「ジキータ、それでもやるのかい！」

「ああ、やるさ！　三人まとめて殺してやる！」

　ジキータも絶ぜつ叫きようを喚わめき続けた。

「あたしが正義だ！　ヴァスランの正義だ！　あたしは悪くない！　邪じや魔ま者ものは死ぬがいい！」

　急速に聖光が集しゆう束そくする。

　ライオットも、激げき憤ふんを引き金に絞しぼり込んだ。

「死ぬのはてめえだっ！」

「迂回衝撃弾ラウンダバウト！」

　ライオットとジキータの怒ど声せいが正面から激げき突とつする。

　だがライオットは、呆ぼう然ぜんと目を見開いた。

「ウォーデン！」

　突とつ如じよ走り出た聖戦官クルセイダーが、ジキータの前に両手を広げて立ち塞ふさがる。戦せん鎧がい鬼きの放った銃じゆう弾だんは、ウォーデンの肩かた口ぐちへ命中した。

「がああっっ！」

　残っていた一発は、通常弾頭である。

　だが強烈な一いち撃げきはウォーデンの肩の肉をもぎとり、真後ろへ吹ふっ飛ばした。

「ウォーデンさんっ……！」

　ジャスティスも、意識を取り戻もどしかける。

　だがジキータの放った奇跡サウンドは、猛もう然ぜんとジャスティスたちめがけ突とつ進しんした。

「消えるんだよ、ジャスティス！」

　ライオットがかばう時間は皆かい無むだった。

　セシアはジャスティスを抱だきしめ、毅き然ぜんと電撃に視線を据すえる。聖せい騎き士したちは息を吞のんだ。その眼前で……

〈迂回衝撃弾ラウンダバウト〉は、突然航こう跡せきをねじ曲げた。

　ジャスティスに達する直前で、地面めがけ大きく落下する。その先には、セシアが放ほう棄きした魔導ノイズの短たん剣けんがあった。

「馬ば鹿かなっ……！」

　ジキータの絶望をよそに、電光の一撃は短剣に突つき刺ささった。小しよう爆ばく発はつを起こし、その刃やいばを粉々に破は砕さいする。それで全すべて終わった。

「ウォーデン！」

　叫さけんで、ライオットは聖戦官クルセイダーに駆かけ寄った。

　血ち塗まみれの肩かたを抱き起こし、驚きよう愕がくした目で凝ぎよう視しする。

「あんた、こうなると知ってて……」

「もうこの場に……魔導ノイズの力はあれしかない……ジキータ様が奇跡サウンドを使えば……その一撃は短剣に向かうしかないのだ……」

　あえぐように、ウォーデンは言った。

「もしジャスティスが血けつ盟めい者しやなら……討うたれただろう……だが奇跡サウンドは……魔導ノイズの力を討つためにある……もうジキータ様にセシアは討てない……ましてジャスティスもだ……」

　手当に近づいた聖騎士も動きを止めた。

　今の一撃こそ、ジャスティスが血盟者ではないという証あかしなのだ。

「セシアの罪つみも……奇跡サウンドで裁さばかれるものではない……法で裁かれるべきものだ……ジキータ様と同様にな……」

「あんたはジキータを裁くつもりなの？」

「それが一番良いと思った……」

　聖せい騎き士したちに肩を止血され、ウォーデンは顔を歪ゆがめた。

「恐おそらくジャスティスもそのために……最後に協力してくれたはずだ……ジキータ様を倒たおすことは考えず……命を助けて……その罪を裁くことを……だが……」

　そして大きく息を吐はく。

「もう……神は裁きを下したらしい……」

　ライオットは、老ろう婆ばを振ふり返った。

　背はい後ごでは、ジキータが必死に聖せい戦せん杖じようを振ふっている。だが聖印を結んでいるにも拘かかわらず、希き宝ほう石せきメタライトは輝かがやこうとはしなかった。

　聖騎士たちが呆ぼう然ぜんとした。

「まさか……ジキータ様……」

　薄うすれゆく意識の中、ジャスティスはしっかと聖印を結んで十字をきった。

「……やはり神は見ておられる……」

　少年は歓かん喜きの涙なみだを頰ほおに伝わらせた。

「悔くい改あらめよ、奇跡サウンドを濫らん用ようする者……」

　聖典の一節を口にして、ジャスティスは穏おだやかな笑えみを浮うかべた。

　だがジキータは、かつてない形ぎよう相そうで創世神を罵ののしった。

「なぜだい！　なぜなんだい！」

　老婆は惑わく乱らんして、怒ど鳴なり続けた。

「神よ！　創世神よ！　なぜこのジキータに……奇跡サウンドを授さずけない！　なぜだ！　なぜなのだ！」

　滑こつ稽けいなまでに悲ひ惨さんな姿を、一同は目に焼き付けた。ジキータはその視線にも気付かず、一心に杖つえを振り回した。

「あたしだって悔い改めたよ！　ワルーン村のことを！　薬で国を支えたことを！　奇跡サウンドを失わぬよう、毎日祈いのりを捧ささげたじゃないか！　あの罪は許されたはずだろう！　なのに何な故ぜ今あたしを見捨てるんだい！」

「今の一いち撃げきです……」

　ウォーデンは、瞑めい目もくして語りかけた。

「あなたは聖戦官クルセイダーを討うとうとなされた……奇跡サウンドの行使を許された神の戦士をです……それは神への反逆行こう為いに他ほかならない……許されるはずがない……」

　声もなく、ジキータは崩くずれ落ちる。

　がらんと、聖せい戦せん杖じようが空むなしい音を響ひびかせて転がった。〈永遠の導師〉の最後に、聖せい騎き士したちは一言の言葉もなかった。

「後は……私だ……」

　ウォーデンは、ため息を漏もらした。

「知らぬとはいえ私は……ワルーン村虐ぎやく殺さつに荷か担たんした……それがアレナとセシアに……恐おそろしい復ふく讐しゆうをさせてしまった……私にも責めはある……」

　戦せん鎧がい鬼きの前に、ウォーデンは懐ふところから薬くすり瓶びんを差し出した。まだ数すう錠じよう残ったそれは、小さな音を立ててみせた。

「それに……こんなものに頼たよる者に、神の戦士の資格はない……分かっていたが……どうしても止やめられなかった……」

　だが戦鎧鬼は、素そっ気けなく笑ってみせた。

「あんたは他に頼るものがなかっただけよ。薬とはこれから戦っていけばいい。それも辛つらい戦いだけど……神様に裁かれるほどのもんじゃないでしょ？」

　ライオットは薬瓶を一息に握にぎり潰つぶす。そして態勢を変え、ウォーデンの視線を背後の二人に向けさせた。

　セシアは堅かたく拳こぶしを握り、ジャスティスの胸に涙をこぼしていた。

「ライオットさん、わたし……わたし……」

「セシア……」

「大勢の人を殺してしまった……罪もない子供たちまで殺す手伝いをして……邪じや神しんの復活を助けようとした……私もアレナと一いつ緒しよに死ぬべきだったんです……」

「なに言ってるの！」

　ライオットは、少女の涙を一いつ喝かつした。

「あなたが死ぬ理由なんてないわ……どうしてそんな……！」

「だって私には何もできない！」

　絶望した声で、少女はそう断言した。

「私はウォーデン様みたいな聖戦官様じゃないんです！　みんなになにかできるわけじゃない！　生きていたって償つぐなうことなんかできない！」

　セシアは髪かみを振り乱して嗚お咽えつし、戦せん鎧がい鬼きを涙目で見上げた。

「殺してください、私を……私に生きてる資格なんて……無いんです……」

　少女は、黙だまって瞑めい目もくした。

　ウォーデンが、そして聖騎士たちがライオットを見守る。だが微び動どうだにできぬ戦鎧鬼に代わって、少年が口を開いた。

「せっかく僕が助けたんだ……死んじゃだめだよ……」

　朦もう朧ろうとした意識の中で、ジャスティスは少女の手を握りしめる。少年はうわごとのように、少女の瞳ひとみに語りかけた。

「そりゃあ大勢の人が死んだよ……許してくれないとも思う……でも生きて償つぐなおうよ。ここにいる人たちはみんな、君の悲しい記き憶おくを見てるんだ……力をかりて……許してくれなくても生きるんだ。辛つらいだろうけど……分かってくれる人だっているはずさ」

　セシアは息を詰つまらせる。

　喉のどにこみ上げたのは、すまないと思う強い少女の気持ちだった。

「そんな人……そんな人……」

「探すんだよ、僕も探す……」

　にっこりと、少年は微笑ほほえんだ。

「君だけに辛い思いはさせないよ……僕も一緒に生きる……それならいいだろ……？」

「ジャスティス……」

　セシアは、少年の髪かみに顔を埋うめた。

　泣き声を必死に抑おさえている。煤すすに汚よごれた髪を、ジャスティスは優やさしく撫なでさすり、そしてようやく意識を失った。

（ゆっくり休んで……）

　相棒を見下ろし、戦鎧鬼は睫まつげを伏ふせた。

　草原は、静せい寂じやくのただ中にあった。

　もう悲ひ鳴めいも絶ぜつ叫きようも聞こえはしない。

　冷たい風だけが吹ふき抜ぬける空に、ライオットは小さく、安あん堵どの息を漏もらしていた。




　どこかで鳥が鳴いている。

　朝あさ靄もやにけむる森はまだ眠ねむりの中にあり、空もようやく白み始めたばかりだった。

　曲がりくねった山道は、眼下の村へと続いている。その路ろ傍ぼうに、見覚えのある道みち標しるべがぽつんと佇たたずんでいた。

《交こう易えき村むらリオ・ロボへようこそ》

　道標は相変わらず風に吹かれ、ぎしぎしと悲鳴を上げている。

　その道標を見上げ、ウォーデンはおもむろに問い直した。

「本当に……寄らないつもりなのか？」

「もうあの村に、僕らは必要ないんですよ」

　ジャスティスは、微笑ほほえんでそう答えた。

「行けば歓かん迎げいしてくれるでしょうけど……僕たちの旅には目的があります。探さなきゃならない人が……僕にはいるので……」

　ジャスティスは、幌ほろ馬ば車しやの御ぎよ者しや台だいでそう答える。少年の言葉には、うなずくしかない。ウォーデンは納得して、自分の右手を差し出した。

「初めて会った時……私は握あく手しゆをしなかった……なぜかできなかった……」

　己おのれを恥はじて、聖戦官クルセイダーはそう言った。

「だが今は……私から頼たのむよ。君には世話になった。どうか……握手をしてくれないか」

「喜んで、ウォーデンさん」

　霧きりの中、二人の聖戦官クルセイダーは互いの手を握にぎりしめる。別れの時初めて、二人の間に強い何かが通かよい合った。

　と、朝靄の向こうからセシアの声が響ひびきわたった。

「ジャスティス様！」

　亜あ麻ま色いろの髪を振り乱し、少女は靄の中から飛び出してくる。そして御者台のジャスティスに飛びつく寸前で……立ち止まり、拳こぶしをぎゅっと握りしめた。

「どうしても……行かれるんですか？」

　もう涙が頰ほおにこぼれている。

　自分と共ともにヴァスランまで来てくれると信じていた少女は、突然の別れに戸と惑まどいを露あらわにしていた。

　だがジャスティスは笑ったまま、セシアの拳に手を伸ばした。

「うん、行かなくちゃ……君と別れるのはさびしいけど……僕には僕の旅があるんだ……いつまで続くかわからない旅がね……」

　セシアの手に力が込こめられた。

　子供のだだのように、ジャスティスをつかんで放そうとはしない。

　それを笑って、ジャスティスは押しのけた。

「一人でも大丈夫だよね、セシア？」

「…………」

「ちゃんと返事してよ、セシア？」

「……はい……」

　消え入りそうな声がそう言った。

　すまなそうに、少年も目を伏ふせる。

「ごめんね……でも、また会おう……」

「ジャス……」

　言いかけたセシアの喉のどを嗚お咽えつが塞ふさぐ。

　ジャスティスは、隣となりの相棒を見つめた。

　御者台には、ライオットも座ざしている。

　戦せん鎧がい鬼きは面めん倒どう臭くさそうにうなじを搔かいた。

「まーったく、ずいぶん待たせるじゃない。まさかこの後、お別れのキスでもするんじゃないんでしょうねえ」

「な、なに言ってんだよ、もおっ」

　ジャスティスは、顔を真っ赤にする。

　悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむライオットに、ウォーデンは、小さな袋ふくろを差し出した。

「すまんが、今の手持ちはこれだけだ。十万ドルクはあると思う」

　しかし、と言って聖戦官クルセイダーは顔を曇くもらせる。

「本当にこれだけでいいのか………ヴァスランまで行かずとも、リオ・ロボ村まで帰れば、相そう応おうの礼ができるんだが……」

「仕方ないじゃない、面倒も多いんだから」

　あっさりと言って、ライオットは礼金の袋を受け取った。

「あんだけの邪じや神しんを退たい治じして十万ドルクなんて本当は破は格かくの大おお安やす値ねよ。でもその代かわり、ジキータやセシアの裁さい判ばん……悪いけど、あんたに任せるわ……」

「それはいいが、やはり……」

「いいのよ。そのうちどっかで貸しを返してもらうわ。それにさ……」

　言いかけたライオットは、すまなそうなウォーデンにため息を吐ついた。

「ま、所しよ詮せんあたしらは風ふう来らい坊ぼうってことよ」

　手た綱づなを握ったまま、ライオットは肩をすくめてみせる。

「一つの場所に長なが逗とう留りゆうできるほど、幸せな人種じゃないってわけ。分かる？」

　だがウォーデンは、笑みを返さない。なぜか労いたわるような視線で、二人を見つめている。

　たとえ聖戦官クルセイダーとして戦い、どんなに感謝されたとしても……邪じや宗しゆう紋もんが知られればジャスティスは迫はく害がいされる身なのだ。

　その多た難なんな旅路を思う、眼まな差ざしであった。

　だがライオットには、それで十分であった。

　そう思ってくれる人を見つけただけで、本当に救われる思いがしていた。

「とにかく……セシアのこと、頼むわ」

　ジャスティスと替かわって、手を伸ばしウォーデンと握手を交わす。

「セシアを守るのは私の責せき務むだよ。それに……君たちの恩おん義ぎに報むくいることにもなる」

　ウォーデンは、背後を振り返った。

　生き残った聖せい騎き士したちは、馬車に乗ってすでに山道を下っている。その中には、拘こう束そくされたジキータもいるのだ。気き概がいも新たに、ウォーデンはうなずいてみせた。

「後のことは任せてくれ。本当に……世話になった。また会おう……」

「ええ、本当に……いつかまた」

「ジャスティス様！」

　セシアが涙を振り払う。

　だが黙だまって、ジャスティスは聖せい印いんを結び、十字を切ってみせた。

　ライオットも無言で手綱を打ちふるう。

　がたごとと交こう易えき路ろを進み出した幌ほろ馬ば車しやは、やがて朝靄の中にしずかに消えていった。




「少し……寝ねてもいいかな？」

　ジャスティスは、御者台で問いかけた。

「昨夜ゆうべはあんまり……寝れなかったんだ。セシアのこと考えたら、つい……この先、どうなるんだろうって……」

「任せるしかないのよ、ウォーデンに」

　ライオットはログタ馬に鞭むちを入れ、相棒に笑いかけた。

「出会った人の人生をみんな見み届とどけるなんて……そんなの無理なのよ。気になるのは分かるけど……あんたにはあんたの旅があるわ……今は自分の旅を大事にして……」

「うん、そうだね……ごめん、本当に僕、少し寝ねるよ……」

「ええ、そうしなさい……」

　小さな聖戦官クルセイダーは、ごそごそと荷台に潜もぐり込んだ。その背中を見届け、ライオットは大きなため息を手元に吐つく。

　幾いくつもの顔が浮かんでいた。

　セシア……アレナ……

　ウォーデン……ジキータ……

　ガルシア……フェブレス……ラエモス……

　幾つもの運うん命めいが滅ほろびていった。

　そして幾つもの運命が救われていった。

　ジャスティスこそが、人々の運命を変え、新しい運命を授さずけたのだ。

　だが荷台で丸まった少年は、もう寝息をたてている。その寝顔は、まだ子供のそれであった。

　ライオットは驚おどろき、呆あきれ、そして微笑ほほえんだ。

「不ふ思し議ぎな奴やつね、あんたって……」

　だがライオットだけは気付いていた。

　たったひとつ……彼女にとって一番大事な運命だけが、流る転てんの波に取り残されていた。

（あの子自身を救うには……）

（誰だれが必要なんだろう……）

（あたしにできるのか……）

（あたしにあの子が救えるのか……）

　どうしても救いたい。

　その思いが悲ひ壮そうなまでに強まっていく。

　全すべてが解決したように思えた。

　だが聖戦官クルセイダージャスティスの運命は、なにひとつ変わってはいないのだった。







　　　あとがき







　さて、新しい話を書こうとした時に……

　書きたいアイディアが幾いくつも、頭の中から勝手に湧わき出してきました。




　悲しい運命を背負った主人公たちの……コンビものが書きたい……

　西せい部ぶ劇げき的な無む法ほうな世界でやりたい……

　メカメカしい小道具も使いたい……

　だけど神と悪魔の最終戦争アルマゲドンもやりたい……

　少しは笑えるシーンも入れたい……




　頭の中で飛とび交かうアイディアは、まるでパズルのピースです。それを取しゆ捨しや選せん択たくし、ひねくり回し、組み合わせた末すえ、一枚の絵にした……それが今回の作品、「ダーク・フロンティア・ブルース」です。

　最初の短編は、龍皇杯ドラゴンカツプ参加作品のひとつとして、ドラゴンマガジン二〇〇〇年九月号に掲けい載さいされました。

　龍皇杯で一票を投じてくれたみなさん、ありがとうございます。この書き下ろし作品も、楽しんでいただけたら幸いです。




　それにしてもデビュー作以降、本当に多くの心の支えをいただき、感謝するばかりです。

　中でもファンレターほど嬉うれしいものはありません。まさに作家にとっては心の命いのち綱づな！　これこそ執筆の原動力なのです！

　ありきたりの言葉ですみませんが……

　読者のみなさん、本当にありがとうございます。




　そして、今回イラストを担当してくださったぽぽるちゃさんにも感謝の言葉を……

　担当さんから雑誌掲載用のラフイラストをファックスで送っていただいた時、驚きのあまり笑いが止まりませんでした。

　まるで僕の脳内イメージを写し取ったかのようにジャスティスが、ライオットが描かれているじゃないですか！

　ぽぽるちゃさんには「ダーク・フロンティア・ブルース」を見事過ぎるほどにヴィジュアル化していただきました。まさにもう一人の作者といっても過か言ごんではありません。

　みなさんぜひ、ぽぽるちゃさんにも励ましのお便りを送ってください！　ぽぽるちゃさんも僕同様、ファンレターが心の命綱です！




　最後に〈奇跡サウンド〉の元ネタを挙げて、後書きを締しめたいと思います。

　みな、ロックの曲名・アルバム名から拝はい借しやくしたものです。

　曲と奇跡サウンドのイメージが合うものもあれば、「？」なものもあります。機会があれば、ぜひ聞いてみてください。




　それではまた、新大陸フロンテイアのどこかでお会いしましょう。




　二十世紀、最後の年、最後の月に


市川丈夫
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ROUNDABOUT　　YES　〈FRAGILE〉1972







FOR YOUR LIFE　　LED ZEPPELIN　〈PRESENCE〉1976







PYROMANIA　　DEF LEPARD　〈PYROMANIA〉1983







ACES HIGH　　IRON MAIDEN　〈POWERSLAVE〉1984







RAZORS EDGE　　AC/DC　〈RAZORS EDGE〉1990







STORMBRINGER　　DEEP PURPLE　〈STORMBRINGER〉1974







IN THE LIGHT　　LED ZEPPELIN　〈PHISICAL GRAFFITI〉1975







DREAM EVIL　　DIO　〈DREAM EVIL〉1987







WALLS OF JERICO　　HELLOWEEN　〈WALLS OF JERICO〉1986







MARCH OF THE BLACK QUEEN　　QUEEN　〈QUEEN II〉1974







CHILDREN OF THE DAMNED　　IRON MAIDEN　〈THE NUMBER OF THE BEAST〉1982







ERUPTION　　VAN HALEN　〈VAN HALEN〉1978
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